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慶
滋
為
政
の
和
歌
序

―
摂
関
期
の
和
歌
序
の
特
質
―

山

本

真

由

子

摂
関
政
治
の
最
盛
期
に
活
躍
し
た
、
慶

滋

為
政
は
、
こ
の
時
期
の
文
人
と
し
て
は
珍
し
く
、
漢
文
と
和
文
（
仮
名
文
）
の
両
様
の
和
歌
序
を
残
し
て

よ
し
し
げ
の
た
め
ま
さ

い
る
。
為
政
の
序
の
特
質
の
一
つ
は
、
漢
文
と
和
文
の
差
を
超
え
て
、
序
の
内
容
や
表
現
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
特
質
と
し

て
は
、
下
命
す
る
歌
会
の
主
宰
者
へ
の
配
慮
が
、
作
品
の
表
現
、
さ
ら
に
は
、
漢
文
、
和
文
の
選
択
を
大
き
く
規
制
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
、
は
じ
め
に

（
一
）
和
歌
序
の
変
遷

小
論
は
、
摂
関
政
治
の
最
盛
期
に
活
躍
し
た
文
人
官
僚
、
慶

滋

為
政
の
漢
文
と

よ
し
し
げ
の
た
め
ま
さ

和
文
（
仮
名
文
）
の
和
歌
序
二
篇
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
篇
の
序
が
作
ら
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
表
現
を

詳
し
く
読
み
解
い
た
上
で
、
二
篇
を
比
較
し
、
為
政
が
同
じ
和
歌
序
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
、
な
ぜ
漢
文
と
和
文
と
で
書
い
た
の
か
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

「
序
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
先
立
つ
「
和
歌
と
漢
詩
―
平
安

朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
１
）

に
お
い
て
説
明
し
た
。
一
部
修
正
し
て
再
び

述
べ
る
と
、
「
序
」
と
は
、
中
国
文
学
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
序
文
や
前
書
き
に

相
当
し
、
序
が
冠
せ
ら
れ
る
作
品
の
概
要
や
制
作
状
況
な
ど
が
記
さ
れ
る
文
章
を
い

う
。
た
だ
し
、
「
序
」
は
、
一
般
に
い
う
序
文
と
は
異
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
し

得
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
中
国
で
は
七
世
紀
の
初
唐
の
時
代
に
、
宴

集
で
作
ら
れ
た
漢
詩
に
冠
せ
ら
れ
る
「
詩
序
」
が
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
倣
っ
て
、
日
本
で
は
、
八
世
紀
の
奈
良
朝
で
、
詩
序
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
程
な
く
歌
会
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
序
「
和
歌
序
」
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
十
一
世
紀
半
ば
、
平
安
朝
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
邦
人
の
漢
詩
文
の
総
集
で
あ

る
『
本
朝
文
粋
』
の
「
和
歌
序
」
の
部
門
に
は
、
歌
会
の
序
に
加
え
て
、
歌
集
の
序

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

前
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
後
に
、
奈
良
朝
の
例
と
し
て
、
天
平
二
年
（
七

三
〇
）
正
月
に
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
で
梅
花
の
宴
を
催
し
、
漢
文
の
和
歌

序
と
和
歌
三
十
二
首
（
萬
葉
集
・
巻
五
）
と
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ

の
和
歌
序
は
、
偶
々
、
拙
稿
の
発
表
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
新
元
号
「
令
和
」
の
出

典
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
萬
葉
集
』
で
は
、
和
歌
の
詠
ま
れ
た
事

情
を
記
す
詞
書
（
題
詞
）
な
ど
の
散
文
は
、
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
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こ
の
和
歌
序
が
漢
文
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

和
文
（
仮
名
文
）
の
和
歌
序
は
、
平
安
朝
が
始
ま
っ
て
百
年
ほ
ど
後
に
現
れ
る
。

現
存
最
古
の
歌
集
の
序
と
し
て
「
古
今
和
歌
集
仮
名
序
」
が
あ
る
。
こ
の
序
は
、
延

喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
日
付
が
あ
り
、
紀
貫
之
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
歌
会
の
序
と
し
て
は
、
貫
之
の
手
に
成
る
、
延
喜
七
年
の
「
大
堰
川
行
幸
和
歌

序
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
序
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
散
文
と
し
て

も
最
初
期
の
例
で
あ
り
、
日
本
文
学
史
上
に
お
い
て
も
特
記
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

勿
論
、
同
時
期
に
は
大
江
千
里
「
三
月
三
日
吏
部
王
池
亭
会
十
四
首
幷
序
」
（
扶
桑

古
文
集
）
な
ど
の
漢
文
の
序
も
引
き
続
き
制
作
さ
れ
て
い
る
。
貫
之
も
、
晩
年
の
天

慶
年
間
（
九
三
八
―
九
四
七
）
に
は
自
ら
が
編
ん
だ
『
新
撰
和
歌
』
に
漢
文
の
序
（
本

朝
文
粋
）
を
冠
し
て
い
る
。
な
お
、
一
般
に
平
安
朝
の
和
歌
序
に
つ
い
て
は
、
仮
名

文
の
序
を
「
仮
名
序
」
、
漢
文
の
序
を
「
真
名
序
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
歌
会
の
序

は
「
序
題
（
代
）
」
、「
小
序
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

そ
の
後
、
政
治
情
勢
は
、
冷
泉
天
皇
の
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
藤
原
実
頼
が
関

白
と
な
り
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
な
い
後
三
条
天
皇
が

即
位
す
る
ま
で
の
百
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
摂
関
政
治
が
最
盛
期
を
迎
え

る
。
こ
の
時
期
の
和
歌
序
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
作
品
を
見
る
限
り
、
興
味
深
い

傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
歌
序
の
形
式
に
対
す
る
好
尚
は
、
こ
の
時
期
に
、

仮
名
序
か
ら
真
名
序
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

初
期
に
あ
た
る
村
上
朝
の
末
・
冷
泉
朝
か
ら
花
山
朝
に
か
け
て
（
九
六
〇
年
―
九
八
六

年
頃
）
は
、
平
安
京
六
条
坊
門
の
南
に
あ
っ
た
河
原
院
で
交
遊
し
た
歌
人
た
ち
に
よ

っ
て
、
仮
名
序
が
多
く
書
か
れ
て
お
り
、
歌
会
の
序
は
七
篇
、
歌
集
の
序
は
二
篇
を

数
え
る
（
２
）

。
作
者
で
あ
る
源
順
、
橘
正
通
な
ど
は
、
詩
序
も
残
し
て
お
り
、
漢
詩

の
序
で
あ
る
詩
序
は
漢
文
で
、
和
歌
序
は
和
文
で
書
く
と
い
う
区
別
を
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
同
じ
頃
、
紀
伝
道
を
専
門
と
す
る
菅
原
文
時
は
、
貞
元

二
年
（
九
七
七
）
の
左
大
臣
藤
原
頼
忠
邸
の
歌
会
で
、
真
名
序
を
記
し
て
い
る
。

一
条
朝
（
九
八
六
―
一
〇
一
一
）
に
お
い
て
は
、
藤
原
行
成
、
源
道
済
な
ど
が
、
真

名
序
の
み
を
残
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
現
存
の
真
名
序
は
後
一
条
朝
（
一
〇

一
六
―
一
〇
三
六
）
以
後
に
急
速
に
数
を
増
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。
ま
た
、
真

名
序
を
集
成
し
た
書
で
あ
る
『
扶
桑
古
文
集
』
と
『
本
朝
小
序
集
』
で
は
、
治
暦
年

間
（
一
〇
六
五
―
一
〇
六
九
）
以
降
の
作
品
が
多
数
を
占
め
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て

真
名
序
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
４
）

。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
和
歌
序
の
過
渡
期
と
も
い
え
る
時
代
に
、
慶
滋
為
政
が
、
他

の
和
歌
序
の
作
者
と
は
異
な
っ
て
、
真
名
序
と
仮
名
序
の
両
様
の
和
歌
序
を
残
す
こ

と
は
、
極
め
て
珍
し
く
、
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
慶
滋
為
政

慶
滋
為
政
は
、
一
条
朝
か
ら
後
一
条
朝
に
か
け
て
、
藤
原
道
長
と
そ
の
子
頼
通
と

同
じ
時
代
に
、
漢
学
者
、
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
生
前
の
評
価
に
比
し
て
、
為
政

に
つ
い
て
の
研
究
は
乏
し
い
。
専
論
と
し
て
は
、
杉
崎
重
遠
氏
「
善
滋
為
政
朝
臣
」

（
『
勅
撰
集
歌
人
伝
の
研
究

王
朝
篇
・
巻
一
』
東
都
書
籍
、
一
九
四
四
年
）
が
知
ら
れ
る
程

度
で
あ
る
。
氏
は
、
為
政
の
官
歴
を
た
ど
っ
て
、
そ
の
事
蹟
を
整
理
し
、
漢
詩
文
や

和
歌
な
ど
の
作
品
を
収
集
し
て
い
る
。
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
以
下
に

ま
と
め
る
。

慶
滋
為
政
は
、
生
歿
年
未
詳
。
加
賀
守
賀
茂
忠
行
の
孫
、
能
登
守
保
章
の
子
。
慶

滋
保
胤
の
甥
。
保
章
の
代
よ
り
、
慶
滋
（
善
滋
）
姓
を
名
乗
る
。
長
徳
四
年
（
九
九
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八
）
、
文
章
生
の
時
、
紀
伝
道
の
最
終
試
験
で
あ
る
方
略
試
に
及
第
。
大
外
記
、
式

部
少
輔
、
大
内
記
な
ど
の
文
筆
に
優
れ
た
者
が
任
じ
ら
れ
る
官
職
を
歴
任
し
、
晩
年

は
文
章
博
士
を
本
官
と
し
た
。
職
掌
と
し
て
詔
書
な
ど
の
漢
文
の
文
書
を
作
成
す
る

他
に
、
宮
中
や
摂
関
家
で
催
さ
れ
る
宴
集
に
召
さ
れ
て
漢
詩
や
詩
序
を
、
仏
事
の
際

に
は
願
文
な
ど
を
制
作
し
た
。
当
代
に
為
政
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
治
安
、

万
寿
、
長
元
と
、
三
度
続
い
て
、
勘
申
し
た
年
号
が
採
用
さ
れ
た
点
に
も
現
れ
て
い

る
。
歌
人
と
し
て
も
、
一
条
朝
の
頃
に
成
立
し
た
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
一
首
入
集
す

る
ほ
か
、
後
一
条
天
皇
大
嘗
会
の
主
基
方
屛
風
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

杉
崎
氏
は
、
為
政
の
真
名
序
が
制
作
さ
れ
た
小
一
条
院
の
遊
覧
に
つ
い
て
は
述
べ

る
も
の
の
、
序
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
真
名
序
を
収
載
す
る

『
扶
桑
古
文
集
』
が
、
一
九
六
八
年
に
翻
刻
し
て
紹
介
さ
れ
る
（
５
）

ま
で
、
一
般
に

知
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
為
政
の
和
歌
序
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
真
名
序

一
篇
と
仮
名
序
一
篇
の
合
わ
せ
て
二
篇
が
伝
存
し
て
い
る
。
為
政
の
序
に
限
ら
ず
、

平
安
朝
の
和
歌
序
の
丁
寧
な
読
解
は
、
な
お
多
く
が
こ
れ
か
ら
の
こ
と
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で
も
あ
る
。
次
章
か
ら
は
、
制
作
さ
れ
た

順
に
、
真
名
序
、
つ
づ
い
て
仮
名
序
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
小
一

条

院
の
大
堰
川
遊
覧

こ

い
ち
じ
よ
う
い
ん

（
一
）
小
一
条
院
と
藤
原
道
長

寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
九
月
十
六
日
、
小
一
条
院
が
、
平
安
京
の
西
の
郊
外
を

流
れ
る
大
堰
川
に
遊
び
、
藤
原
道
長
の
桂
の
別
荘
に
立
ち
寄
っ
た
。
遊
覧
の
詳
細
は
、

道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
（
６
）

に
詳
し
い
。

十
六
日
、
乙
亥
、
此
日
、
院
、
野

望
給
嵯
峨
野
及
大
堰
河

、
乗

舟
、
上
下

二

一

レ

有

管
絃
事

、
為
政
朝
臣
献

和
歌
題

、
紅
葉
浮

水
、
即
令

為
政
献

序
題

、

二

一

二

一

レ

三

二

一

従

舟
下
、
至

桂
家

給
、
此
晩
景
也
、
皆
乗
馬
、
於

桂
家

講

和
歌

、
経

レ

二

一

二

一

二

一

通
朝
臣
奉

仕
講
師

、〈
略
〉
、
事
了
献

馬
二
疋

、
還

院
給
、
給

余
笙
・
笛

二

一

二

一

レ

二

等

、
給

摂
政
剣

、
各
退
出
、

一

二

一

右
に
よ
る
と
、
小
一
条
院
と
道
長
ら
は
大
堰
川
で
舟
に
乗
り
、
管
絃
を
奏
し
た
。
ま

た
、
慶
滋
為
政
が
和
歌
の
題
「
紅
葉
浮

水
」
を
献
上
し
、
序
題
（
和
歌
序
）
も
為

レ

政
に
奉
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
、
舟
か
ら
下
り
馬
に
乗
っ
て
、

夕
刻
、
道
長
が
「
桂
の
家
」
と
呼
ぶ
別
荘
に
た
ど
り
着
い
た
。
桂
の
家
に
お
い
て
、

和
歌
序
と
和
歌
と
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
講
師
を
藤
原
経
通
が
つ
と
め
た
。
略
し

た
部
分
に
は
、
食
事
を
供
し
た
様
子
と
随
行
し
た
人
々
の
名
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

道
長
が
院
へ
馬
を
献
上
し
、
院
が
お
帰
り
に
な
り
、
そ
の
後
、
院
か
ら
返
礼
と
し
て

道
長
に
は
笙
や
笛
が
、
摂
政
の
頼
通
に
は
剣
が
贈
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
因
み
に
、

為
政
は
、
こ
の
後
、
九
月
二
十
四
日
の
除
目
で
、
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
（
７
）

。

大
堰
川
は
、
桂
川
の
部
分
名
で
、
嵯
峨
や
松
尾
辺
り
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
。
遊
覧
の
舞
台
と
な
っ
た
大
堰
川
の
周
辺
は
、
小
倉
山
、
嵐
山
な
ど
が
あ
り
、

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。
平
安
朝
に
お
い
て
は
、
天
皇
や
貴
族
が
し
ば
し
ば
遊
覧

し
、
多
く
の
漢
詩
文
や
和
歌
、
和
文
が
作
ら
れ
て
い
る
。

遊
覧
の
主
賓
で
あ
っ
た
、
小
一
条
院
（
九
九
四
―
一
〇
五
一
）
は
、
敦

明

親
王
（
８
）

。

あ
つ
あ
き
ら

三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
。
母
は
、
藤
原
済
時
の
娘
の
皇
后
娍
子
。
長
和
五
年
（
一
〇

一
六
）
、
三
条
天
皇
が
譲
位
し
、
後
一
条
天
皇
が
即
位
す
る
と
同
時
に
、
東
宮
（
皇

太
子
）
と
な
っ
た
。
後
一
条
天
皇
は
、
道
長
の
娘
の
中
宮
彰
子
が
生
ん
だ
一
条
天
皇
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の
皇
子
で
あ
る
。
こ
の
譲
位
に
際
し
て
、
道
長
は
、
東
宮
に
も
、
彰
子
の
生
ん
だ
敦
良

あ
つ
な
が

親
王
を
立
て
よ
う
と
し
た
が
、三
条
天
皇
の
強
い
意
向
で
敦
明
親
王
が
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
道
長
は
東
宮
に
種
々
の
圧
迫
を
加
え
、
翌
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
八

月
九
日
、
敦
明
親
王
は
東
宮
を
辞
し
た
。
同
月
二
十
五
日
、
親
王
は
、
小
一
条
院
の

院
号
を
授
け
ら
れ
、
準
太
上
天
皇
と
な
っ
た
。
年
官
年
爵
封
戸
な
ど
は
東
宮
の
時
と

同
じ
よ
う
に
遇
さ
れ
た
と
い
う
。

遊
覧
を
主
宰
し
た
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
―
一
〇
二
七
）
は
、
後
一
条
天
皇
の
即
位

に
よ
っ
て
摂
政
と
な
っ
た
が
、
寛
仁
元
年
三
月
に
は
、
そ
の
座
を
長
男
の
頼
通
に
譲

っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
、
太
政
大
臣
と
な
る
が
、
同
二
年
二
月
に
は

太
政
大
臣
を
も
辞
し
、
遊
覧
の
際
に
は
散
位
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
依
然
と
し
て
、
当

代
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。東
宮
を
辞
し
た
小
一
条
院
に
対
し
て
は
、

寛
仁
元
年
十
一
月
に
娘
の
寛
子
（
母
は
源
明
子
、
十
九
歳
）
と
の
結
婚
を
す
す
め
、

こ
の
遊
覧
の
際
に
も
丁
重
に
も
て
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
長
に
つ
い
て
、『
御

堂
関
白
記
全
註
釈
』
に
、
「
自
ら
の
権
勢
確
立
の
た
め
踏
み
台
に
し
て
き
た
人
々
を

後
に
は
厚
く
遇
す
る
の
が
道
長
と
い
う
人
間
で
あ
り
、
ま
た
深
慮
遠
謀
の
政
治
家
と

し
て
の
策
で
も
あ
っ
た
（
９
）

」
と
評
す
る
の
が
、
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
慶
滋
為
政
の
真
名
序

為
政
の
和
歌
序
は
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
の
奥
書
を
有
し
、
鎌
倉
時
代
初
期

の
書
写
と
さ
れ
る
『
扶
桑
古
文
集
』
に
収
載
さ
れ
る
（
１
０
）

。
句
ご
と
に
１
か
ら
７
の

通
し
番
号
を
附
す
。
ま
ず
翻
刻
を
示
す
が
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
傍
訓
は

元
の
ま
ま
掲
げ
、
私
に
句
読
点
と
返
り
点
を
加
え
た
。「
○
」
は
平
声
、「
●
」
は
仄

声
を
示
す
。
続
く
訓
読
文
は
私
に
作
成
し
、
上
部
の
傍
訓
に
は
必
ず
し
も
従
わ
な
か

っ
た
。
序
の
標
題
の
上
に
は
、「
小
一
条
院
」
と
小
字
の
注
記
が
あ
る
。

〈
標
題
〉
秋
日
、
臨

大
井
河

紅
葉
泛

水
、
応

令
歌
一
首
〔
幷

序
〕

為
政

二

一

レ

レ

レ

秋
日
、
大
井
河
に
臨
み
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
、
令
に
応
ふ
る
歌
一

こ
た

首
〔
序
を
幷
せ
た
り
〕

兼
秋
九
月
者
、
風
景
可

賞
、
物
華
可
翫
之
候
也
。

●

●

レ

1
是
以
仙
院
、
暫
出

蓬
丘
之
暁
雲

、
忽
臨

桂
河
之
秋
浪

。

キ
ウ

○

ノ

●

二

一

二

一

2
備

其
歓
遊

者
、
前
太
相
国
幷
摂
籙
内
相
府
也
。

二

一

3
此
外
群
卿
仙
客
済
々
而
扈
従
矣
。

始
則
艤

舴

艋

而
泝

迅
瀬

、
糸
竹

緩

調

、

サ
ク
マ
ウ
ヲ

●

ユ
ル
ク

フ
●

二

一

二

一

4
後
亦

拯

驊

騮

而
望

寒

郊

、

冠

蓋
相

従

。

ク
チ
ト
テ

ク
ワ
リ
ウ
ニ

カ
ウ
○

ク
ワ
ン
カ
イ
ア
ヒ

フ
○

二

一

二

一

便
過

相
国
之
別
業

、
不

亦

美

哉
。

マ
タ
ヒ
ナ
ラ

二

一

二

一

5
彼
水
底
之
無

繊
塵

、
碧
瑠
璃
之
光

瑩

出

、

テ
イ

○

ヘ
キ

ル

リ

ミ
カ
キ

セ
リ
●

二

一

6
嶺
面
之
経

寒
雨

、
紅
錦
繍
之
色
染

成

。

●

セ
リ
○

二

一

故
以

紅
葉
泛

水
為

題
、

二

一
レ

レ

7
便
各
献

和
歌

。
其
詞
云
、

二

一

（
訓
読
文
）

兼
秋
九
月
は
、
風
景
賞
す
べ
き
、
物
華
翫
ぶ
べ
き
候
な
り
。

1
是
を
以
て
仙
院
、
暫
く
蓬
丘
の
暁
雲
を
出
で
、

忽

ち
桂
河
の
秋
浪
に
臨
む
。

た
ち
ま

2
其
の
歓
遊
に
備
ふ
る
者
、
前
太
相
国
幷
び
に
摂
籙
内
相
府
な
り
。

せ
つ
ろ
く

3
此
の
外
群
卿
仙
客
済
々
と
し
て
扈
従
せ
り
。

始
め
則
ち
舴
艋
を

艤

し
て
迅
瀬
を

泝

り
、
糸
竹
緩
く
調
ぶ
、

さ
く
ま
う

ふ
な
よ
そ
ひ

じ
ん
ら
い

さ
か
の
ぼ

4
後
に
亦
た
驊
騮
に

拯

て
寒
郊
を
望
み
、

冠

蓋
相
ひ
従
ふ
。

く
わ
り
う

く
ち
と
り

く
わ
ん
が
い

便
ち
相
国
の
別
業
に
過
ぎ
る
、
亦
た
美
な
ら
ず
や
。

よ

5
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彼
の
水
底
の
繊
塵
無
く
、
碧
瑠
璃
の
光
瑩
き
出
せ
り
、

せ
ん
ぢ
ん

み
が

6
嶺
面
の
寒
雨
を
経
て
、
紅
錦
繍
の
色
染
め
成
せ
り
。

故
に
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
以
て
題
と
為
し
、

う

7
便
ち
各
和
歌
を
献
ず
。
其
の
詞
に
云
は
く
、

大
意
を
記
す
。〈
標
題
〉
秋
日
、
大
井
河
に
行
っ
て
、「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
の
題

で
、
仰
せ
に
こ
た
え
て
詠
ん
だ
歌
一
首
、
並
び
に
序
。

秋
三
箇
月
の
う
ち
九
月
は
、

1

風
景
を
褒
め
た
た
え
て
、
風
物
の
美
し
さ
を
愛
で
る
時
期
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に

2

仙
院
（
小
一
条
院
）
は
、
少
し
の
間
、
御
所
の

暁

の
雲
を
お
出
ま
し
に
な
り
、
す

あ
か
つ
き

ぐ
に
秋
の
浪
た
つ
桂
河
に
到
着
さ
れ
た
。

そ
の
楽
し
い
御
遊
を
と
と
の
え
た
の
は
、

3

先
の
太
政
大
臣
（
道
長
）
と
摂
政
内
大
臣
（
頼
通
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
諸
卿

や
殿
上
人
が
多
く
随
行
し
た
。

は
じ
め
は
小
舟
を
出
す
準
備
を
し
て
流
れ
の
速
い

4

瀬
を
さ
か
の
ぼ
り
、
管
絃
を
ゆ
る
や
か
に
奏
で
、
続
い
て
ま
た
良
馬
に
乗
っ
て
も
の

寂
し
い
野
原
を
な
が
め
、
大
勢
が
付
き
従
っ
た
。

ま
も
な
く
太
政
大
臣
の
別
荘
に

5

立
ち
寄
ら
れ
た
の
も
、
誠
に
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

か
の
水
底
は
わ
ず
か
な
塵

6

も
無
く
、
あ
お
あ
お
と
し
た
光
を
み
が
き
出
し
、
峰
は
冷
た
い
雨
を
経
て
、

紅

の

く
れ
な
い

錦
繍
の
色
を
染
め
成
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
も
っ
て
題

7

と
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
お
の
お
の
に
和
歌
を
詠
ま
せ
た
、
そ
の
和
歌
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

標
題
の
「
応
令
」
は
、
仰
せ
に
こ
た
え
る
、
ご
命
令
に
応
じ
て
和
歌
を
詠
む
の
意
。

太
上
天
皇
の
宴
集
に
お
け
る
序
の
標
題
は
、
通
常
は
「
応

太
上
天
皇
製

」（
菅
家

二

一

文
草
・
巻
六

）
、
「
応

太
上
皇
製

」（
菅
家
文
草
・
巻
六

）
な
ど
と
す
る
。「
応

二

一

443

449

令
」
を
用
い
る
の
は
、
皇
太
子
の
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
敦
明
親
王
の
読
書
初
め

に
お
い
て
、
大
江
匡
衡
が
書
い
た
詩
序
の
標
題
に
は
「
冬
日
、
陪

東
宮

、
聴

第

二

一

三

一
皇
孫
初
読

御
注
孝
経

、
応

令
」（
本
朝
文
粋
・
巻
九

）
と
あ
る
。
こ
の
場
合

二

一

レ

258

は
、
敦
明
親
王
の
父
、
東
宮
居
貞
親
王
（
三
条
天
皇
）
の
ご
命
令
に
応
じ
て
と
い
う
。

お
き
さ
だ

先
述
の
と
お
り
、
小
一
条
院
は
、
前
年
に
、
東
宮
を
辞
し
、
院
号
を
授
け
ら
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
標
題
の
「
応
令
」
に
は
、
小
一
条
院
の
置
か
れ
た
境
遇
が
窺
わ

れ
る
。

（
三
）
為
政
の
序
の
語
釈

「
兼
秋
」
は
秋
三
箇
月
の
意
。「
物
華
可

翫
」
は
、
風
物
の
輝
く
さ
ま
や
美
し

レ

1
さ
を
愛
で
る
こ
と
。
白
居
易
「
送

滕
庶
子
致
仕
帰

婺
州

」
（
白
氏
文
集2752

）

三

二

一

に
、
「
春
風
秋
月
歌
酒
を
携
へ
、
八
十
年
来
物
華
を
翫
ぶ
（
春
風
秋
月
携
歌
酒
、
八

十
年
来
翫
物
華
）
」
と
、
高
齢
の
滕
庶
子
が
春
風
、
秋
月
を
歌
や
酒
と
共
に
楽
し
み
、

八
十
年
来
、
そ
の
気
色
を
愛
で
て
き
た
と
あ
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

「
仙
院
」

2

は
、
一
般
に
は
上
皇
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
小
一
条
院
を
さ
す
。
「
蓬
丘
」
は
、
蓬

山
、
蓬
壺
と
同
じ
く
、
蓬
萊
山
を
い
う
。
こ
こ
で
は
院
の
御
所
を
蓬
莱
山
に
見
立
て

る
。
菅
原
輔
昭
の
詩
序
「
春
日
、
同
賦

隔

花
遙
勧

酒
、
応

太
上
皇
製

」
（
本

二

レ

一
レ

二

一

朝
文
粋
・
巻
十

）
に
、「
蓬
壺
の
雲
を
踏
む
こ
と
十
日
、
夜
飲
既
に

酣

な
り
（
踏

た
け
な
は

298

於
蓬
壺
之
雲
十
日
、
夜
飲
既
酣
）
」
と
、
上
皇
の
御
所
を
蓬
壺
と
い
う
例
が
あ
る
。「
仙

客
」
は
、
仙
人
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
公
卿
や
殿
上
人
を
そ
れ
に
擬
す
。
『
田
氏
家

集
』（
巻
上
）
の
「
聴

左
将
軍
弾

琴
」（

）
で
は
、「
紫
微
の
仙
客
雲
空
に
住
む
、

し

び

う
ん
く
う

二

一
レ

25

壁
を
隔
て
て
琴
を
鳴
ら
す
半
夜
の
風
（
紫
微
仙
客
住
雲
空
、
隔
壁
鳴
琴
半
夜
風
）
」

と
、
内
裏
（
紫
微
）
で
琴
を
弾
じ
る
左
将
軍
と
同
室
の
人
々
を
仙
人
に
擬
し
て
用
い

る
。「
済
々
」
は
、
人
の
多
い
さ
ま
。

は
、
『
御
堂
関
白
記
』
に
「
従

舟
下
、
至

桂
家

給
、
此
晩
景
也
、
皆
乗
馬
」

レ

二

一

4
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と
い
う
こ
と
に
照
応
す
る
。「
舴
艋
」
は
、
小
舟
の
こ
と
。「
驊
騮
」
は
、
良
馬
の
名
。

「
冠
蓋
」
は
、
冠
と
車
の
覆
い
。
こ
こ
は
、
遊
覧
に
随
行
し
た
人
々
を
い
う
。

「
別

5

業
」
は
、
別
荘
。
「
不
亦
美
哉
」
は
、
『
後
漢
書
』
（
朱
楽
何
列
伝
第
三
十
二
）
の
朱

穆
「
崇
厚
論
」
に
「
故
に
能
く
英
声
を
百
世
に
振
ひ
、
不
滅
の
遺
風
を
播
く
、
亦
た

し

美
な
ら
ず
や
（
故
能
振
英
声
於
百
世
、
播
不
滅
之
遺
風
、
不
亦
美
哉
）
」
と
、（
人
の

過
失
を
補
い
助
け
た
た
め
に
）
よ
い
評
判
を
百
代
の
後
ま
で
伝
え
、
永
久
に
名
誉
を

残
し
た
こ
と
は
、
誠
に
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
例
が
あ
る
。
小
一
条
院
が

道
長
の
別
荘
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
、
過
分
と
も
思
え
る
表
現
で
誉
め
称
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。

序

に
は
、
歌
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
に
関
わ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
碧
瑠

う

6

璃
」
は
、
碧
色
の
瑠
璃
の
よ
う
に
水
の
青
々
と
し
て
清
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。
白
居

易
「
泛

太
湖

書

事
寄

微
之

」（2443

）
の
「

黄

夾
纈
の
林
は
寒
く
し
て
葉
有

く
わ
う
け
ふ
け
つ

二

一

レ

二

一

り
、
碧
琉
璃
の
水
は
浄
く
し
て
風
無
し
（
黄
夾
纈
林
寒
有
葉
、
碧
琉
璃
水
浄
無
風
）
」

き
よ

は
、
黄
色
の
絞
り
染
め
の
よ
う
な
林
は
寒
い
中
に
あ
っ
て
も
未
だ
葉
が
有
り
、
碧
色

の
瑠
璃
の
よ
う
な
水
は
清
ら
か
で
水
面
を
波
立
た
せ
る
風
も
無
い
と
、
為
政
の
序
と

同
じ
く
、
紅
葉
し
た
葉
と
碧
瑠
璃
の
よ
う
な
水
と
を
対
に
す
る
例
で
あ
る
。
「
彼
水

底
之
無

繊
塵

」
は
、
宇
多
上
皇
の
行
幸
で
制
作
さ
れ
た
紀
貫
之
「
大
堰
川
行
幸
和

二

一

歌
序
」
の
「
な
が
る
る
水
ぞ
、
そ
こ
に
に
ご
れ
る
塵
な
く
て
（
１
１
）

」
の
部
分
を
典
故

ゝ

と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
嶺
面
」
は
、
山
の
見
え
て
い
る
側
。「
嶺
背
」
の
反
対
。

長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
の
為
政
の
詩
句
に
「
潭
心
に
月
映
え
て
金
波

漲

る
、
嶺
面

た
ん
し
ん

み
な
ぎ

に
雲
開
い
て
翠
黛
繊
し
（
潭
心
月
映
金
波
漲
、
嶺
面
雲
開
翠
黛
繊
）
」
（
「
晴
後
山
川

す
い
た
い
ほ
そ

清
」
『
類
聚
句
題
抄
』

）
と
、
潭
心
す
な
わ
ち
川
の
淵
の
中
心
と
対
に
し
て
用
い

340

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
序

で
は
、
歌
題
と
は
異
な
り
、
水
に
泛
か
ぶ
紅
葉
で
は
な
く
、

6

峰
の
紅
葉
を
描
い
て
い
る
。
な
お
、
紅
葉
を
錦
に
譬
え
る
和
歌
は
、
萬
葉
集
以
来
例

が
あ
り
、
平
安
朝
で
も
「
霜
の
た
て
露
の
ぬ
き
こ
そ
よ
わ
か
ら
し
山
の
錦
の
織
れ
ば

か
つ
散
る
」
（
古
今
集
・
巻
五
秋
下

・
題
し
ら
ず
・
藤
原
関
雄
）
な
ど
と
数
多
く

291

詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雨
が
紅
葉
を
染
め
る
表
現
も
「
君
が
さ
す
み
か
さ
の
山
の

も
み
ぢ
葉
の
色
神
無
月
し
ぐ
れ
の
雨
の
染
め
る
な
り
け
り
」
（
古
今
集
・
巻
十
九
雑

ば

体
・
旋
頭
歌1010

・
題
し
ら
ず
・
紀
貫
之
）
と
和
歌
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
為
政
の
序
は
、
平
安
朝
で
た
い
へ
ん
好
ま
れ
た
白
居
易
の
詩
句

に
見
ら
れ
る
表
現
を
多
く
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
難
解
な
語
は
少
な
く
、
先
行
す
る

和
歌
序
や
和
歌
の
表
現
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
遊
覧
に
参
加
し
た
人
々
に
は
、
目
新

し
さ
は
な
い
も
の
の
、分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
作
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
行
幸
の
主
賓
で
あ
る
小
一
条
院
の
立
場
を
考
慮
し
て
、「
仙
院
」
や
「
蓬
丘
」

と
い
っ
た
上
皇
を
表
現
す
る
用
語
や
、
宇
多
上
皇
の
元
で
作
ら
れ
た
貫
之
の
序
を
典

故
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
標
題
は
「
応
令
」
と
し
て
、
序

に
主
宰

3

者
道
長
、
頼
通
を
登
場
さ
せ
、
序

で
道
長
の
別
荘
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主

5

宰
者
へ
の
心
遣
い
も
怠
っ
て
は
い
な
い
。
為
政
の
序
は
、
小
品
な
が
ら
遊
覧
の
一
日

の
出
来
事
を
緻
密
に
ま
と
め
て
、
表
現
の
細
部
に
ま
で
気
配
り
の
行
き
届
い
た
序
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
四
）
同
日
の
和
歌

小
一
条
院
の
大
堰
川
遊
覧
に
随
行
し
た
人
々
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
の
先
の
引
用

で
省
略
し
た
箇
所
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

候
人
々
摂
政
、
中
宮
大
夫
、
按
察
大
納
言
、
四
条
大
納
言
、
左
大
将
、
左
衛
門

督
、
中
宮
権
大
夫
、
右
衛
門
督
、
二
位
宰
相
、
左
大
弁
、
修
理
大
夫
、
右
大
弁
、
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侍
従
宰
相
等
、

順
に
、
藤
原
頼
通
、
同
道
綱
、
同
斉
信
、
同
公
任
、
同
教
通
、
同
頼
宗
、
源
経
房
、

藤
原
実
成
、
同
兼
隆
、
源
道
方
、
藤
原
通
任
、
同
朝
経
、
同
資
平
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
１
２
）

。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
の
題
で
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
和
歌
は
、
管
見
で
は
、
三
首
、
残
っ
て
い
る
。

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
巻
二
十
雑
六
・
誹
諧
歌
）
に
は
、
左
衛
門
督
藤
原
頼
宗
の

和
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
頼
宗
は
、
前
年
に
院
と
結
婚
し
た
寛
子
の
同
母
の
兄
で
、

道
長
の
次
男
で
あ
る
。

小
一
条
院
、
入
道
前
太
政
大
臣
の
桂
な
る
と
こ
ろ
に
て
歌
よ
ま
せ
た
ま
ひ

け
る
に
紅
葉
を
よ
み
侍
け
る

堀
川
右
大
臣

1206

も
み
ぢ
葉
は
錦
と
見
ゆ
と
聞
き
し
か
ど
目
も
あ
や
に
こ
そ
今
日
は
散
り
ぬ
れ

ば

一
首
は
、
紅
葉
は
錦
の
よ
う
に
見
え
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
錦
で
は
な
く
て
綾
と
見

ま
ご
う
ほ
ど
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
今
日
は
散
っ
て
い
る
よ
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

頼
宗
の
家
集
『
入
道
右
大
臣
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
「
頼
宗
」・
底
本
は
尊
経
閣
文

庫
蔵
本
）
の
詞
書
は
「
小
一
条
院
、
故
殿
、
か
つ
ら

に

と
の
に
ゐ
て
た
て
ま
つ
り

（
マ
マ
）

た
ま
へ
り
し
に
、
紅
葉
」
と
あ
る
。「
故
殿
」
は
道
長
、
衍
字
が
あ
る
箇
所
は
「
桂

殿

か
つ
ら
ど
の

に
ゐ
て
」
か
。
人
物
と
場
所
と
は
、
序
が
書
か
れ
た
遊
覧
と
一
致
し
て
い
る
。
後
拾

遺
集
、
家
集
が
共
に
、
「
紅
葉
」
と
の
み
あ
る
点
が
気
が
か
り
で
は
あ
る
（
１
３
）

。
し

か
し
、
題
の
「
水
に
泛
か
ぶ
」
と
い
う
部
分
の
要
素
は
、
「
あ
や
」
に
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
「
水
の
あ
や
に
紅
葉
の
錦
か
さ
ね
つ
つ
河
瀬
に

浪
の
た
た
ぬ
日
ぞ
な
き
」
（
拾
遺
集
・
巻
三
秋

・
大
井
河
に
紅
葉
の
流
る
る
を
見

197

て
・
健
守
法
師
）
と
い
う
歌
が
あ
り
、
頼
宗
の
歌
も
、
水
に
う
か
ぶ
紅
葉
を
錦
か
綾

織
物
の
よ
う
に
詠
う
点
が
眼
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
為
政
の
序

に
も
「
紅
錦

6

繍
」
の
語
が
見
え
、
頼
宗
の
歌
は
、
こ
の
遊
覧
の
際
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

鎌
倉
中
期
の
私
撰
集
『
万
代
和
歌
集
』（
巻
五
秋
下
）
に
、
按
察
大
納
言
藤
原
斉
信

た
だ
の
ぶ

の
一
首
が
見
え
る
。

小
一
条
院
大
井
河
に
お
は
し
ま
し
て
侍
り
け
る
時
、
紅
葉
浮
水
と
い
ふ
こ

と
を

民
部
卿
斉
信

1251

秋
深
く
な
り
ゆ
く
時
は
大
堰
川
波
の
花
さ
へ
紅
葉
し
に
け
り

あ
き
ふ
か

と
き

お
ほ

ゐ

が
は
な
み

は
な

も

み

ぢ

な
お
、
斉
信
が
民
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
遊
覧
の
後
、
万
寿
五
年
（
一
〇
二
八
）

の
こ
と
で
あ
る
。
一
首
は
、
秋
が
深
く
な
っ
て
ゆ
く
時
は
、
大
堰
川
の
波
の
花
ま
で

も
紅
く
色
づ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
、
と
詠
う
。
右
の
歌
は
、『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
巻

五
秋
下

）
に
も
入
集
す
る
。
斉
信
の
歌
は
、
「
草
も
木
も
色
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ

542

う
み
の
浪
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
」
（
古
今
集
・
巻
五
秋
下

・
是
貞
親
王
家
の

250

歌
合
の
歌
・
文
屋
康
秀
）
と
、
秋
に
な
っ
て
も
波
の
白
い
花
は
色
が
変
わ
ら
な
い
と

詠
う
歌
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
斉
信
が
、
康
秀
の
歌
と
逆
に
、
そ
の
波
の
花
で
さ
え
も

色
づ
く
と
詠
う
に
際
し
て
は
、
「
木
の
葉
ち
る
浦
に
浪
た
つ
秋
な
れ
ば
紅
葉
に
花
も

こ

は

も

み

ぢ

咲
き
ま
が
ひ
け
り
」
（
後
撰
集
・
巻
七
秋
下

・
題
し
ら
ず
・
藤
原
興
風
）
と
、
紅

418

葉
が
散
る
浦
で
は
波
の
花
も
紅
葉
に
見
間
違
う
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
と
い
う
歌
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
首
は
、
真
観
撰
と
さ
れ
る
『
秋
風
和
歌
集
』
（
巻
六
秋
下
）
に
見
え
る
。

小
一
条
院
大
井
河
に
お
は
し
ま
し
て
、
紅
葉
浮
水
と
い
ふ
こ
と
を
人
人
よ

み
は
べ
り
け
る
に

治
部
卿
経
通

つ
ね
み
ち

流
れ
く
る
紅
葉
を
見
れ
ば
大
井
河
秋
こ
そ
深
く
成
り
に
け
ら
し
も

な
が

も

み

ぢ

ふ
か

431
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流
れ
て
く
る
紅
葉
を
見
る
と
大
堰
川
も
秋
が
深
く
な
っ
た
こ
と
だ
な
あ
、
と
詠
う
。

題
を
平
易
に
詠
む
。
作
者
の
藤
原
経
通
は
、
先
の
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ
る
と
、
和

歌
を
朗
詠
す
る
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
右
の
歌
は
、『
別
本
和
漢
兼
作
集
』（

）
40

に
も
収
め
ら
れ
る
。
斉
信
の
歌
と
は
、
「
秋
深
し
」
と
詠
う
点
が
共
通
す
る
。

以
上
、
三
首
を
見
る
と
、
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
、
遊
覧
で
目
に
し
た
景
色

と
捉
え
て
、
和
歌
に
詠
む
点
が
共
通
し
て
い
る
。
頼
宗
の
和
歌
は
「
今
日
」
と
あ
っ

て
、
遊
覧
の
日
だ
か
ら
こ
そ
と
い
う
祝
意
も
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

為
政
の
序
の
よ
う
に
、
小
一
条
院
や
道
長
に
対
し
て
特
別
に
配
慮
し
た
表
現
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

三
、
高
陽
院
行
幸
の
後
宴
の
和
歌
序

か

や
の
い
ん

（
一
）
高
陽
院
行
幸

続
い
て
、
為
政
の
作
っ
た
仮
名
序
を
見
て
ゆ
く
。
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
九
月
、

関
白
藤
原
頼
通
が
、
邸
宅
の
高
陽
院
に
お
い
て
駒

競

を
行
い
、
後
一
条
天
皇
の
行

こ
ま
く
ら
べ

幸
が
あ
っ
た
。
そ
の
有
様
は
、『
栄
花
物
語
』（
巻
二
十
三
）「
駒

競

の
行
幸
の
巻
」

こ
ま
く
ら
べ

ま
き

や
『
小
右
記
』
な
ど
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
ま
ず
、
同
月
十
四
日
、
天
皇
の
母
で
、

頼
通
の
姉
で
あ
る
太
皇
太
后
藤
原
彰
子
が
高
陽
院
に
行
啓
し
た
。
十
九
日
の
駒
競
当

日
に
は
、
巳
の
刻
（
午
前
十
時
頃
）
に
天
皇
が
高
陽
院
に
行
幸
し
、
続
い
て
東
宮
（
皇

太
弟
の
敦
良
親
王
）
も
到
着
し
た
。
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
、
出
家
し
て
い
た
藤

原
道
長
は
、
馬
場
殿
と
さ
れ
た
東
の
対
の
北
寄
り
の
文
殿
に
居
て
、
僧
を
多
く
従
え

て
い
た
と
い
う
。
競
馬
は
十
番
勝
負
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
饗
宴
や
管
絃
な
ど
の
催

し
が
済
ん
で
天
皇
が
内
裏
に
戻
っ
た
の
は
、
『
小
右
記
』
に
よ
れ
ば
、
丑
一
刻
か
子

の
終
わ
り
（
午
前
一
時
頃
）
で
あ
っ
た
。

（
二
）
慶
滋
為
政
の
仮
名
序

翌
日
二
十
日
に
は
、
さ
ら
に
後
宴
が
催
さ
れ
た
。
頼
通
が
彰
子
の
元
に
参
上
し
、

催
し
を
書
き
留
め
な
け
れ
ば
残
念
だ
と
い
う
こ
と
で
、
慶
滋
為
政
が
召
さ
れ
た
様
子

が
、『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
て
い
る
（
１
４
）

。

夜
更
く
る
ま
ま
に
、
月
お
も
し
ろ
く
曇
り
な
く
て
照
り
わ
た
り
た
る
に
、「
昨
日

ふ

ゝ

を

ゝ
も

ゝ

き

の

ふ

（
の
）
事
、
た
だ
心
地
に
の
み
思
ひ
て
、
書
き
留
め
ず
は
、
口
惜
し
か
る
べ
し
。

ゝ

ち

お
も

か

と
ゞ

く
ち

を

為
政
ば
か
り
ぞ
仕
ま
つ
ら
ん
」
と
、
殿
仰
せ
た
び
て
、
御
前
に
召
し
出
で
て
書

た
め
ま
さ

つ
か

お
ほ

ま
へ

め

い

ゝ

か

か
せ
給
へ
ば
、
書
き
仕
ま
つ
れ
り
。

か

つ
か

こ
の
時
に
、
為
政
が
書
い
た
仮
名
序
と
和
歌
、
頼
通
以
下
十
六
人
の
各
一
首
ず
つ
の

和
歌
は
、
『
栄
花
物
語
』
お
よ
び
歌
会
資
料
「
殿
宴
和
歌
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
仮
名
序
を
集
成
し
た
書
に
、
序
の
み
が
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
三
原

ま
き
は
氏
は
、
こ
れ
ら
の
『
栄
花
物
語
』
、
歌
会
資
料
、
仮
名
序
を
集
成
し
た
書
の

三
系
統
の
伝
本
を
整
理
し
、
こ
の
序
を
検
討
す
る
際
は
三
系
統
の
本
文
を
比
較
す
べ

き
と
述
べ
て
い
る
（
１
５
）

。
こ
こ
で
は
、
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
、
「
殿
宴
和
歌
」
の
本

文
を
底
本
と
し
、
残
る
二
系
統
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
伝
本
で
校
訂
し
た
本
文
を
示

す
（
１
６
）

。
内
容
か
ら
①
～
③
段
に
分
け
、
対
句
に
類
す
る
文
ご
と
に
区
切
っ
て

～
1

の
番
号
を
附
す
。

13〈
標
題
〉
高
陽
院
殿
に
て
、「
岸
の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
へ
る

和

歌
の
序

為
政

き
し

き
く
ひ
さ

に
ほ

や
ま
と
う
た

①
大
中
宮
、

お
ほ

1
天

下
に
三
笠
山
と
い
た
だ
か
れ
給
（
ひ
）
、

あ
め
の
し
た

み

か
さ
や
ま

ゝ
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日
本
の

帚

木
と
立
ち
栄
え
お
は
し
ま
し
、

ひ
の
も
と

は
ゝ
き

ゞ

た

さ
か

へ

行
く
末
も
頼
も
し
き
事
、
大
原
の
千
年
の
松
風
の
声
吹
（
き
）
た
つ
、

ゆ

す
ゑ

た
の

お
ほ
は
ら

か
ぜ

こ
ゑ

2
朝
夕
に

喜

ば
し
き
事
、

有

栖
川
一
た
び
澄
め
る
水
の
色
の
ど
け
き
世
に
し
、

よ
ろ
こ

＊
あ
り

す

が
は
ひ
と

す

＊

お
ぼ
え
し
て

政

を
つ
み
、
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
、
左

大

臣

、

ま
つ
り
ご
と

を

の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み

3
妹
背
の
山
を
へ
だ
て
ぬ
御
仲
ら
ひ
な
り
、

い
も

せ

や
ま

な
か

②
こ
こ
に
百
敷
の
東
い
く
ば
く
も
去
ら
ざ
る
ほ
ど
に
、

古

よ
り
優
れ
た
る

所

に
、

ゝ

も
ゝ
し
き

さ

い
に
し
へ

す
ぐ

と
こ
ろ

4
新

し
く
花
の

甍

を
造
り
つ
づ
け
、
玉
の

台

を
磨
き
な
し
て
、

あ
た
ら

い
ら
か

つ
く

ゝ

た
ま

う
て
な

み
が

5
由
あ
る
草
木
を
堀
り
植
ゑ
、
角
あ
る

巌

石
を
立
て
並
べ
て
、

よ
し

ほ

う

へ

か
ど

＊
い
は
ほ
い
し

た

な

万
代
を
呼
ば
ふ
べ
き
山
を
畳
み
、
四
方
の
海
を

心

に
任
せ
給
へ
る
、

よ

や
ま

た
ゝ

よ

も

う
み

こ
ゝ
ろ

ま
か

た
ま

6
池
の
水
を
も
御
覧
ぜ
さ
せ
給
は
ん
と
、

ら
ん

た
ま

中
宮
、
長
月
の

十

日
四
日
、
あ
か
ら
さ
ま
に
渡
ら
せ
給
ふ
ゆ
ゑ
に
、

な
が
つ
き

＊
と
う

か

よ

か

＊

わ
た

た
ま

＊

7
わ
が
天
皇
も
行
幸
せ
さ
せ
給
へ
る
、

す
べ
ら
ぎ

み

ゆ

き

た
ま

ひ
ね
も
す
に
御
遊
び
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
明
く
る
今
日
は

心

の
ど
か
に
、

あ
そ

た
ま

あ

け

ふ

こ
ゝ
ろ

8
秋
の
空
も
曇
り
な
く
、
夜
半
の
月
か
げ
も
隈
な
く
て
、

あ
き

そ
ら

く
も

く
ま

9
御
前
に
あ
ま
た
の
上
達
部
、
雲
の
上
人
ま
ゐ
り
集
ひ
た
び
て
、

ま
へ

う
へ

い

つ
ど

「
岸
の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
ふ
事
を
題
に
て
、
和

歌
を

奉

ら
し
め
給
（
ふ
）
、

き
し

き
く
ひ
さ

に
ほ

だ
い

や
ま
と
う
た

た
て
ま
つ

10③
今
日
の
有
様
を
記
さ
ん
、
為
政
な
め
り
と
仰
せ
言
あ
り
け
り
、

け

ふ

あ
り
さ
ま

し
る

た
め
ま
さ

お
ほ

事

11
詞

の

林

も
老
木
に
な
り
て
、
花
の
思
ひ
を
忘
れ
に
た
り
、

こ
と
ば

は
や
し

お
も

わ
す

12
言

の

泉

も
浅
く
な
り
ゆ
く
に
、
人
並
な
ら
ぬ
水
屑
を
哀
に
き
こ
し
め
し
て
、

＊
こ
と
ば

い
づ
み

あ
さ

な
み

み

く
づ

あ
ら
た
ま
の
年
立
ち
返
ら
ん
春
の

県

召
に
漏
ら
さ
れ
ず
、

と
し

た

か
へ

は
る

あ
が
た
め
し

も

13
数

へ
さ
せ
給
へ
と
、
爾
申
す

か
ず
ま

た
ま

し
か
ま
う

〈
和
歌
〉

緑

な
る
松
の

齢

を

争

ふ
は

汀

に
薫
ふ
白
菊
の
花

み
ど
り

ま
つ

よ
は
ひ

あ
ら
そ

み
ぎ
は

ゝ
ほ

し
ら
ぎ
く

序
の
内
容
は
、
①
で
、
後
宴
の
主
賓
で
あ
る
彰
子
と
主
宰
者
で
あ
る
頼
通
と
を
誉

め
称
え
、
二
人
が
姉
と
弟
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
②
で
は
、
高
陽
院
の
有
様
を

述
べ
、
後
宴
に
至
る
経
緯
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
彰
子
に
引
き
続
き
、
昨
日
は
天
皇

が
行
幸
さ
れ
て
終
日
催
し
が
あ
り
、そ
の
翌
日
で
あ
る
今
日
も
公
卿
た
ち
が
集
い
「
岸き

し

の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
う
題
で
、
和
歌
を
詠
ま
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
③
で
は
、
為

き
く
ひ
さ

に
ほ

政
の
謙
遜
と
国
司
へ
の
任
官
を
請
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
序
が
結
ば
れ
て
い
る
。
行
幸

当
時
、
為
政
の
官
職
は
、
文
章
博
士
の
み
で
兼
官
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、

①
「
世
に
し
、
お
ぼ
え
し
て
」
の
前
後
は
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
三
系
統
で
本
文

が
大
き
く
異
な
る
（
１
７
）

た
め
、「
殿
宴
和
歌
」
の
ま
ま
示
し
た
。
ま
た
、「
殿
宴
和
歌
」

に
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
藤
原
定
家
が
書
写
し
た
際
の
元
奥
書
「
…
…
殿

宴
和
歌
幷
序
波
、
文

生

博
士
名
誉
之
筆
跡
之
序
也
、
今
日
半
日
依
有
暇
之
、
為
後

（
章
）

代
令
書
写
之
了
」
が
あ
る
。
定
家
は
、
為
政
の
序
を
名
高
い
書
き
ぶ
り
の
序
で
あ
る

と
評
価
し
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
作
品
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

序
に
続
い
て
詠
ま
れ
る
和
歌
は
、
序

に
見
え
る
長
寿
を
表
す
松
と
、
題
の
菊
と

2

を
合
わ
せ
て
、
常
緑
の
松
と
千
年
も
の
永
遠
の
寿
命
を
競
う
の
は
、
池
の
汀
に
美
し

く
咲
き
ほ
こ
る
白
菊
の
花
で
あ
る
と
詠
う
。
序
①
と
照
合
す
る
と
、
松
を
頼
通
に
、

菊
を
彰
子
に
擬
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
仮
名
序
の
文
体
・
表
現

為
政
の
仮
名
序
の
文
体
は
、
紀
貫
之
の
創
始
し
た
文
体
を
継
承
し
て
い
る
。
貫
之

の
文
体
に
つ
い
て
は
、
小
沢
正
夫
氏
（
１
８
）

が
、
次
の
四
点
の
特
色
を
指
摘
す
る
。
第
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一
は
「
長
歌
の
手
法
を
学
ん
で
い
る
」
。
第
二
は
「
序
詞
・
枕
詞
・
懸
け
詞
を
和
歌

の
修
辞
法
か
ら
学
ん
で
い
る
」
。
第
三
に
「
漢
文
と
し
て
四
六
文
、
中
国
文
学
の
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
序
の
形
式
に
学
ん
で
い
る
」
。
第
四
に
は
「
漢
文
訓
読
文
の
語
彙
・

語
法
が
混
っ
て
い
る
」。

為
政
の
表
現
に
は
、
漢
文
の
故
事
、
訓
読
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
題
の
「
岸
の
菊
久

き
し

き
く
ひ
さ

し
く
薫
ふ
」
は
、『
芸
文
類
聚
』「
菊
」
な
ど
に
見
え
る
、
川
岸
の
菊
か
ら
滴
り
落
ち

に
ほ

る
水
を
飲
ん
だ
者
が
長
生
き
し
た
と
い
う
甘
谷
の
故
事
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
時
節
と

場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
題
と
し
て
選
ば
れ
た
題
で
あ
ろ
う
。
や
や
後
の
例
と
思
わ
れ
る

が
、『
本
朝
続
文
粋
』（
巻
十
）
の
藤
原
国
成
の
詩
序
の
題
「
菊
開
水
岸
香
」
も
似
た

趣
向
の
題
で
あ
る
。

「

有

栖
川
一
た
び
澄
め
る
水
の
色
」
は
、
『
初
学
記
』
（
巻

＊
あ
り

す

が
は
ひ
と

す

＊

2

六
地
部
中
・
河
第
三
・
事
対
）
な
ど
に
引
か
れ
る
、
聖
人
が
生
ま
れ
る
瑞
祥
と
し
て

黄
河
が
清
む
と
あ
る
故
事
を
ふ
ま
え
る
。

「
万
代
を
呼
ば
ふ
べ
き
山
を
畳
み
」
は
、

よ

や
ま

た
ゝ

6

『
漢
書
』
（
巻
二
十
五
上
）
な
ど
に
見
え
る
、
武
帝
が
山
で
万
歳
を
言
う
声
を
聞
い

た
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
故
事
は
、
永
観
三
年
（
九
八

五
）
二
月
十
三
日
、
円
融
院
が
紫
野
へ
御
幸
さ
れ
た
時
に
、
平
兼
盛
が
献
じ
た
和
歌

序
に
「
岸
の
く
ろ
水
色
清
う
澄
み
、
山
の
声
高
う
よ
ば
ふ
」
（
兼
盛
集

・
紫
野
の

き
し

み
づ
い
ろ
き
よ

す

こ
ゑ
た
か

1

序
）（
１
９
）

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
花
の

甍

」
「
玉
の

台

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
華
甍
」「
玉
台
」
の
訓
読
語
で
あ

い
ら
か

た
ま

う
て
な

か

ぼ
う

5
る
（
２
０
）

。

「

詞

の

林

」
「

言

の

泉

」
は
、
先
行
す
る
和
歌
真
名
序
の
漢
語
を

こ
と
ば

は
や
し

＊
こ
と
ば

い
づ
み

12

訓
読
す
る
。「

詞

の

林

」
は
、
詩
文
の
集
ま
り
を
林
に
見
立
て
た
語
で
、「
古
今
集

こ
と
ば

は
や
し

真
名
序
」
の
冒
頭
「
夫
和
歌
者
、
託

其
根
於
心
地

、
発

其
華
於
詞
林

者
也
」
と

二

一

二

一

見
え
る
。「

言

の

泉

」
は
、
言
葉
が
わ
き
出
る
こ
と
を
泉
に
喩
え
た
語
で
、
紀
貫

＊
こ
と
ば

い
づ
み

之
「
新
撰
和
歌
序
」
に
、「
潤

艶
流
於
言
泉

」
と
あ
る
。
後
藤
昭
雄
氏
は
、
「
和
歌

二

一

真
名
序
の
措
辞
、
用
語
は
「
古
今
集
真
名
序
」
の
圧
倒
的
な
影
響
の
も
と
に
あ
る
」

と
す
る
。
為
政
の
序
は
、
仮
名
序
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
古
今
集
真
名
序
」
の

影
響
を
受
け
て
い
る
ば
か
り
か
、「
新
撰
和
歌
序
」
か
ら
も
用
語
を
摂
取
し
て
い
る
。

四
、
お
わ
り
に
―
慶
滋
為
政
の
和
歌
序
の
特
質

以
上
見
て
き
た
和
歌
序
二
篇
を
比
べ
て
、
先
ず
気
づ
く
こ
と
は
、
漢
文
と
和
文
の

差
を
超
え
て
、
同
じ
よ
う
な
性
質
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
目
の
性
質
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
、「
岸
の
菊
久

う

き
し

き
く
ひ
さ

し
く
薫
ふ
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
を
す
る
箇
所
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
紀
貫
之
「
大

に
ほ

堰
川
行
幸
和
歌
序
」
や
、
村
上
朝
か
ら
花
山
朝
に
か
け
て
書
か
れ
た
序
の
多
く
で
は
、

当
日
の
風
景
や
歌
会
の
模
様
が
、
歌
題
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
描
写
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

の
序
の
構
成
は
、
当
時
の
詩
序
の
構
成
に
倣
っ
て
お
り
、
内
容
か
ら
見
て
三
段
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
段
は
歌
会
の
概
要
、
第
二
段
は
当
日
の
風
景
や
歌
会
の
模
様
の
描

写
、
第
三
段
は
歌
を
披
講
す
る
時
の
到
来
・
作
者
の
謙
遜
の
辞
な
ど
の
結
び
、
と
い

う
内
容
を
有
す
る
（
２
１
）

。
歌
題
が
あ
る
場
合
、
第
二
段
で
、
歌
題
を
敷
衍
し
た
表
現

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

為
政
の
真
名
序
は
、

か
ら

ま
で
で
歌
会
の
概
要
を
述
べ
、

か
ら

ま
で
が

1

3

4

6

当
日
の
風
景
・
歌
会
の
模
様
を
描
写
し
、

で
歌
題
を
記
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。
こ

7

の
う
ち
、

「
彼
の
水
底
の
繊
塵
無
く
、
碧
瑠
璃
の
光
瑩
き
出
せ
り
、
嶺
面
の
寒
雨

せ
ん
ぢ
ん

み
が

6

を
経
て
、
紅
錦
繍
の
色
染
め
成
せ
り
」
の
み
が
、
歌
題
に
関
わ
る
箇
所
だ
が
、
先
述

の
と
お
り
、
歌
題
と
は
異
な
っ
て
峰
の
紅
葉
を
描
く
。
ま
た
、
仮
名
序
は
、

の
高

6

陽
院
の
池
を
描
写
す
る
箇
所
が
題
の
「
岸
」
に
関
わ
る
も
の
の
、
「
菊
」
に
つ
い
て
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は
、
序
で
は
題
を
除
い
て
登
場
し
て
い
な
い
。

歌
題
を
敷
衍
し
な
い
代
わ
り
に
、
前
代
の
和
歌
序
と
比
べ
て
増
え
て
い
る
の
は
、

歌
会
の
主
賓
と
主
宰
者
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
共
通
す
る
性

質
と
言
え
よ
う
。
前
代
ま
で
の
序
で
は
、
第
一
段
で
歌
会
の
主
宰
者
の
み
が
描
か
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
平
兼
盛
の
序
で
は
、
主
宰
者
の
円
融
院
に
つ
い
て
「

我

君

、
昔

（
わ
が
き
み
）

む
か
し

こ
ろ
、
民
を
恵
み
、
国
を
治
め
お
は
し
ま
す
こ
と
数
多
う
て
」
（
紫
野
の
序
）
と
記

め
ぐ

く
に

お
さ

か
ず
お
ほ

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
為
政
の
真
名
序

で
は
主
賓
の
「
仙
院
」
小
一
条
院
の
こ
と

2

を
描
き
、

に
は
「
前
太
相
国
幷
び
に
摂
籙
内
相
府
」
と
遊
覧
の
主
宰
者
で
あ
っ
た

せ
つ
ろ
く

3

道
長
、
頼
通
の
こ
と
を
述
べ
る
。
仮
名
序
で
も
同
じ
よ
う
に
、
冒
頭
に
主
賓
の
「
大お

ほ

中
宮
」
彰
子
が
、

に
は
主
宰
者
の
「
左

大

臣

」
頼
通
が
登
場
し
て
い
る
。

の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み

3

こ
の
よ
う
な
主
賓
に
つ
い
て
の
描
写
が
増
え
た
理
由
は
、
ひ
と
ま
ず
、
遊
覧
や
歌

会
に
お
い
て
、
主
宰
者
と
は
別
に
、
主
賓
と
な
る
人
物
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
為
政
の
序
の
場
合
は
、
天
皇
側
が
主
賓
、
藤
原
氏
の
方
が
主
宰
者

に
な
っ
て
お
り
、
摂
関
期
の
政
治
形
態
が
、
歌
会
の
在
り
方
に
投
影
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
和
歌
序
の
執
筆
は
、
歌
会
の
主
宰
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
為
政
の
仮
名
序
は
、
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
、
頼
通
の
命
に
よ

っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
執
筆
者
と
し
て
は
、
下
命
す
る
主
宰
者
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
為
政
の
真
名
序
に
は
、
主
賓
の
小
一
条

院
よ
り
、
主
宰
者
の
道
長
の
存
在
が
鮮
明
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
為
政
の
仮
名
序
で
は
、
序
の
末
尾
の
謙
遜
の
辞
が
、
任
官
を
願
う

申

文

も
う
し
ぶ
み

に
近
い
、
具
体
的
な
要
望
に
な
っ
て
い
る
。

「
あ
ら
た
ま
の
年
立
ち
返
ら
ん
春
の

と
し

た

か
へ

は
る

13

県

召
に
漏
ら
さ
れ
ず
、

数

へ
さ
せ
給
へ
と
、
爾
申
す
」
と
、
翌
年
の
春
の
地
方
官

あ
が
た
め
し

も

か
ず
ま

た
ま

し
か
ま
う

を
任
命
す
る
県
召
の
除
目
に
お
い
て
、
新
た
な
官
職
に
任
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
請
う

て
い
る
。
な
お
、
為
政
は
翌
年
に
希
望
通
り
、
河
内
守
に
任
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

前
代
ま
で
の
序
で
は
、
謙
遜
の
辞
は
、
貫
之
「
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
」
に
、
「
我
ら

み
じ
か
き
心
の
、
こ
の
も
か
の
も
に
ま
ど
ひ
、
つ
た
な
き
こ
と
の
葉
、
吹
風
の
空
に

ふ
く

み
だ
れ
つ
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
が
自
ら
の
不
才
を
謙
遜
す
る
内
容
が
多
く
、

ゝ

為
政
の
序
の
よ
う
な
書
き
方
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
為
政
と
同
時
代
の
詩
序
に
も
類

似
す
る
例
が
あ
り
、
為
政
の
み
の
特
徴
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
主
賓
と
主
宰
者
を

取
り
上
げ
る
表
現
と
同
じ
く
、
摂
関
期
を
生
き
る
官
僚
と
し
て
の
立
場
が
、
作
品
の

表
現
を
も
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

為
政
の
二
篇
の
序
の
相
違
点
と
し
て
は
、
仮
名
序
に
、
歌
会
当
日
の
風
景
や
歌
会

の
模
様
の
描
写
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
会
当
日
に
つ
い
て
の

記
述
は
、

の
後
半
と

の
「
明
く
る
今
日
は

心

の
ど
か
に
、
秋
の
空
も
曇
り
な

あ

け

ふ

こ
ゝ
ろ

あ
き

そ
ら

く
も

8

9

く
、
夜
半
の
月
か
げ
も
隈
な
く
て
、
御
前
に
あ
ま
た
の
上
達
部
、
雲
の
上
人
ま
ゐ
り
集

く
ま

ま
へ

う
へ

い

つ
ど

ひ
た
び
て
」
と
あ
る
部
分
の
み
で
あ
る
。

か
ら

で
は
歌
会
の
場
所
と
な
っ
た
高

4

6

陽
院
と
い
う
場
所
を
華
麗
な
表
現
で
描
写
す
る
。

か
ら

前
半
に
は
、
前
日
の
駒

7

8

競
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
る
、「
昨
日
（
の
）

き

の

ふ

事
、
た
だ
心
地
に
の
み
思
ひ
て
、
書
き
留
め
ず
は
、
口
惜
し
か
る
べ
し
」
と
、
昨
日

ゝ

ち

お
も

か

と
ゞ

く
ち

を

の
こ
と
を
、
た
だ
心
に
思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
書
き
留
め
な
か
っ
た
ら
、
不
本
意
で

あ
る
と
い
う
、
主
宰
者
頼
通
の
要
望
に
添
う
た
め
、
歌
会
の
「
昨
日
」
の
こ
と
、
す

な
わ
ち
駒
競
に
い
た
る
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
会
自
体
も
、
あ

く
ま
で
も
駒
競
の
後
宴
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
貫
之
の
「
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
」
で
は
、
行
幸
が
重
陽
の
翌
日
で
あ
り
、

序
で
も
「
長
月
の

九

日
と
昨
日
い
ひ
て
」
と
い
う
も
の
の
、
行
幸
当
日
の
様
を
中

な
が

こ
ゝ
ぬ

か

心
に
描
写
す
る
。
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
九
月
、
曾
禰
好
忠
が
、
左
大
臣
藤
原
頼
忠
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の
前
栽
歌
合
の
後
に
、
日
を
改
め
て
召
さ
れ
た
際
に
は
、
和
歌
は
前
栽
歌
合
の
題
に

寄
せ
て
詠
む
が
、
序
で
は
召
さ
れ
た
当
夜
の
様
子
を
記
し
て
い
る
（
十
巻
本
歌
合
巻

八
・
秋
夜
の
序
）
。
為
政
の
序
は
、
後
宴
当
日
の
描
写
を
欠
く
故
に
、
和
歌
序
の
内

容
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、
歌
会
当
日
の
模
様
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
歌
会
の

模
様
を
、
歌
題
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
面
白
み
も
無

い
た
め
、
些
か
魅
力
に
乏
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。

な
ぜ
、
為
政
は
、
こ
の
歌
会
で
は
和
文
で
序
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
の

一
つ
は
、
こ
の
歌
会
が
後
宴
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
好
忠
の
序
の
例
に
よ

る
と
、
大
き
な
宴
の
あ
と
に
催
さ
れ
る
後
宴
で
は
、
漢
文
よ
り
和
文
で
序
を
書
く
こ

と
が
好
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
好
忠
の
例
の
前
栽
歌
合
当
日
に
は
、
菅
原
文

時
が
真
名
序
を
書
い
て
い
る
。
今
一
つ
の
理
由
は
、
主
賓
が
彰
子
で
あ
っ
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。
女
性
が
主
宰
す
る
歌
会
で
書
か
れ
た
和
歌
序
と
し
て
、
源
順
が
貞
元

元
年
（
九
七
六
）
に
斎
宮
規
子
内
親
王
の
主
宰
す
る
歌
会
で
書
い
た
序
が
あ
る
（
順

集

・
野
宮
の
序
）
。『
紫
式
部
日
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
に
お
い
て
女

163
性
は
、
表
向
き
、
漢
籍
の
知
識
が
無
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由

か
ら
、
為
政
は
、
頼
通
に
序
を
書
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
際
、
歌
会
の
性
格
、
主
賓

の
性
別
に
鑑
み
て
、
和
文
を
選
択
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
述
べ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
慶
滋
為
政
の
和
歌
序
の
特
質
と
し
て
は

二
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
真
名
序
と
仮
名
序
と
が
、
漢
文
と
和
文

の
差
を
超
え
て
、
内
容
や
表
現
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
紀
貫
之
の
仮
名
序

に
窺
わ
れ
る
日
本
語
の
散
文
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
自
負
や
、
村
上
朝
の
頃
の
仮
名

序
の
作
者
に
あ
っ
た
和
歌
序
は
和
文
で
書
く
と
い
う
信
念
は
、
も
は
や
見
受
け
ら
れ

な
い
。
為
政
の
序
の
よ
う
に
、
歌
会
の
真
名
序
と
仮
名
序
と
が
均
質
か
つ
同
等
の
も

の
と
な
っ
た
結
果
、
敢
え
て
漢
文
の
四
六
文
に
倣
っ
た
和
文
で
、
仮
名
序
を
書
く
意

義
は
無
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
一
条
朝
以
後
、
和
歌
序
を
下
命
さ
れ
る
文
人
は
、

書
き
慣
れ
た
漢
文
で
真
名
序
を
作
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
れ
が
真
名
序
の
増
え
た

理
由
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

為
政
の
序
の
、
も
う
一
つ
の
特
質
は
、
下
命
す
る
主
宰
者
に
配
慮
し
、
歌
会
の
性

格
を
慎
重
に
判
断
し
て
、
作
品
の
表
現
と
、
漢
文
、
和
文
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
為
政
は
、
歌
会
に
お
け
る
季
節
や
景
物
よ
り
も
、
人
間
模
様
の
方
を

敏
感
に
看
取
し
、
主
宰
者
の
意
向
を
汲
ん
で
、
精
緻
な
美
辞
麗
句
に
よ
っ
て
歌
会
を

賛
美
す
る
序
を
書
い
た
と
言
え
る
。
後
世
の
読
者
か
ら
す
る
と
作
品
の
魅
力
を
減
じ

た
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
歌
会
の
場
に
お
い
て
、
和
歌
序
と
和
歌
と
が
読
み
上

げ
ら
れ
た
際
は
、
主
宰
者
を
は
じ
め
当
座
の
人
々
を
満
足
さ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）
『
二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読

む
』（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
所
収
。

（
２
）
拙
稿
「
河
原
院
の
歌
人
達
の
和
歌
序
―
集
成
・
校
訂
お
よ
び
特
質
・
意
義
の
考
察
―
」（
『
人
文
研
究
』

六
九
巻
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
参
照
。

（
３
）
大
曽
根
章
介
氏
「
和
歌
序
小
考
」（
犬
養
廉
氏
編
『
古
典
和
歌
論
叢
』
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
参

照
。

（
４
）
後
藤
昭
雄
氏
「
和
歌
真
名
序
考
」（
同
氏
『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二

年
。
初
出
は
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
以
下
の
後
藤
氏
の
説
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
５
）
「
史
料
紹
介
『
扶
桑
古
文
集
』
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
二
、
一
九
六
八
年
。
『
同
』
四
、
一
九

七
〇
年
に
正
誤
表
を
掲
載
）。
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（
６
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
御
堂
関
白
記

下
』（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
）。
私
に
返
り
点
を
加

え
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
書
の
引
用
・
作
品
番
号
に
つ
い
て
は
、
次
の
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表

記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
は
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
（
日
本
古
典
文

学
大
系
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
白
氏
文
集
の
本
文
は
那
波
道
円
本
、
作
品
番
号
は
花
房
英
樹
氏
『
白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
（
朋
友
書
店
）
所
収
「
綜
合
作
品
表
」
に
よ
る
。
本
朝
文
粋
の
本
文
は
身
延

山
久
遠
寺
編
『
重
要
文
化
財

本
朝
文
粋
』
（
汲
古
書
院
）
、
作
品
番
号
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ

る
。
田
氏
家
集
は
『
田
氏
家
集
注

巻
之
上
』
（
和
泉
書
院
）
に
よ
る
。
『
後
漢
書
』
（
吉
川
忠
夫
氏
訓

注
、
岩
波
書
店
）
。
類
聚
句
題
抄
は
本
間
洋
一
氏
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』
（
和
泉
書
院
）
。
私
家
集
を

除
く
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
角
川
書
店
）
、
私
家
集
の
和
歌
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
（
エ
ム
ワ

イ
企
画
）
に
よ
る
。

（
７
）
一
、（
二
）
杉
崎
論
文
参
照
。
以
下
、
為
政
の
事
蹟
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
８
）
山
中
裕
氏
「
敦
明
親
王
」
（
同
氏
『
平
安
人
物
志
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
。
初
出

は
一
九
六
五
年
）
参
照
。

（
９
）
山
中
裕
氏
編
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈

寛
仁
二
年
下
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
１
０
）『
平
安
鎌
倉
記
録
典
籍
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。

『
扶
桑
古
文
集
』
の
本
文
は
同
書
に
よ
る
。

（
１
１
）
本
文
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
（
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
両
氏
校
注
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻
十
四
・
遊
覧

第
二
十
二

）
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を

479

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
１
２
）『
大
日
本
史
料
』（
第
二
編
之
十
三
、
一
九
〇
一
年
）
参
照
。
た
だ
し
、
同
書
で
は
「
中
宮
権
大
夫
」

を
藤
原
能
信
と
す
る
が
、
注
（
９
）
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
に
お
い
て
源
経
房
と
修
正
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
従
う
。

（
１
３
）
犬
養
廉
氏
ほ
か
『
後
拾
遺
和
歌
集
新
釈

下
巻
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
の
「
補
説
」
に
、

寛
仁
二
年
九
月
十
六
日
の
『
御
堂
関
白
記
』
を
引
き
「
当
該
歌
は
こ
の
時
の
詠
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
」

と
す
る
。

（
１
４
）『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
川
口
久
雄
氏
解
説
『
梅
沢
本

栄
花
物
語
』（
全
六
冊
の
第
四
冊
、
影
印
、

勉
誠
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
１
５
）
三
原
ま
き
は
氏
「
「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
の
基
礎
的
研
究
―
歌
会
資
料
と
『
栄
花
物
語
』
―
」（
『
学

習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
十
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
参
照
。

（
１
６
）
本
文
の
底
本
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
殿
宴
和
歌
』
（
高
松
宮
家
旧
蔵
）
の
影
印
を
用
い

る
。
な
お
、
注
（
１
５
）
三
原
論
文
に
同
本
の
翻
刻
が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
五
「
万
寿
元
年
高
陽

院
行
幸
和
歌
」
に
同
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
さ
れ
た
本
文
が
収
め
ら
れ
る
。
本
文
は
、
稿
者
の
判
断
に

よ
り
、
清
濁
を
分
か
ち
、
読
点
を
附
す
。
仮
名
を
漢
字
に
改
め
る
場
合
は
、
元
の
仮
名
を
振
り
仮
名
と

し
て
残
す
。
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
当
て
字
は
仮
名
ま
た
は
通
行
の
字

に
改
め
る
が
、
元
の
仮
名
・
当
て
字
は
右
傍
に
記
す
。
送
り
仮
名
を
補
う
場
合
は
、（

）
に

入
れ
る
。
本
文
を
改
め
る
箇
所
に
は
、
＊
印
を
附
す
。
な
お
、
〈
内
〉
内
閣
文
庫
蔵
『
和
歌
序
集
』（
特

55-23

、
画
像
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
、〈
栄
〉
川
口
久
雄
氏
解
説
『
梅
沢
本

栄
花

物
語
』
（
注
１
４
）
の
二
本
な
ど
に
よ
り
校
訂
し
た
。
校
訂
箇
所
は
次
の
通
り
。「

有

栖
川
」
は
、
底

＊
あ
り

す

が
は

本
「
あ
り
し
か
」
を
、
内
・
栄
に
よ
り
改
め
る
。
「
色
」
は
、
底
本
「
水
の
ゝ
と
け
き
」
を
、
内
「
水

＊

の
色
の
と
け
き
」
に
よ
り
改
め
る
。「

巌

」
は
、
底
本
に
な
し
、
栄
に
よ
り
加
え
る
。「

十

日
四
日
」

＊
い
は
ほ

＊
と
う

か

よ

か

は
、
底
本
「
と
う
か
よ
う
か
」
を
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
頭
注
に
引
か
れ
る
富
岡

本
「
と
う
か
よ
か
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。
「
あ
か
ら
さ
ま
に
」
は
、
底
本
「
あ
か
し
さ
ま
に
」
を
、
栄

＊

に
よ
り
改
め
る
。「
ゆ
ゑ
に
」
は
、
底
本
「
ゆ
ふ
へ
に
」
を
、
栄
「
ゆ
へ
に
」
に
よ
り
改
め
る
。「

言

」

＊

＊
こ
と
ば

は
、
底
本
「
こ
ゝ
ろ
」
を
、
内
・
栄
に
よ
り
改
め
る
。

（
１
７
）
内
「
の
と
け
き
君
か
よ
に
お
は
し
く
に
の
ま
つ
り
こ
と
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
」、
栄
「
の
と
け
き
よ

に
お
ほ
く
の
ま
つ
り
事
を
す
へ
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
」。

（
１
８
）
小
沢
正
夫
氏
『
古
代
歌
学
の
形
成
』（
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
）
第
一
編
第
二
章
「
仮
名
序
」。

（
１
９
）
引
用
は
、
新
編
私
家
集
大
成
「
兼
盛
Ⅰ
」
（
底
本
：
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
五
〇
六
・
八
「
兼
盛
集
」
）

に
よ
る
。
な
お
、
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。
以
下
の
村
上
朝
か
ら
花
山
朝
の
序
の
略
称
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
２
０
）
山
中
裕
氏
ほ
か
校
注
・
訳
『
栄
花
物
語
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

の
頭
注
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
２
１
）
こ
こ
で
い
う
段
と
は
、
序
の
内
容
の
一
区
切
り
の
意
で
、
序
を
分
析
す
る
目
安
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

段
落
と
は
異
な
る
。
佐
藤
道
生
氏
「
詩
序
と
句
題
詩
」
（
同
氏
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
所

収
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）
参
照
。
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【Abstract】 
 

The Prefaces of Waka Poetry by Yoshishige-no-Tamemasa : 
 Characteristics of the Waka Poetry Prefaces  

in the Regency Government Period 

 
YAMAMOTO Mayuko 

 
Yoshishige no Tamemasa was a literary bureaucrat active at the height of 

the regency period. This paper will analyze the Chinese and Japanese waka 
poetry prefaces written by Tamemasa and highlight their distinctive 
characteristics.  
One distinctive feature of Tamemasa’s prefaces is that the Chinese and 

Japanese prefaces are extremely similar to each other. Another is the 
consideration for the chairman at the gathering who requested the prefaces 
and introduced major restrictions in terms of the expressions used in the 
works that follow, as well as the selection of Chinese or Japanese language. 
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『
今
鏡
』
と
『
大
鏡
』
の
皇
妃
描
写

―
「
帝
王
の
寵
妃
」
と
い
う
人
物
描
写
に
つ
い
て
―

小

笠

原

愛

子

『
今
鏡
』
の
帝
紀
で
は
、
皇
位
継
承
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
后
妃
達
が
、
夫
帝
（
院
）
の
寵
妃
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。『
今
鏡
』
は
、
彼
女

ら
の
重
要
な
地
位
を
、
夫
帝
の
寵
愛
を
語
る
こ
と
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
『
今
鏡
』
が
踏
襲
し
た
『
大
鏡
』
に
は
見
ら
れ
な

い
人
物
描
写
で
あ
り
、『
今
鏡
』
が
語
る
院
政
期
の
皇
嗣
決
定
の
在
り
方
の
反
映
で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に

一
―
（
一
）
、『
今
鏡
』
と
『
大
鏡
』

本
論
は
、
院
政
期
を
主
な
叙
述
対
象
と
す
る
歴
史
物
語
で
あ
る
『
今
鏡
』
に
つ
い

て
、
そ
の
后
妃
描
写
の
特
徴
と
意
図
を
、
『
大
鏡
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確

に
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
は
「
入
道
殿
下
（
＝
藤
原
道
長
：
引
用

者
註
）
の
御
栄
え
」
（
二
一
）（
１
）

つ
ま
り
藤
原
道
長
の
栄
華
を
語
る
歴
史
物
語
で
あ

り
、『
今
鏡
』
は
そ
の
『
大
鏡
』
の
「
後
の
こ
と
」（
上
一
六
）（
２
）

を
語
る
続
編
で
あ

る
。『
今
鏡
』
は
、『
大
鏡
』
の
続
編
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
序
に
明
言
し
て
お
り
、
形

式
等
枠
組
み
の
点
で
は
『
大
鏡
』
を
踏
襲
す
る
意
識
が
非
常
に
強
い
一
方
、
人
物
描

写
や
取
り
上
げ
る
話
題
等
の
叙
述
内
容
に
は
、
『
大
鏡
』
と
は
大
き
く
印
象
を
異
に

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
后
妃
描
写
も
そ
の
一
つ
で
、
『
今
鏡
』

の
后
妃
記
事
は
、
そ
の
配
置
に
お
い
て
も
、
叙
述
内
容
に
お
い
て
も
、
『
大
鏡
』
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
相
違
は
、
『
大
鏡
』
が
語
る
摂
関
期
と
『
今
鏡
』

が
語
る
院
政
期
の
違
い
の
反
映
で
あ
り
、ま
た
両
書
の
歴
史
認
識
の
反
映
で
も
あ
る
。

一
―
（
二
）、
摂
関
期
と
院
政
期

現
在
、
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
「
摂
関
期
」
と
「
院
政
期
」
と
い
う
時
代
区
分
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
摂
関
政
治
」
「
院
政
」
と
呼

ば
れ
る
政
治
の
形
態
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
摂
関
政

治
」
「
院
政
」
は
と
も
に
当
時
の
諸
々
の
事
象
・
経
過
に
よ
っ
て
生
起
・
定
着
し
た

政
治
形
態
で
あ
っ
て
、
正
式
の
制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
明
確
に
そ
の
始
点
と
終
点
を
定
め
が
た
い
。

本
稿
で
『
大
鏡
』
と
『
今
鏡
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
特
に
重
要
な
の
は
、
摂

関
期
の
終
点
及
び
院
政
期
の
始
点
で
あ
る
。
現
在
一
般
的
に
は
、
摂
関
家
を
外
戚
と

し
な
い
後
三
条
天
皇
即
位
に
よ
っ
て
摂
関
期
が
終
焉
を
迎
え
た
と
み
な
さ
れ
て
い
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る
。
『
今
鏡
』
に
お
い
て
も
後
三
条
帝
代
は
画
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
意
識
に
よ
る
時
代
区
分
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
天
皇
の
血
筋
だ

け
で
な
く
「
摂
関
政
治
」
「
院
政
」
と
い
う
政
治
の
在
り
方
か
ら
論
じ
た
先
学
の
論

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
摂
関
政
治
」
と
は
、
藤
原
氏
出
身
の
摂
政
ま
た
は
関
白
の
主
導
に
よ
る
政
治
で

あ
り
（
３
）

、
「
院
政
」
と
は
院
の
主
導
に
よ
る
政
治
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
政
治
」

が
主
に
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
河
内
祥
輔
氏
は
、
次
代
の
天
皇
を
決
定
す
る

こ
と
こ
そ
が
当
時
の
「
政
治
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
宇
多
院
も
院
政
を
布
い
た

と
見
な
し
得
る
と
論
じ
ら
れ
た
（
４
）

。
ま
た
伴
瀬
明
美
氏
は
、
皇
嗣
及
び
皇
嗣
を
産

む
女
性
の
選
択
権
・
決
定
権
が
、
摂
関
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
が
摂
関
期
で
あ
り
、

院
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
が
院
政
期
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
（
５
）

。

一
―
（
三
）
、『
今
鏡
』
の
時
代
区
分

『
今
鏡
』
の
帝
紀
「
す
べ
ら
ぎ
」
は
、
上
中
下
の
三
巻
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
巻
分
け
は
『
今
鏡
』
の
時
代
区
分
を
反
映
し
て
い
る
（
６
）

。
『
今
鏡
』
帝
紀
は
、
後

三
条
帝
紀
の
う
ち
、
即
位
以
前
を
語
る
「
司
召
」
章
を
「
す
べ
ら
ぎ
」
上
巻
巻
末
に
、

後
三
条
天
皇
即
位
以
降
を
語
る
「
手
向
」
章
を
中
巻
巻
頭
に
置
い
て
い
る
。
し
か
も

中
巻
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
手
向
」
章
の
冒
頭
は
、「
こ
の
帝
世
を
し
ら
せ
給
ひ
て
後
、

世
の
中
み
な
治
ま
り
て
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
な
ご
り
に
な
む
侍
り
け
る
」
（
上
一

二
四
）
と
い
う
も
の
で
、
後
三
条
天
皇
即
位
が
時
代
の
画
期
で
あ
り
、
「
今
に
い
た

る
ま
で
」
続
く
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
配
置
と
叙
述

内
容
の
双
方
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
次
代
白
河
天
皇
の
帝
紀
に
は
「
先
（
＝
先

代
後
三
条
帝
代
：
引
用
者
注
）
の
御
な
ご
り
に
て
、
一
の
人
（
＝
摂
関
：
引
用
者
注
）

の
わ
が
ま
ま
に
行
な
ひ
給
ふ
も
お
は
せ
ね
ば
」
（
上
一
四
七
）
と
あ
り
、
後
三
条
帝

即
位
に
よ
っ
て
摂
関
政
治
の
時
代
が
終
わ
っ
た
と
い
う
歴
史
観
が
明
言
さ
れ
て
い

る
。上

巻
巻
末
に
置
か
れ
た
後
三
条
帝
紀
「
司
召
」
章
の
最
初
の
話
題
は
、
尊
仁
親
王

（
後
の
後
三
条
天
皇
）
立
坊
の
経
緯
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
死
の
床
に
あ
る
父
帝
後

朱
雀
天
皇
が
、
功
臣
能
信
の
機
転
に
よ
っ
て
頼
通
の
抑
圧
に
抗
し
二
宮
尊
仁
親
王
を

東
宮
に
立
て
る
様
が
、
緊
迫
し
た
会
話
文
を
直
接
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
写
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
描
写
は
こ
れ
以
前
の
章
に
は
見
ら
れ
ず
、
加
納
重
文

氏
は
、「
（
『
今
鏡
』
に
お
け
る
）
逸
話
と
し
て
は
実
質
的
に
最
初
に
登
場
す
る
も
の
」

「
今
鏡
作
者
に
と
っ
て
、
実
質
的
に
最
初
の
物
語
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
こ
の
皇
嗣

決
定
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
（
７
）

。
上
記
に
加
え
、
こ
の
逸
話
は
、

そ
の
出
色
の
描
写
の
み
な
ら
ず
配
置
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
今

鏡
』
の
帝
紀
は
、
父
帝
の
名
→
母
后
の
名
→
生
誕
→
親
王
宣
下
→
立
太
子
→
即
位
と

い
う
順
で
経
歴
を
列
挙
し
た
後
に
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
置
く
と
い
う
一
定
の

形
式
を
順
守
す
る
意
識
が
極
め
て
強
い
の
だ
が
、
こ
の
立
坊
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
例
外

的
に
後
三
条
天
皇
の
経
歴
を
語
り
終
わ
る
よ
り
前
に
、
経
歴
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
る

形
で
置
か
れ
て
い
る
。
『
今
鏡
』
は
、
後
三
条
天
皇
を
摂
関
期
と
院
政
期
を
画
す
る

天
皇
と
し
て
位
置
付
け
る
上
で
、
摂
関
の
意
に
反
し
て
天
皇
と
な
っ
た
と
い
う
経
歴

に
極
め
て
大
き
な
意
味
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、『
今
鏡
』
の
母
后

二
―
（
一
）、
美
福
門
院
の
重
要
性
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『
今
鏡
』
が
皇
嗣
決
定
の
在
り
方
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
各
所
に

見
出
せ
る
。
『
今
鏡
』
は
『
大
鏡
』
に
比
し
て
、
皇
妃
、
と
り
わ
け
母
后
に
関
す
る

記
事
が
多
く
、
特
に
帝
紀
の
末
尾
に
は
必
ず
母
后
の
伝
を
付
し
て
い
る
。
『
今
鏡
』

は
皇
妃
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
帝
紀
に
語
ら
れ
て
い
る
か

ら
に
は
、
帝
位
に
関
わ
る
重
要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
取
り
上
げ
る
近
衛
天
皇
の
母
后
美
福
門
院
得
子
は
『
今
鏡
』
中
で
最
も
記

述
量
の
多
い
人
物
で
、
彼
女
の
重
要
性
は
そ
の
点
の
み
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
得

子
所
生
近
衛
天
皇
の
帝
紀
は
、
そ
の
二
章
全
体
を
通
し
て
母
后
得
子
の
事
蹟
を
語
る

こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
近
衛
帝
紀
と
い
う
よ
り
も
得
子
伝
の
如
き
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
一
見
奇
妙
な
こ
の
現
象
は
、
『
今
鏡
』
が
、
近
衛
天
皇
と
い
う
天
皇
の
存
在

を
説
明
す
る
た
め
に
は
母
院
得
子
を
語
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
の
表
れ
で
あ

る
。二

―
（
二
）、
美
福
門
院
に
関
す
る
叙
述

近
衛
帝
紀
は
「
男
山
」
「
虫
の
音
」
の
二
章
で
、
こ
の
二
章
は
『
今
鏡
』
の
帝
紀

と
し
て
も
比
較
的
長
文
で
あ
る
。
帝
紀
下
巻
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
男
山
」
章
は
、
母

院
得
子
が
父
院
鳥
羽
に
入
侍
し
た
こ
と
か
ら
語
り
は
じ
め
ら
れ
て
お
り
、
帝
紀
冒
頭

に
天
皇
の
父
母
の
名
と
経
歴
を
列
挙
し
て
か
ら
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
と
い

う
形
式
を
持
つ
『
今
鏡
』
の
中
で
は
、
特
異
な
形
の
帝
紀
で
あ
る
と
い
え
る
。

〈
「
男
山
」
冒
頭
〉

鳥
羽
の
帝
、
位
の
御
時
よ
り
参
り
給
へ
り
し
后
（
＝
待
賢
門
院
璋
子
）
は
、
み

こ
た
ち
あ
ま
た
生
み
奉
り
て
、
（
鳥
羽
帝
が
）
位
下
り
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
女

院
と
申
し
て
お
は
し
ま
し
き
。
法
皇
（
＝
白
河
上
皇
）
の
養
ひ
奉
り
て
か
し
づ

き
給
ひ
し
に
、
法
皇
お
は
し
ま
さ
で
後
、
宇
治
の
后
（
＝
高
陽
院
泰
子
）
参
り

給
ひ
て
、
御
方
々
い
ど
ま
し
げ
な
れ
ど
も
、
院
（
＝
鳥
羽
院
）
は
い
づ
か
た
に

も
う
と
き
や
う
に
て
の
み
お
は
し
ま
し
し
に
、
忍
び
て
参
り
給
へ
る
御
方
（
＝

得
子
）
お
は
し
て
、
い
づ
こ
に
も
離
れ
給
は
ず
。
や
や
朝
政
事
も
な
か
る
べ
し
。

い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ね
ど
、中
納
言
に
て
御
親
は
お
は
し
け
る
に
、

母
北
の
方
は
、
源
氏
の
堀
河
の
大
臣
の
御
女
に
お
は
し
け
る
上
に
、
類
ひ
な
く

か
し
づ
き
き
こ
え
て
、
た
だ
人
に
は
え
許
さ
じ
と
も
て
あ
つ
か
ひ
て
な
む
。

（
上
二
七
〇
）

傍
線
部
は
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
で
、
得
子
は
桐
壺
更
衣
に
重
ね
ら
れ
、
鳥
羽
院

が
他
の
上
位
の
后
達
を
さ
し
お
い
て
専
ら
得
子
を
寵
愛
し
た
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
得
子
が
甚
だ
し
く
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
『
源
氏
物
語
』
を

引
用
し
て
桐
壺
更
衣
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
描
写
は
、
こ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。

章
名
の
「
男
山
」
は
、
鳥
羽
院
が
得
子
の
皇
子
出
産
を
祈
ら
せ
た
際
の
願
文
の
文

句
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
鳥
羽
院
は
得
子
寵
愛
故
に
、
得
子
の
皇
子
出
産
と
そ
の
皇
子

の
即
位
を
望
ん
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
非
公
式
に
入
侍
し
た
女
房
に
過
ぎ
な
か
っ
た

得
子
が
、
女
御
か
ら
皇
后
へ
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
母
后
女
院
に
ま
で
上
っ
た
の
は
、

全
て
彼
女
を
寵
愛
し
た
鳥
羽
院
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
衛
帝
紀
の
後
半
で
あ
る
「
虫
の
音
」
章
は
そ
の
冒
頭
で
近
衛
天
皇
の
崩
御
を
語

っ
た
後
も
、
得
子
の
事
蹟
を
語
り
続
け
る
。
こ
こ
で
も
、
鳥
羽
院
が
「
女
院
（
＝
得

子
）
の
御
こ
と
の
い
た
は
し
さ
」
（
上
二
八
八
）
つ
ま
り
得
子
の
地
位
の
安
定
に
配

慮
し
て
次
帝
を
選
定
し
た
こ
と
や
、
鳥
羽
院
自
身
の
崩
御
に
際
し
て
も
、
所
領
そ
の
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他
を
得
子
に
帰
せ
し
め
る
べ
く
遺
言
し
た
こ
と
等
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
得

子
の
往
生
を
以
て
近
衛
帝
紀
が
語
り
納
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

近
衛
帝
紀
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
文
を
通
じ
て
得
子
の
半
生
、
そ
れ
も
彼
女
が
夫
院
鳥

羽
の
寵
愛
に
よ
っ
て
母
后
女
院
と
な
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
衛
天

皇
よ
り
も
得
子
と
鳥
羽
院
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
方
が
多
い
一
方
で
、
鳥
羽
帝
紀
に

は
得
子
寵
愛
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
配
置
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
鳥
羽
院
に
よ

る
得
子
寵
愛
は
、
鳥
羽
院
で
は
な
く
近
衛
天
皇
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
―
（
三
）
、『
今
鏡
』
に
お
け
る
帝
王
の
寵
妃

得
子
同
様
に
、
桐
壺
更
衣
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
夫
帝
の
寵
妃
で
あ
っ
た
こ
と
を

印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
母
后
に
、
堀
河
帝
母
（
白
河
中
宮
）
賢
子
が
い
る
。
堀
河
帝

紀
二
章
の
う
ち
、
後
半
の
「
所
々
の
御
寺
」
章
は
、
母
后
賢
子
を
語
る
章
で
あ
る

賢
子
は
夫
帝
白
河
天
皇
の
在
位
中
に
薨
じ
て
お
り
、
そ
の
際
の
白
河
天
皇
の
嘆
き

の
甚
だ
し
さ
を
、『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
巻
を
引
用
し
な
が
ら
語
る
の
が
「
所
々
の

御
寺
」
章
で
あ
る
。
章
名
「
所
々
の
御
寺
」
も
、
白
河
天
皇
に
よ
る
賢
子
追
善
の
た

め
の
造
寺
を
指
し
て
い
る
。
堀
河
帝
紀
で
あ
り
な
が
ら
、
堀
河
天
皇
で
は
な
く
母
后

賢
子
と
父
帝
白
河
天
皇
の
関
係
を
語
っ
て
い
る
点
や
、
白
河
帝
紀
に
お
け
る
賢
子
へ

の
言
及
は
一
文
の
簡
潔
な
記
述
の
み
で
あ
る
点
な
ど
、
先
に
見
た
近
衛
帝
紀
に
お
け

る
得
子
記
事
と
同
様
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
衛
帝
代
が
鳥
羽
院
政
下
で
あ
り
、
近
衛
天
皇
が
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
帝

で
あ
っ
た
の
同
じ
く
、
堀
河
帝
代
は
白
河
院
政
下
で
あ
り
、
堀
河
天
皇
は
白
河
院
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
帝
で
あ
っ
た
。
近
衛
帝
紀
に
、
母
后
得
子
へ
の
治
天
鳥
羽
院
の
寵

愛
が
語
ら
れ
、
堀
河
帝
紀
に
、
母
后
賢
子
へ
の
治
天
白
河
院
の
寵
愛
が
語
ら
れ
て
い

る
の
は
、
近
衛
天
皇
を
帝
た
ら
し
め
た
の
が
鳥
羽
院
の
意
思
で
あ
り
、
堀
河
天
皇
を

帝
た
ら
し
め
た
の
が
白
河
院
の
意
思
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
帝
王
の
寵
愛
」
が
帝
意
を
意
味
す
る
と
い
う
叙
述
の
様
式
は
、
治
天
君
の
妻
后

以
外
の
立
場
で
あ
っ
た
后
妃
に
も
指
摘
で
き
る
。
待
賢
門
院
璋
子
は
、
所
生
崇
徳
天

皇
の
帝
紀
に
養
父
白
河
院
鍾
愛
の
養
女
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
崇

徳
帝
代
が
白
河
院
政
下
で
あ
り
、
崇
徳
天
皇
が
白
河
院
に
よ
っ
て
即
位
し
た
帝
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。璋
子
に
は
い
ま
一
人
の
所
生
天
皇
で
あ
る
後
白
河
天
皇
が
あ
る
が
、

後
白
河
帝
紀
に
お
け
る
璋
子
へ
の
言
及
は
名
を
挙
げ
る
の
み
の
簡
略
な
も
の
で
あ

る
。
二
代
の
帝
母
と
な
っ
た
后
妃
を
帝
紀
に
語
る
際
に
は
、
後
代
の
方
の
帝
紀
末
尾

に
母
后
伝
が
置
か
れ
る
の
が
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
共
通
の
原
則
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
璋
子
伝
が
そ
の
原
則
に
反
し
て
先
代
の
崇
徳
帝
紀
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、

崇
徳
天
皇
即
位
に
は
母
后
璋
子
を
通
じ
て
治
天
白
河
院
の
意
思
が
大
き
く
反
映
さ
れ

て
い
た
一
方
、
後
白
河
天
皇
の
即
位
に
は
白
河
院
の
意
思
は
関
わ
っ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

三
、『
大
鏡
』
の
母
后

三
―
（
一
）、
中
后
安
子
の
重
要
性

母
后
を
語
る
こ
と
の
少
な
い
『
大
鏡
』
に
お
い
て
、
一
人
際
だ
っ
て
長
文
の
記
事

を
持
つ
皇
妃
が
、
「
中
后
」
安
子
で
あ
る
。
村
上
天
皇
の
中
宮
で
あ
り
、
冷
泉
・
円

融
天
皇
の
母
后
で
あ
っ
た
彼
女
は
、摂
関
家
の
権
勢
掌
握
に
極
め
て
大
き
く
貢
献
し
、

道
長
へ
と
続
く
九
条
流
の
摂
関
継
承
を
確
実
な
も
の
と
し
た
存
在
と
し
て
重
要
視
さ
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れ
て
い
る
。

『
大
鏡
』
に
お
け
る
安
子
の
重
要
性
が
、
摂
関
家
に
と
っ
て
の
重
要
性
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
映
し
、
長
大
な
安
子
記
事
の
大
半
は
帝
紀
で
は
な
く
藤
氏
伝
で
語
ら
れ
て

い
る
。
彼
女
の
父
で
あ
る
九
条
殿
師
輔
の
伝
は
、
最
初
に
師
輔
の
経
歴
を
列
挙
し
た

後
に
は
「
第
一
の
御
女
、
…
…
」
（
一
四
八
）
と
話
題
を
安
子
に
移
し
て
、
彼
女
の

夫
帝
村
上
天
皇
へ
の
影
響
力
や
彼
女
の
人
柄
を
示
す
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
始

め
て
お
り
、
師
輔
伝
で
あ
り
な
が
ら
、
師
輔
よ
り
も
安
子
を
語
る
こ
と
に
多
く
の
紙

幅
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
子
が
后
と
し
て
理
想
的
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
た
後
を
、
次
に
引
く
一
文
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

冷
泉
院
・
円
融
院
・
為
平
式
部
卿
宮
と
、
女
宮
四
人
と
の
御
母
后
に
て
、
ま
た

な
ら
び
な
く
お
は
し
ま
し
き
。
帝
・
春
宮
と
申
し
、
代
々
の
関
白
・
摂
政
と
申

す
も
、
多
く
は
、
た
だ
こ
の
九
条
殿
の
御
一
筋
な
り
。

（
一
五
三
）

師
輔
流
の
栄
華
は
安
子
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。三

―
（
二
）、
安
子
に
関
す
る
叙
述

安
子
が
『
大
鏡
』
に
語
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
以
下
に
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。

①
選
子
内
親
王
出
産
の
産
褥
に
薨
じ
た
際
の
、
夫
帝
村
上
帝
の
甚
だ
し
い
嘆
き
。（
円

融
帝
紀
後
半
）

②
村
上
天
皇
に
対
し
て
も
嫉
妬
を
あ
ら
わ
に
し
、
深
夜
に
渡
御
が
あ
っ
た
際
に
も
応

じ
な
か
っ
た
こ
と
。

③
村
上
天
皇
の
殊
寵
を
被
っ
た
小
一
条
女
御
芳
子
の
美
貌
を
見
て
嫉
妬
し
、
土
器
の

破
片
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
。

④
安
子
が
芳
子
に
土
器
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
に
怒
っ
た
村
上
天
皇
が
安
子
の
兄
弟
達

を
謹
慎
さ
せ
る
と
、
安
子
は
強
引
に
村
上
天
皇
を
呼
び
つ
け
、
兄
弟
達
の
謹
慎
を

説
か
せ
た
こ
と
。

⑤
安
子
は
本
来
の
性
質
が
寛
容
で
、
上
に
立
つ
者
と
し
て
の
人
徳
を
備
え
、
夫
帝
の

善
政
を
扶
け
た
の
で
、
夫
帝
は
彼
女
を
相
談
相
手
と
し
て
頼
り
に
し
て
お
り
、
彼

女
が
薨
じ
た
際
に
は
「
田
舎
世
界
ま
で
」
（
一
五
二
）
の
人
民
が
嘆
い
た
こ
と
。

①
の
み
が
帝
紀
に
語
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
②
～
⑤
は
す
べ
て
安
子
の
父
で

あ
る
九
条
殿
師
輔
の
伝
に
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
夫
帝
村
上
天
皇
と
の
関
係
、

と
く
に
夫
帝
へ
の
安
子
の
影
響
力
を
語
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
村
上
天
皇
で
は
な

く
九
条
殿
師
輔
、
あ
る
い
は
九
条
家
に
と
っ
て
の
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

『
大
鏡
』
に
語
ら
れ
た
安
子
と
夫
帝
村
上
天
皇
と
の
関
係
は
緊
密
で
、
し
か
も
そ

の
夫
婦
関
係
は
、
摂
関
家
の
栄
華
と
い
う
『
大
鏡
』
の
主
題
を
語
る
上
で
極
め
て
重

要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
女
は
「
と
き
め
」
い
た
、
つ
ま
り
夫
帝
か
ら

寵
愛
さ
れ
た
と
は
語
ら
れ
な
い
。
安
子
記
事
に
先
立
っ
て
述
べ
ら
れ
る
村
上
天
皇
後

宮
に
お
け
る
安
子
の
人
物
像
は
、
次
に
引
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
御
女
、
村
上
の
先
帝
の
御
時
の
女
御
、
多
く
の
女
御
・
御
息
所
の
な

か
に
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
お
は
し
ま
し
き
。
帝
も
、
こ
の
女
御
殿
に
は
い
み

じ
う
怖
ぢ
申
さ
せ
た
ま
ひ
、
あ
り
が
た
き
こ
と
を
も
、
奏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と

を
ば
、
い
な
び
さ
せ
た
ま
ふ
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。
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（
一
四
八
）

「
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
」
、
ま
た
夫
帝
村
上
天
皇
が
「
よ
ろ
づ
の
政
を
ば
聞
こ
え

さ
せ
合
は
せ
て
せ
さ
せ
」（
一
五
二
）
た
后
で
あ
っ
た
安
子
へ
の
、
夫
帝
の
感
情
は
、

「
い
み
じ
く
怖
ぢ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
今
鏡
』
の
重
要
な
后
達
が

治
天
君
か
ら
の
寵
愛
を
印
象
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
、
大
き
く
異
な
る
人
物
描

写
で
あ
る
。

三
―
（
三
）、
宣
耀
殿
女
御
芳
子

『
大
鏡
』
に
お
い
て
夫
帝
の
寵
妃
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
村
上
天
皇

の
宣
耀
殿
女
御
、
小
一
条
殿
師
尹
女
芳
子
で
あ
る
。

師
尹
伝
で
は
、「
（
村
上
天
皇
が
芳
子
を
）
い
と
か
し
こ
く
と
き
め
か
さ
せ
た
ま
ひ

て
」（
一
一
八
）
と
そ
の
殊
寵
を
述
べ
、
村
上
天
皇
と
芳
子
の
贈
答
歌
や
、『
古
今
和

歌
集
』
を
暗
誦
し
て
い
た
芳
子
を
村
上
天
皇
が
試
問
し
た
こ
と
、
村
上
天
皇
が
芳
子

に
対
し
て
直
々
に
筝
を
伝
授
し
た
こ
と
等
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
寵
愛
の
篤
さ

を
語
る
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
締
め
く
く
る
の
は
、
芳
子
が
決
し
て
安
子
に
は
及
ば

な
い
こ
と
を
示
す
村
上
天
皇
の
言
葉
で
あ
る
。

…
…
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
き
た
ま
ふ
に
、
冷
泉
院
の
御
母
后
（
＝
安
子
）
う
せ

た
ま
ひ
て
こ
そ
、
な
か
な
か
こ
よ
な
く
お
ぼ
え
劣
り
た
ま
へ
り
と
は
聞
こ
え
た

ま
ひ
し
か
。（
村
上
天
皇
が
）「
故
宮
（
＝
安
子
）
の
、
い
み
じ
う
め
ざ
ま
し
く
、

や
す
か
ら
ぬ
も
の
に
思
し
た
り
し
か
ば
、
思
ひ
出
づ
る
に
、
い
と
ほ
し
く
、
悔

し
き
な
り
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。

（
一
一
九
）

『
大
鏡
』
は
、
「
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
」
い
て
い
た
芳
子
へ
の
寵
愛
が
安
子
の
薨

後
に
は
却
っ
て
衰
え
た
と
述
べ
、
し
か
も
そ
の
理
由
が
「
安
子
が
気
の
毒
だ
か
ら
」

で
あ
る
と
村
上
帝
の
口
か
ら
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
芳
子
を
甚
だ
し
く
寵
愛

し
た
村
上
天
皇
に
と
っ
て
す
ら
、
芳
子
よ
り
も
安
子
の
方
が
大
切
で
あ
っ
た
と
明
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
後
に
は
、
芳
子
所
生
の
皇
子
が
「
御
心
き
は
め
た
る
痴
れ
者
」
（
一
一
九
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
芳
子
の
兄
弟
の
失
態
や
小
一
条
流
の
凋
落
が
語
ら
れ

て
い
く
。
芳
子
が
ど
れ
ほ
ど
寵
愛
さ
れ
よ
う
と
も
、
彼
女
は
安
子
に
か
な
う
べ
く
も

な
い
し
、
芳
子
の
実
家
で
あ
る
小
一
条
家
も
栄
え
る
こ
と
は
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

『
今
鏡
』
は
、
帝
位
に
影
響
を
与
え
た
重
要
な
后
達
を
夫
帝
の
寵
妃
と
し
て
描
写

し
た
が
、
そ
の
『
今
鏡
』
が
踏
襲
し
た
『
大
鏡
』
で
は
、
寧
ろ
重
要
な
后
妃
が
寵
妃

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
両
書
の
人
物
描
写
に
認
め
ら
れ
る
そ
の
よ
う

な
相
違
は
、
院
政
期
と
摂
関
期
の
違
い
を
的
確
に
反
映
し
て
い
る
。
『
今
鏡
』
に
特

徴
的
な
皇
妃
像
は
、
同
書
の
、
時
代
認
識
に
即
し
た
人
物
描
写
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〈
注
〉

（
１
）
本
稿
に
お
け
る
『
大
鏡
』
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
大
鏡
』
（
橘
健
二
・
加
藤
静
子

校

注

一
九
九
六
年

小
学
館
）
に
よ
り
、
頁
数
を
付
す
。
な
お
、
私
に
傍
線
・
注
記
を
加
え
、
表
記
を

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
２
）
本
稿
に
お
け
る
『
今
鏡
』
引
用
は
、
『
今
鏡
全
釈
』
上
下
（
海
野
泰
男

訳
注

一
九
八
二
年
三
月
・
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一
九
八
三
年
七
月

福
武
書
店
）
に
よ
り
、
巻
号
と
頁
数
を
付
す
。
な
お
、
私
に
傍
線
・
注
記
を
加
え
、

表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
３
）
『
国
史
大
辞
典
』
（
一
九
七
九
年
～
一
九
九
三
年

吉
川
弘
文
館
）
及
び
『
平
安
時
代
史
事
典
』
（
一
九

九
四
年

古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
）
に
よ
る
。

（
４
）『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』〈
増
訂
版
〉（
二
〇
一
四
年
一
〇
月

吉
川
弘
文
館
）

（
５
）「
院
政
期
に
お
け
る
後
宮
の
変
化
と
そ
の
意
義
」（
『
日
本
史
研
究
』
四
〇
二

一
九
九
六
年
二
月
）

（
６
）
拙
稿
「
帝
紀
及
び
列
伝
に
見
る
『
今
鏡
』
の
時
代
区
分
意
識
」（
『
大
阪
夕
陽
丘
学
園
短
期
大
学
紀
要
』

六
一

二
〇
一
八
年
一
二
月
）
に
論
じ
た
。

（
７
）
加
納
重
文
氏
『
歴
史
物
語
の
思
想
』（
一
九
九
二
年
一
二
月

京
都
女
子
大
学
）
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【Abstract】 

 
Differences between depictions of the Empress 

 in the Imakagami and the Ōkagami 
 

OGASAWARA Aiko 
 
 
In the imperial genealogy of the Imakagami, many cases are narrated of 

empresses having prominent positions and influencing succession. Those 
empresses were considered as having been the favored mistresses of the 
former Emperor. Although the Imakagami explains the importance of their 
position in terms of the former Emperor’s favor, this portrayal cannot be 
found in the Ōkagami, a work that the Imakagami followed. This shows that 
it is a reflection of the cloistered government period described in the 
Imakagami. 
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◎ 鈴木 重周 （すずき・しげちか）

◎現職：成城大学グローカル研究センター 研究員、 研究員

◎専門：フランス文学、地域研究

◎業績：共著に、『混沌の共和国——「文明化の使命」の時代における渡世のディスクール』

（柳沢史明・江島泰子・吉澤英樹編、ナカニシヤ出版、 年 月／担当「第 章・郷愁

と愛国心——レオン・カーアン『ユダヤの生活』にみる第三共和政期のユダヤ系フランス人」

頁）。論文に、「フランスにおける「ユダヤ文学」——ジッドの『日記』を手がかりと

して」（『フランス語フランス文学研究』第 － 号、 年 月、 頁）、「ドレ

フュス事件期の反ユダヤ主義とジャーナリズム——ナントの日刊紙『ロワールの灯台』をめぐ

って」（『関東支部論集』日本フランス語フランス文学会、第 号、 年 月、 頁）

などがある。

◎ 永冨 真梨 （ながどみ・まり）

◎現職：同志社大学、摂南大学非常勤講師、 研究員

◎専門：アメリカ研究、音楽学

◎業績：主な学術論文に「日中戦争開始前後の日本における周縁的男性像 灰田勝彦のカ

ウボーイソング〈いとしの黒馬よ〉を例として」（『戦争社会学研究』第３巻、 年

月、 頁）、”

and the Crisis of Japanese Communists’ ”『同

志社アメリカ研究』第 号、 頁、共著に、『ポップミュージックを語る の視

点』（大和田俊之編、アルテスパブリッシング、 年 月／担当「第９章・カントリー

音楽研究の新潮流」 頁）などがある。

◎ 嵜本 圭子 （さきもと・けいこ）

◎現職：大阪市立大学大学院前期博士課程 年、 特別研究員

◎専門：文化資源学、観光学

◎実績：「中崎町の変遷と地域の人々の取り組み——「大阪の記憶」研究ノート」（ 報

告書、 年）がある。

◎ 堀 まどか （ほり・まどか）

◎大阪市立大学大学院文学研究科・准教授

◎国際日本研究、比較文化学

◎業績：著書に『「二重国籍」詩人・野口米次郎』（名古屋大学出版会、 年）、共著

に『ハンドブック 日本近代文学研究の方法』ひつじ書房、 年／担当「比較文

学」）、論文に「「特攻隊」とメディア・リテラシー：韓国の日本語教育の現場より」

（『世界の日本研究——国際的視野からの日本研究』国際日本文化研究センター編、

年）などがある。

（ⅶ）
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◎ 山本 真由子（やまもと・まゆこ）

◎大阪市立大学大学院文学研究科・准教授、 運営委員

◎専門：平安朝文学（特に漢詩文と和歌）

◎業績：論文に「源道済の詠紅葉蘆花の和歌と序をめぐって」（『国語国文』第 巻第

４号、 年）、「三条左大臣殿前栽歌合について―「遣水虫の宴」の趣向―」（『文学

史研究』第 号、 年）などがある。

◎ 小笠原 愛子（おがさわら・あいこ）

◎現職：大阪市立大学都市文化研究センター研究員、国立和歌山工業高等専門

学校非常勤講師、大阪夕陽丘学園高等学校非常勤講師

◎専門分野：中古の仮名散文（歴史物語）

◎業績：論文に「月の賀歌が言祝ぐ栄え ─『今鏡』彰子伝と『大鏡』穏子記事」（『大

阪夕陽丘学園短期大学紀要』 年 月、 ）、「帝紀及び列伝に見る『今鏡』

の時代区分意識」（『大阪夕陽丘学園短期大学紀要』 年 月、 ）、「『今

鏡』における天皇及び母后の崩御記事」（『大阪夕陽丘学園短期大学紀要』 年

月 ）などがある。

の崩御記事（大阪夕陽丘学園短期大学紀要 年 月）

◎ 永井 泉 （ながい・いずみ）

◎現職：大阪市立大学大学院後期博士課程、 特別研究員

◎専門分野：近代の詩歌（特に短歌、童謡）

◎業績：論文に「片山廣子の初期短歌におけるクリスティーナ・ロセッティ受容―『蜜

蜂』にみられる『ゴブリン・マーケット』の影響を中心に―」（『比較文学』第 号、

年）、「『コドモノクニ』における北原白秋と幼児の詩―作品と選評を読む―」

（『児童文学研究』第 号、 年）などがある。

◎ 草生 久嗣 （くさぶ・ひさつぐ）

◎ 大阪市立大学大学院文学研究科・教授、 所長

◎ 専門：西洋史学・ビザンツ史

◎ 業績：共著に『詳説世界史研究』（山川出版社、 年／担当「東ヨーロッパ世界の

成立」 頁）、論文に「越境する知をささえるもの―ビザンツの情報集積」（『中

央評論』第 号、 年、 頁）、「「ビザンツ」帝国の「ローマ人」 アイデンテ

ィティの射程 特集 中世のなかのローマ 」（『西洋中世研究』 号、 年、 頁）

などがある。

（ⅵ）
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第４回定例研究会

日時／令和二 年 月 日 火

◆シンポジウム（午前／午後）

「摂関期の和歌序について」

山本真由子（ 文・准教授／国語国文学・中古文学）「

「近代日本文学におけるフェアリーの受容：イメージと翻訳」（仮）

永井泉（ 特別研究員／本学大学院・国語国文学専修）近代

日本文学におけるフェ

「世界史叙述メディアの新地平――学習歴史漫画を超えて」

草生久嗣（ 文・教授／西洋史学）

「ドレフュス事件からみる「ユダヤ」と「文学」」

鈴木重周（成城大学グローカル研究センター ／ 研究員）

「世紀末フランスと女優の下克上――サラ・ベルナール研究から」

白田由樹（ 文・准教授／フランス語圏言語文化学）

「世紀末フランスと女優の下克上――サラ・ベルナール研究から」

「『今鏡』と『大鏡』における后妃描写の比較」（仮）」

小笠原愛子（ 研究員／国語国文学・中古文学）

◆総合討論および総括

（ⅳ）
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第３回定例研究会

日時／ 年 月 日 木

◆講演「日本文化史の再建から文学史の再編へ―――概念の重要性」

講師：鈴木貞美 先生（国際日本文化研究センター・総合研究大学院大学

名誉教授）

◆研究会（シンポジウム）

「アテナイの「過去」を書き換える――『アッティカ誌』（ ）の成立と受容」

竹内一博（ 研究員／神戸大学非常勤講師）

「日中における『聊斎志異』「画皮」の受容と変遷———近代の妖怪学の隆盛から現代

まで」 杜一葦（ 大学院文学研究院アジア都市文化学専攻）

「文学研究から文化研究へ――作品の読み方から考える「日本」社会の特性」

堀まどか（ 文化構想学部アジア文化コース准教授）

◆総合討論

（ⅲ）
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第２回定例研究会

日時／令和２ 年 月 日 水

◆講演「書き換えられた「エピローグ」― 大岡昇平『野火』の英訳現場から」

講師：片岡 真伊 （ロンドン大学 ）

◆研究会（シンポジウム）

「日本における西部劇イメージから記述する貫戦史：カウボーイ、カウガールを

事例として」 永冨真梨 （ 研究員／同志社大学、摂南大学非常勤講師）

「大阪市中心地域における訪日外国人観光客に対する地域の人たちの取り組み」

嵜本圭子（ 特別研究員／本学大学院・アジア都市文化学専攻）

◆総合討論

（ⅱ）
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【研究会報告】

文学研究科プロジェクト

「文学研究・文化研究の方法とグローバル展開を探る」

（「日本文学を世界文学として読む」第 弾）

第１回定例研究会

日時／令和元 年 月 日 火

◆講演「翻訳と文学研究：アメリカにおける日本研究の現状と方法」

講師：ロバート・ティアニー教授 （イリノイ州立大学アーバナシャン

ペーン校、東アジア言語文化および世界比較文学科）

◆総合討論

（ⅰ）
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重いと思ったが、次第に面白くなった。 

 

以上のような感想は、まさに「文化構想学」のめざしている目標を示唆している

と思います。つまり、「他者との共感を通した相互理解を促進し、「共生的社会の

基礎」を形づくるための、さまざまな知見や歴史意識を培い、社会の未来を作る

ために何が必要かを学生が主体的に考え始めていると感じます。また、「サハリ

ン」という地にまつわる記憶という、従来の学問分野からはこぼれ落ちてしまい

がちであった「文化的事象」をテーマにして、現代社会の課題にもつながる文化

を理解しようとしているともいえるでしょう。そして、このような学びの積み重

ねは、現代社会が抱える諸問題の解決に取り組み、二十一世紀型の成熟社会を文

化の面から担う人材の育成につながっていくのではないか、と期待するところ

です。 

 

４ おわりに 

 今回のプロジェクト「文学研究・文化研究の方法とグローバル展開を探る」

（「日本文学を世界文学として読む」第二弾）は、「文学」のもつ特質を意識的に

把握しながら、そして文化認識や歴史観の同時代的な現象を問題にする立場を

投影しながら、「文学」を中核にした研究や教育の可能性を考えてみることを目

指したものでした。文学研究の従来の学術方法やジャンル意識を超えて、未来に

むけて発信することを考えるとき、そして、国際的に展開していくための方法を

考えるとき、「文学研究」は「文化研究」に近づいていくのではないか、と私は

考えます。とくにあちこちで多文化社会が拡大している現在、「文学」研究の捉

えるべき射程や方法は、越境する複数領域の学問ジャンルと融合しており、その

重要性が増しています。 

 私の研究は、「文学研究」なのか、「文化研究」なのか、立ち位置や所属する学

術ジャンルがあいまいに見えるかもしれません。私自身は、自分の専門を「国際

日本研究」と説明するようにしていますが、これもわかりにくいかもしれません。

ただ、簡単にいうと、私自身が文化や歴史を考えるときに大切にしたいのは、「人

間」という個々人のレベルにまで視点を落として考えて眺めたい、ということで

す。人物研究や人間の記憶や体験に関する理解が、国境や文化の枠組を越えて共

感や理解を得る「鍵」になるのかも知れないと考えています。文学というものは、

人間の記憶や人間の生き方に一番近いところに位置しているのだろうと思いま

す。人々の生きている記憶、たぐりよせる記憶、過去から現在にまで繋がる時間

のなかで響いてくる記憶、そして、国民国家の集団的記憶にも関わり、思考方法

や倫理観や文化意識にまで影響を与えている記憶。このような、すべての記憶を

表象しうる「文学」は、まさに文化研究につながっているものであり、もっと大

きくいえば、文化研究や人文学研究の可能性を拓いていくと考えます。 
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2019 年秋に「日本事情１B」のクラスで、「サハリン」「人の移動」というテーマ

で講義をし、講義のあとには学生同士が議論しあう時間を設けたときの期末の

感想になります。）「サハリン」という地域について学ぶなかから、「国境を考え

る、人の移動を考える」というテーマのなかから、どのような問題意識を得たの

でしょうか。 

 

学生感想① 国境とは国と国の間にある線は、世界地図みたいに目で見える

ものだけではないことを学んだ。文化や言語、志向の他に人種という観点か

らも国境があることを理解した。人種といっても、ひとくくりにすることが

出来ず、土地や国籍、結婚、家庭、性別といった線引きによって、さらに人々

の国境が生まれている。 

 

学生感想② もともとの生まれは朝鮮とはいえサハリンで育ちながら、現在

の家族を置いてまで母国に帰りたいと願うのか、理解できなかった。（自分は、

引っ越しや留学の経験がなく、自分の故郷へ帰りたいという感情になったこ

とがないので、）なぜ故郷にこだわるのか、事情を調べ考察した。調べるうち

に、「外国人」として扱われるという苦悩を抱える人がいることが分かった。

これは現在にも繋がる問題である。さまざまな国のルーツをもつ人々はこれ

からどのように共存していけば良いのか、考えている。 

 

学生感想③ 国境紛争の課題について、この授業で調べるまでは対立してい

る事実しか知らず、何故対立しているのか、どのような点で争っているのか、

全く知らなかった。対立しているという点で見ると、両国とも自分の国の主

張が正しいと思うだろうが、争点などを整理して客観的に考えて見るとそう

でもないかもしれない。ただ、基本的な情報しか報道しないから、公平性を

保つのが難しい。各国の対立とは、それぞれの立場両方の意見を取り込み、

その上で自分の主観を交えずに客観的に判断しないと、どちらに正当性があ

るのかは見えてこないと分かった。 

 

学生感想④ 「異文化の受容能力」は、戦後の日本教育の賜物とも考えられ

る。（世代によっては、まだ「異文化の受容」が課題であるかもしれないが、

討議の結果、若い世代は異文化受容を当然視していると分かった。）現段階で

必要とされる、日本の国際化教育は「異文化の受容」ではなく、「自国の文化

理解を深めること」である。自分の文化や自国への無関心さが問題である。 

 

学生感想⑤ 「平和とは何か、どう定義するか」ということを話し合ったと

き、外国人留学生が「差別のない状態」だと言い、自分には思いつかない考

えだった。人とこのような話題について話し合ったりするのは、最初は気が
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本の「文学」のもつ可能性と独自性を文化の面から考えてみたい、それは「世界

文学」のなかで注目されうるもの、そこから日本文化の特徴をあぶり出せるもの、

という気持ちが強まりました。現在は、日本を中心とした「帰還／引揚げ」や「亡

命／難民」の問題とその記憶を問い直すという点に大きな関心をもっています。

いうまでもないことですが、日本語はかつて「世界語」「帝国語」であった時代

があり、「日本人」以外の人々にも共有され使用されてきました。それを意識す

る場合、最近では「日本語文学」「日本語圏文学」という言い方がされるように

なっています。そのような移動の歴史や移動する人間の記憶から、一国文学史観

を超えたアジア全体での共感やリアリティを共有できる日本の近現代文学の歴

史を考えて見ることを試みてみたいのです。（あるいは共有できないかもしれま

せんが、もし共有できないとすれば、どこに課題があるのかを考えながら、日本

語文学の問い直しを課題にしたいと思っています。） 

 

 

３．「文化構想学」科における教育活動をかんがえる 

 さて、このような私の研究や専門を、どのように教育活動に活かしていけるの

でしょうか。大阪市立大学の 2019 年 4 月新設「文化構想学」科の新学科特設サ

イトには、「文化を学び、現在を問い、社会のこれからを作る人になる」という

目標が掲げられています。 

 

・文化は創造力や感性を育むことで豊かな人間性を涵養するとともに、来た

るべき社会の新たな価値を創出し、他者との共感を通した相互理解を促進

することで、共生的社会の基礎を形作ります。 

・文化構想学科は、従来の学問分野からはこぼれ落ちてしまいがちな文化的

事象をも積極的に考察対象とすることで、現代社会で必要とされる文化へ

の深い理解を養います。 

・また、そうした深い知見に根ざしつつ、多様な文化的事象を社会のなかで

積極的に活用することで、現代社会が抱える諸問題の解決に取り組み、21

世紀型成熟社会を文化の面から担う人材を育てます。 

    （「文化構想学とは」(大阪市立大学ＨＰ) https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/cm/ (2018/9/1) 

 

このような目標のために、つまり、未来志向の「東アジア」のあり方を考える実

践的な「文化構想学」の教育のなかで、いったいどんなことが考えられるでしょ

うか。試行錯誤の最中なのですが、「文学研究」から「文化研究」へというテー

マは、現在の私の関わる教育活動の基軸になっているとつねに感じています。 

 

一例として、2019 年度の秋に授業のなかで扱った「サハリン」という場所の
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このような「文化研究」をおこなうときには、注意するべき二つの点があると

思っています。ひとつは、対象とする文化事象の時代性が考慮されなければなら

ないということ。それぞれの事象に、伝承、伝播、創造があり、そこの歴史をた

どる必要があります。つまり、概念史への眼差しといってもよいかもしれません。

何が、いつ、何に対して、言われているのかに注意深く迫り、文化を形成する個々

の基礎概念の形成過程を意識しておくことが重要です。もうひとつは、「文化」

という言葉の背後にある「国家」を意識しておくということです。何かの「文化」

が強調されるとき、そこには民族主義やナショナリズムが見え隠れすることを

念頭に置くべきであろうと思います。 

基本的には、私の関心は、文化形成が、人と人との会話と同様に一方通行では

なく、インタラクティブに進んでいるということであり、各国ごとに行われる文

化研究の国境を越えて、学術領域の境界をうちやぶって、多様な文化接触の連鎖

や、文化交渉の歴史の過程を明らかにしたいと考えています。そのためにも、こ

の二つの注意点は大事だと考えています。 

さて、もともとの私自身の興味のあり方が人間の移動とその記憶であり、とく

にアイデンティティの問題でありましたので、最近は、C） 戦前戦後の日本語文

学の研究を自分の研究の今後との柱のひとつと考えています。これは、私の研究

のなかでは、国民国家の集団的記憶、「居心地の悪さ」を考える研究でもあり、

文学作品を素材にしながらも、より文化研究へ向かっている自覚があります。じ

つは、もともと野口米次郎の研究を始めた端緒は、アメリカへの初期日本人移民

と、1900 年代の渡米奨励論、女性向け渡米奨励論、政治家たちの殖民論のズレ

に関心をもったことでした。そこで野口米次郎という詩人に出逢って、彼の再評

価に挑戦することを試みてきたのです。しかし「境界者」をテーマにする場合、

アジアも視野にもいれなければ、近現代の「日本」の実像は語れないと感じてい

ました。野口米次郎の伝記『「二重国籍」詩人 野口米次郎』を書いた後、二年半

ほど韓国で日本語・日本文化について教える機会を得ました。 

韓国の教育現場では、自分が知らず知らずに持っていた文化や認識を新しい

形で突きつけられることの連続で、学問上のジャンル意識が完全に崩壊しまし

た。学問領域や専門性という意識を離れて、ひろく「文化」を考えていきたいと

思うようになりました。これは以前に事例をあげて書いたことがあるのですが、

ひとつの作品の読み方には、ある文化圏のなかで独自に共有される方法や法則

があって一概に「共感」を誘えるわけではない場合があります。また、そのよう

な法則に縛られない「共有」「共感」を生む場合もあります。どういうときに、

それが起こるのか。ある文化圏内には、読み方の癖や法則、文脈のとりかたや、

その理解の背景となる標準的規範があり、それは美意識や詩学や宗教観にも繋

がっていくことです。文学の成立、文学の作られ方、文学の読まれ方などを意識

していく場合、それは「文化」研究のほうに近づきます。 

海外で教えたことで、私にとって学問上の境界は完全に融解したのですが、日
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争責任」という評価の轍が長くつづいていたため、ということになるでしょう。

野口米次郎は、日本の詩歌の特徴を「沈黙の美学」として説明し、自分でも英詩

を書いたのですが、その言論は、詩や俳句の解説だけでなく、能楽、茶道、日本

の美術などにも関わっています。従来の研究では、彼の日本文壇における貢献や

日本語での活動についてはほとんど研究がありませんでした。また日中戦争勃

発時にインドのノーベル文学賞作家・タゴールと論争になったということは「知

る人ぞ知る」事実でしたが、タゴール以外のインドとの関わりや、野口の戦争詩

や戦時協力にいたる中身（公的な活動の表面や、個人的な葛藤と挫折の表現）に

ついては明らかにされないままでした。これらを現在の視点から見直してみる

ことは、過去の歴史を学ぶことだけではなく、じつは、現在を理解し再考してみ

ることにも繋がります。 

私が試行錯誤の研究過程でつねに意識していたのは、二つの座標軸を見失わ

ないようにすること。ひとつは、詩学の文化伝統に目配せする日本文化研究や日

本文学研究の側からの縦軸のアプローチで、もうひとつが、象徴主義やモダニズ

ムなどの国際的同時性に着目する横軸です。この詩人に限ったことではないの

ですが、ひとりの人間の「生」は、とくに「境界者」といえるような人物の足跡

をたどるためには、こういった幾つかの座標軸を考える必要があると思います。

つまり、野口米次郎というひとりの詩人の人生を追いかけるためには、日本文

学・英文学といった個々の学問領域を超えて、文化全般、さらには思想全般の国

際的、国内的な動向とを関連づけて考察する立場が必須となり、学芸ジャンルの

領域を横断する視点が、必要不可欠になっていました。 

 現在は、野口米次郎だけに関心があるのではなく、野口米次郎の周辺の人物や、

また、野口のように「境界性」を意識した人間、移動する人間の生活と意識に、

全般的に関心があります。 

私の研究の二つめの柱としては、B）文化・芸術・文学の理解をふかめる文化

研究ということがあります。どのように国外発信され、それがまた国内で再構築

され、「伝統」の再生産・創造がおきるのか、という文化形成に関する研究です。

さきほど触れました野口米次郎という詩人は、詩作にとどまることなく、日本美

術や浮世絵、能・狂言の海外への紹介者としても国際的に活躍していて、彼の人

生を追おうとすれば、その仕事が海外のジャポニスムにどのように働きかけ、ど

のような役割を担ったのかについて考察を試みることと不可欠でした。そのた

め、詩人の研究をする試みは、文化研究や文化交流史のほうに近づきます。たと

えば、野口米次郎による能の紹介は、それまでの外国人紹介者と比較してどのよ

うに異なる要素があったのか。野口米次郎はモダニズム芸術の観点やモダニス

ト演出家たちの言論を意識して、能を紹介していますが、その中身がどのような

ものなのか、といったことです。このような、能に関する野口の著作を検討して

いくと、そのすべてが彼の詩人としての詩学の実践であり、かつ国際的モダニズ

ム芸術の志向性と密接に関連していたことがわかりました。 
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です。 

大阪市立大学文学部に新設された文化構想学のなかで、私の所属する「アジア

文化コース」で掲げている学びのキーワードは、「地域」「共生」「比較」であり、

「アジアの文化的ダイナミズム」というテーマに迫ることになっています。そこ

では、日本を含めたアジアに対する深い理解と共感、現代の文化状況への鋭い感

性、文化にアプローチするための専門的知識を養うことをうたっています。所属

する教員それぞれが、さまざまな方法でこのテーマについての研究・教育を行っ

ているのですが、私自身は、日本社会を国際的な観点からを眺めるという点で研

究・教育活動をおこなっています。とくに「人の移動」と「境界」を考えるとい

うことを自分の核となるテーマとして位置づけています。 

本稿では、私のこれまでの研究を振り返り、現在の研究について概略を示し、

文化構想学科の教育のなかでの今後の方向性をかんがえてみたいと思います。 

 

２．これまでの研究、これからの研究 

私自身の研究は、おおきく次のような三つの柱に区分できます。 

A） 境界者・移動する人間の理解と再評価 

B） 文化・芸術・文学の理解をふかめる文化研究 

   C） 戦前戦後の日本語文学の研究 

 

私が大切にしたいのは、「Border」（境界／周縁）からの視点や視角を意識する

ことで、いままで見えていた自分の世界観に変化が起こせるのではないか、とい

うことです。 

まず、A) 境界者・移動する人間の理解と再評価ですが、私がライフワークと

して研究しているのが、バイリンガル詩人・野口米次郎で、おもにその研究を軸

に、彼の周辺の文化人や詩人たちに注目してきました。野口米次郎は、日本語と

英語で執筆して、２０世紀初頭には英語圏でも日本文壇でも名を知られていた

国際派詩人です。このような人物を扱うためには、「一国文学史」観ではない国

際的視野を意識しなければならず、また個々の流派の文学史観から文芸・文化の

全体像を見わたす必要がありました。さらに、この人物を探ることが、近代の国

際的な潮流の中に内在した「近代」を乗り越える価値創造（地域に根ざす伝統・

文化の再発見、古典評価など）の過程を、考えることにも繋がりました。 

どうして 20 世紀転換期にアジアの片隅にすぎない日本の一若者の英詩が、ア

メリカやイギリスで評価され得たのか、どうして現在では批判されて忘却され

ているのか、といったごくシンプルな問いから、この人物の研究が始まりました。

結論からいうと、まず、東西の詩学が融合して刺激し合った時代、それぞれの地

域文化のなかの神秘主義の精神世界が注目されていた時代に、野口米次郎のよ

うな東洋からの詩人が注目されたということ。そして、敗戦直後の「文学者の戦
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理思想』18 号 pp.27-40 

西村幸夫編著（2006）『路地からのまちづくり』 学芸出版社 

西村幸夫 （2009）『観光まちづくり まち自慢からはじまる地域マネジメント』 学芸出版社 

西村幸夫（2017）『まちを読み解く―景観・歴史・地域づくり―』 朝倉書店 

橋爪紳也編（2004）『大阪 新・長屋暮らしのすすめ』 太洋社 

前田陽子・瀬田史彦（2012）「中崎地区における新しい店舗と既存コミュニティの関係に関する一考察－長屋

再生型店舗の集積形成プロセスと地元住民の関係性に着目して」『公益社団法人日本都市計画学会  都市

計画論文集』vol.47 No3 pp.559-564 

脇田祥尚（2011）「コンバージョンによる長屋と路地の空間更新 中崎町界隈（大阪市北区）を事例として」『日

本建築学会計画論文集」第 76 巻 第 660 号 pp.28 

7-294 

 

参考資料 

『大阪人』 vol.60 2006 年 12 月号 財団法人大阪都市協会 

大阪市立済美小学校（1966）『大阪市立済美小学校 創立 50 周年記念誌』創立 50 周年記念事業委員会 

大阪市立済美小学校（1976）『大阪市立済美小学校 創立 60 周年記念誌』大阪市立済美小学校創立 60 周

年記念誌編集委員会 

大阪市立済美小学校（1986）『大阪市立済美小学校 創立 80 周年記念誌』大阪市立済美小学校創立 80 周

年記念事業委員会 

済美地域社会福祉協議会（2018）『済美ふるさとプラン～やっぱり済美がいいな…をめざして～』  大阪市北

区役所 社会福祉法人 大阪市北区社会福祉協議会 

済美連合振興町会編（2016）『済美の人 街なみ 暮らし OLD & NEW』 済美連合振興町会 
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（日本語訳） 

中崎町の路地は住民が暮らす所なので最大限の配慮が必要である。 

中崎町は観光地である前に、人が暮らす住宅路地である。 

だからなのか、路地ごとに人は多いが、静かな雰囲気である。 

https://limsee.com/430（最終閲覧 2020 年 2 月 28 日） 

 

おわりに 

中崎町を訪れている来街者は、商業店舗だけに魅力を感じているのでは

なく、もともと住民が住んできた古い町並みにもひかれてやってきている。

中崎町のイメージとなっている「レトロなまち」、町家や長屋を改装したカ

フェ、雑貨店、古着店などの店舗だけでなく、地域住民が暮らす町並み自

体が人々を引き付けている。インタビューやブログにより、ブログや SNS

を見て中崎町に訪れ、また自分も写真を撮り SNS にアップする目的で訪れ

ている人もいれば、日本の文化を知ることを楽しみに、人びとが生活する

地域として中崎町を訪れている人もいることが観察された。また、中崎町

においては、来街者は人が暮らすところを訪れているということで、地域

に暮らす人に迷惑にならないように気を使う訪問者もいるということが明

らかになった。中崎町は、地域の人々が暮らすところに店舗が増え、来街

者が増加していることから、地域の人々や店舗関係者も来街者に対して

様々な取り組みをしているが、来街者の側からも、ブログや SNS を通じて

よりよい関係づくりにつながる意識を持つようになることが期待される。 

 

 

参考文献 

岩崎信彦・鰺坂学・上田惟一・高木正朗・広原盛明・吉原直樹編（2013）『増補版 町内会の研究』お茶の水

書房 

上田和弘・神野直彦・西村幸夫・間宮陽介編（2005）『都市の再生を考える 第 3巻 都市の個性と市民生活』

岩波書店 

キーナー・ヨハネス（2015）「場所の磁場を生みだすリノベーション : 大阪市北区中崎町界隈の事例から (特

集 都市大阪の磁場 : 変貌するまちの今を読み解く)」『市政研究』 186、pp. 54-65 大阪市政調査会 

熊谷亮平・稲坂晃義・濱定史・渡邊史郎（2016）「住商混在型木密地域におけるリノベーション構法とその集

積効果」『住総研 研究論文集』No.４３、２０１６年版 pp.23-34 

財団法人大阪都市協会編（1980）『北区史』 北区制 100 周年記念事業実行委員会 

篠田なつき・松村暢彦・成美邦碩(2008)「密集市街地における住居コンバージョン店舗集積地区の空間印象

評価に関する研究―大阪市中崎地区を事例として―」『(社）日本都市計画学会 都市計画論文集 No.43-3 

pp.433-438 

谷直樹・竹原義二編著（2013）『いきている長屋  大阪市大モデルの構築』  大阪公立大学共同出版会

（OMUP） 

中道陽香（2015）「隠れ家的な街としての大阪・中崎町の生成―古着店集積を事例にして―」『空間・社会・地
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注意することなどについては日本に行った人の SNS で知り、学んでい

きます。日本に来る時には、SNS、日本に行ったことのある人の話、ウ

ェブサイト、ガイドブックなどを参考にします。 

 

日本へのリピーターで、日本に住む中国人のインフルエンサーの推奨に

より、日本の文化を楽しんだり、地元の人が訪れる場所へ訪問し、地元の

人の生活を垣間見たり、地元の人と接することを楽しみにしている外国人

旅行者もいる。日本と中国においてマナーが違うことを承知しており、自

分の行動やふるまいが日本人に不快感を与えないように気を付けて行動し

ている。日本でのマナーや日本人に対する態度など、積極的に学び、日本

での体験に活かそうとしている。 

 

韓国語の中崎町についてのブログでも、以下のように住宅の写真ととも

に、住民に対する配慮を呼びかけるコメントがされているものもある。 

 

 

 図２ 韓国語のブログに掲載されていた住民が暮らすところという写真 

 

（原文） 
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  図１ (原文)Salon de Amanto is a 1880s-era artist-run cafe and community 

center. Credit Andrew Faulk for The New York Times 

(訳)「Salon de AManTo 天人」は 1880 年代のアーティストが経営するカフ

ェ・コミュニティセンターAndrew Faulk が The New York Times に提供。 

出典：The New York Times ホームページ「36 Hours in Osaka, Japan」 

https://www.nytimes.com/interactive/2017/11/16/travel/what-to-do- 

36-hours-in-osaka-japan.html（最終閲覧 2020 年 2 月 28 日） 

 

 The New York Times のホームページにおいても、中崎町は狭い路地と木

造住宅、そこにある木造住宅の「レトロ」な店が街の魅力として取り上げ

られている。 

 

ケースⅣ 中国上海からの 37 歳 男性に 2019 年 10 月 16 日 19：00～ 

に聞き取りを行った。個人手配旅行できていて、中崎町にはインフルエ

ンサーの勧めで来ました。今日は中崎町をぶらぶらして、当地の人しか

見られない景色を見られて幸せでした。地元の人の生活が見えるとこ

ろで興味深かった。人びとの普段の生活の様子や日常の営みを見るこ

とが好きです。日本へは 5 回目、2 回は九州へ行き、大阪へは 3 回目で

す。個人旅行で来る人は、手配など大変ですが、それでも来たいという

ことは、本当に日本に興味があって来たい人が来るということだと思

います。 

地元の人や、店員、お客さんと交流したいですが、英語を流ちょうに

話せる日本人は少ないため交流は難しいと思いました。しかし、日本に

来ると皆さん親切で、歓迎してもらっていると感じます。日本人は礼儀

を重視する人々なので、日本人の皆さんが気を悪くしないように気を

使い、失礼にならないように気を付けています。日本のマナーや日本で



-  36  -

6 
 

Friday 

1) 4 P.M. NEIGHBORHOOD FINDS 

Acquaint yourself with a little-known side of Osaka in 

Nakazakicho, a rare neighborhood of narrow lanes and wooden 

houses that survived the air raids of World War II and decades 

of urbanization that followed. Now innovative locals have 

transformed many long-neglected buildings into creative spaces 

like Salon de Amanto, an artist-run cafe and community center 

that hosts lectures and performances in a creaky tenement from 

the 1880s. Around the corner, wade through piles of vintage 

clothes and kitschy zakka (life-improving miscellany) at Green 

Pepe. Scope out contemporary art exhibits at Atelier Sangatsu, a 

gallery beside a colorful graffiti wall. Shop for wearable art 

at Hanane T-shirt Living, or scoop up rare Care Bears from the 

wacky collection at Select Shop Tenten. Finally, recharge at 

Utena Kissaten, a retro coffee shop in a well-preserved 

traditional wooden house. 

 

  （日本語訳） 

日本の大阪での 36 時間 

2017 年 11 月 16 日 INGRID K. WILLIAMS  

金曜日 

1）午後 4 時 近所での発見 

第二次世界大戦の空襲とその後数十年の都市化にも生き残った、狭い

路地と木造住宅が残るめったにない地域、中崎町で、大阪のあまり知ら

れていない面に触れてみよう。現在、革新的な人々は、「Salon de AManTo

天人」のように、多くの、長い間放置されていた建物をクリエイティブ

な空間に変身させた。「Salon de AManTo 天人」は、アーティストが経

営するカフェであり、コミュニティセンターで、1880 年代に建てられ

たきしむ借家でレクチャーやパフォーマンスを開催している。すぐ近

くの「グリーンペペ」で古着の山とキッチュな zakka（生活を向上させ

る雑貨）をくぐりぬけ、カラフルな落書きのある壁の横のギャラリー、

「アトリエ三月」で現代アートの展示を見よう。「花音 hanane t-shirt 

living」で着られるアートを買ったり、セレクトショップ「tenten」で

奇抜なコレクションからレアなケアベアを手に入れよう。最後に、保存

状態の良い伝統的な木造住宅のレトロなコーヒーショップ、「うてな喫

茶店」で充電しよう。 
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は写真スポット(photo zone)です。 

 

 中崎町は韓国の SNS で人気の写真スポットとなっており、自分も写真を

撮って SNS に上げるそうであるが、地域の人たちとの触れ合いも望んでい

るとのことであった。 

 

ケースⅡ 古民家改装カフェにて香港からの 30 代カップルに 2019 年

2月 27日 17：30～聞き取りを行った。中崎町にはふらっと来て、この

お店については知らなかったが、ぶらぶら歩いていてこの店に入って

みました。大阪は初めてで、6 日間滞在します。これまでで良かったの

は、滞在している大国町近くのとても年配のご夫婦がやっている古い

レストランです。雰囲気がとてもよかった。大阪にはミュージアムが少

なく、街中のアートスポットも少ないと思います。私たちはショッピン

グのために来たのではありません。ふつう香港からの観光客は京都に

行きますが、私たちはゆっくりしたいので大阪だけです。その街の文化

を知りたいので、そのためにはゆっくりすることが大事です。香港と台

湾には、古くからの文化が生きています。文化を大事にしています。 

 

京都などの有名観光スポットやショッピングに興味があるのではなく、

その街の文化を理解したいという人も中崎町を訪れている。 

 

ケースⅢ 古民家改装カフェにてアメリカ合衆国からの 30代カップル

と 2 歳の子ども、20 代カップルに 2019 年 9 月 11 日 18：15～に聞き取

りを行った。個人旅行で来ています。中崎町には、New York Times で

このカフェと近所を見てきました。古い町並みの雰囲気のイメージが

良いと思い来ました。日本へは 4 回目、大阪へは初めてです。文化と食

べ物を楽しみに来ました。中崎町の地元の人、店員さん、来街者と触れ

合いたいと思います。旅行中に日本人と触れ合いました。日本にはまた

ぜひ来たいです。 

 

日本へのリピーターで、大阪に文化と食べ物を楽しみに、日本人とも触

れ合いたいと思って来ているアメリカ人旅行者も中崎町を訪れている。 

 

※The New York Times のホームページで、大阪を紹介する記事の中に、

以下のとおり中崎町についての記述が見つかった。 

 

（原文） 

36 Hours in Osaka, Japan 

By INGRID K. WILLIAMS NOV. 16, 2017 
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ている。12 月には『大阪人』にて「中崎町的なるもの」と題して中崎町の

特集が組まれている。2012 年 10 月には生活情報誌『CREA』に「レトロな中

崎町」として書かれている。2017 年 8 月には『女性自身』にも「大阪おん

な旅 新３大名所巡り」という記事で新３大名所に中崎町が取り上げられ

ている。2018 年 7 月には『関西ウォーカー』で、「NMB48 渋谷凪咲が発見！

＃かわいい関西 7 回・かわいいを探しにレトロな中崎町へ」という記事が

ある。「レトロ」と共に「かわいい」イメージで記事が書かれている。2019

年 1 月には『セブンティーン』にて、「OSAKA Seventeen 大阪めっちゃガ

イド！」の中に中崎町も取り上げられており、さらに 2019 年 2 月には『EX

大衆』において、「うちらがオモロイ場所連れてってあげる！NMB48 と行く

ッ！OSAKA ふしぎ発見ツアー65 回・まるで昭和へタイムスリップ！情緒あ

る長屋のカフェ巡り 中崎町」との記事がある。 

中崎町は、雑誌において「レトロなまち」というイメージが定着してい

る。旅行雑誌や街歩き雑誌にも取り上げられているが、それ以外の雑誌で

ある芸能誌やファッション誌、ライフスタイル誌の中でも多く取り上げら

れるようになっている。 

 

では、ブログやＳＮＳでは、中崎町はどのように取り上げられているの

だろうか。 2019 年 12 月 7 日時点でのインスタグラムにおける「＃

nakazakicho」は 4.9 万件の投稿があり、「＃nakazakicho café」は 1,000

件以上の投稿がある。日本語、英語、韓国語、フランス語、タイ語などで

投稿されている。 

ブログやＳＮＳ等では、中崎町の風景と、風景を背景に本人が映ったも

の、食べ物店や食べ物、雑貨などを紹介したものが主である。 

 

４.中崎町を訪れている外国人旅行者の意識 

中崎町を訪れている外国人旅行者は、どのような情報をもとに、何に惹

かれ、何を目当てに訪れているのであろうか。また、店舗の従業員や地域

の住民に対し、どのような意識を持っているのであろうか。韓国からの旅

行者、香港からの旅行者、アメリカ合衆国からの旅行者、中国からの旅行

者にインタビューを行った。なお、旅行者に対するインタビューは英語に

より行い、筆者が翻訳し、要約した。英語のホームページ記事は筆者が翻

訳、韓国語のブログ等は筆者の韓国語ができる知人が訳したものを筆者が

文章化した。 

 

ケースⅠ 中崎西１丁目の路地にて韓国、ソウルからの 20 歳男性 4 人

組に 2019 年 2 月 25 日 11：30～、聞き取りをおこなった。中崎町へは、

インターネット、SNS を見て来ました。目的は、カフェや良い雰囲気

（good mood）のためです。中崎町について印象に残る言葉やイメージ
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前田・瀬田（2012）は、中崎地区8には「戦前の木造建物が相当数残存し

ており、長年住み続けている地元住民間には相互扶助的なコミュニティが

存在して」おり、他方で「住宅から店舗へのコンバージョン」が 2000 年ご

ろから急増しており、その過程において来街者が増加し、まちの「ブラン

ド化、観光地化」がなされていると述べている。「梅田のすぐ隣で『自己実

現の装置としての長屋』再生が試みられた結果現れた、レトロでスローな

『心ほどけるまち』の空気感や『レトロかわいい隠れ家ショップ』」などを

特徴とする「中崎町的なるもの」という地域イメージのブランドとしての

確立のもとで「流動的なまちの営みが続いて」おり、そのなかで、地域と

の関りを深めようとする店舗関係者は、地元コミュニティにとって望まし

いと述べている。そのうえで、「『中崎町的なるもの』の魅力は、長屋再生、

すなわち古くからの住宅地というベースがあってこそであり、この魅力を

維持していくには、店舗経営者が防犯・防災・清掃等生活レベルの協力を

していくことが重要である。」と、店舗経営者が地域活動をしていくことの

重要性を述べている。また、「今後は急増するマンション住民と地元住民、

そして店舗経営者との関係性について分析する必要がある」とも指摘して

いる。 

以上のように、中崎町においては、古い建物を改装した店舗によるまち

のイメージにより、来街者が増え、また地域に根付いて活動する店舗経営

者もいる。さらに、最近、古くからの街並みと店舗を訪れる訪日外国人を

含む来街者が増加している。 

 

３．中崎町についてのメディアでの取り上げられ方 

中崎町は雑誌記事においてどのように取り上げられてきたのであろうか。

大宅壮一文庫雑誌記事牽引検索 Web 版において 2020 年 2 月 28 日時点での

「中崎町」での検索結果は 43 件であり、一番古いものは 2001 年 11 月『日

経トレンディ』において、「Street Watching 大阪 中崎町 若い店主が町

家を改造 ポスト梅田の注目スポット」であった。以降取り上げられる雑

誌が増えていく。2002 年 6 月には大阪ガス(株) エネルギー・文化研究所

発行の情報誌『CEL』にて、「“創造都市”の時代へ“創造都市”への取り組

み 再生の実験タウン『中崎町』」、2002 年 11 月には『大阪人』で、「町屋・

喫茶・文化考 記憶、そして再生 中崎町物語（大阪市北区）よみがえる

北の長屋まち」として再生のまちとして取り上げられている。2004 年には、

『関西ウォーカー』で、「この街がくるっ！新レトロエリアを行く！町家や

古ビルの最新スタイルに注目！」として近隣地域と共に「レトロ」という

イメージで紹介されている。2006 年には 10 月には『Hanako WEST』の「全

大阪ガイド 今、一番旬なお店をナビゲート」という記事に中崎町も入っ

 
8 前田・瀬田は、論文中で、中崎 1 丁目、中崎 2 丁目、中崎 3 丁目、中崎西 1 丁目、中崎西 2 丁

目、中崎西 3 丁目、中崎西 4 丁目を「中崎地区」と記している。  
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地下鉄谷町線中崎町駅があることもあり、新聞 4、雑誌5インターネット 6

等、メディアにおいてもおおむね古くからの町名である「中崎町」と呼ば

れ、人々にも認知されている。大正 13（1925）年の改正により、中崎町と

いう町名が誕生した。昭和 53（1978）年に実施された新住居表示により、

中崎へと町名が変わり、現在は中崎町という地名はなく、中崎 1～3 丁目、

中崎西 1～4 丁目となっている7。 

連合振興町会等の地域活動においては、上記に加えて旧済美小学校区で

ある万歳町、扇町 2 丁目 5 番、6 番と合わせて済美地域と呼ばれる。本論

文においては、地域での呼び方に倣い、済美地域を中崎町と位置付ける。  

 

２．中崎町についての先行研究 

中崎町における、戦前から残る町屋・長屋の再生型店舗の集積形成と、

またそれが地域にもたらす影響についての先行研究は、地理学から論じた

もの（キーナー、中道）、建築学から論じたもの（熊谷他）、都市計画から

論じたもの（前田他）などがある。 

キーナー(2015)は、中崎町におけるリノベーションが地域のイメージを

「こじゃれたレトロタウン」に変え、経済的活動の磁場を生み、裕福な経

営者を招いていると論じている。 

中道（2015）は、中崎町への古着店の集積が、「一部の人だけに知られた、

落ち着いて過ごせる場所」という隠れ家的な街と古着店の居心地の良さに

より起こっており、そのイメージがさらに人や店を呼ぶことにつながって

いくと述べている。 

熊谷・稲坂・濱・渡辺（2016）は、「既存建築の改修による更新が地域内

に増加することにより、街の景観やコミュニティの改善、居住者や来街者

の属性などの変化をもたらすことをリノベーションの集積効果と定義」し

たうえで、「中崎町は極度に集積が進行しており、またカフェを中心とした

店舗用途が多」く、「このような同種用途の集積は地区全体を特徴づけてお

り、多数の来街者が訪れるメリットもあり、半ば観光化した地区となって

いる」と述べている。 

 
4  たとえば、2018 年 2 月 26 日、日経 MJ「大阪・梅田駅から歩いて 15 分、中崎町、『都会の昭

和』好きやねん、長屋に個性派ショップ、若者集う。」との見出しで中崎町が紹介されている。

また、2019 年 03 月 28 日、朝日新聞夕刊でも「最新の韓国アニメ、特集上映 大阪・中崎町で

来月 6～10 日」との記事がある。  
5  たとえば、『SAVVY 2018 June』では、「梅田の新しい・おいしい！中崎町 梅田 北浜」とい

うタイトルで、お店が紹介されている。  
6  たとえば、キナリノというウェブサイトでは、「レトロな町並み散策へ☆注目スポット大阪中
崎町の隠れ家カフェ 9 選」として、中崎町のカフェが紹介されている。

https://kinarino.jp/cat4-%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%A1/10001-%E3%83%AC%E3%83%88%E3%83%AD

%E3%81%AA%E7%94%BA%E4%B8%A6%E3%81%BF%E6%95%A3%E7%AD%96%E3%81%B8%E2%98%86%E6%B3%A8%E7%9

B%AE%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%83%E3%83%88%E5%A4%A7%E9%98%AA%E4%B8%AD%E5%B4%8E%E7%94%BA%

E3%81%AE%E9%9A%A0%E3%82%8C%E5%AE%B6%E3%82%AB%E3%83%95%E3%82%A79%E9%81%B8(最終閲覧 2020

年 2 月 28 日) 
7 財団法人大阪都市協会編（1980）『北区史』pp.525－526 
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外国人旅行者の意識からとらえた 

中崎町のイメージ形成 

嵜本 圭子 

 

（要約文） 

 中崎町は戦前からの路地と古い木造住宅が残り、古い建物を改修した店

舗と共にメディアなどによって取り上げられ、外国人を含む来街者が増加

している。中崎町のイメージはどのように形成されてきたのか、中崎町を

訪れる人はどのようなイメージにより、何を目的に訪れているのか考察し

た。 

 

はじめに 

 大阪市北区中崎町は、大阪市の中心である梅田のすぐ近くに位置しなが

ら、戦前からの路地と古い木造住宅のある街並みが残り、レトロなまちと

してメディアにも取り上げられ、多くの人が訪れている。中崎町を訪れる

人々は何に惹かれ中崎町を訪れているのであろうか。近年、中崎町には外

国人旅行者も多く訪れ、中崎町のイメージの形成にもかかわってきている。

それがどのように形成されているのか考察する。 

 

１．中崎町の概要 

中崎町は、JR 大阪駅、阪急、阪神のターミナル駅がある梅田から徒歩約

10 分という都心近くでありながら、戦前からの街並みが残る。江戸時代、

一帯は大坂三郷の外側で、田畑が広がっていた。明治後期から大正にかけ

市街化され、畦道や運河がそのまま通りや路地に姿を変え、長屋の町が広

がっていった1。昭和 20（1945）年の大阪大空襲で旧北区は 44.2％が消失

したなかで、全域が被害にあった万歳町を除き、中崎町は焼け残った 2。昭

和 40（1965）年頃は、金属工場、製麺工場、メリヤス店、ガラス店、印刷

会社など町工場も多く、住宅地や市場など、賑わいのある地域であった3。 

 
1 橋爪紳也編（2004） 『大阪 新・長屋暮らしのすすめ』p.35 
2 財団法人大阪都市協会編（1980）『北区史』p.173、済美連合振興町会編（2016）『済美の人 街

なみ 暮らし OLD & NEW』p.31 
3 済美連合振興町会編（2016）『済美の人 街なみ 暮らし OLD & NEW』、大阪市立済美小学校

（1966）『大阪市立済美小学校 50 周年記念誌』 
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る 都 会 へ 戻 る こ と を 懇 願 す る こ と で 、 一 家 の 稼 ぎ 手 と し

て の 男 性 の 役 割 と 、 そ の 稼 ぎ で 消 費 生 活 を 営 む い わ ば 従

属 的 な 女 性 の 役 割 を 補 完 し て い る と も 読 み 取 る こ と が で

き る 。 池 の 「 ボ タ ン と リ ボ ン 」 の 女 性 は 、 結 果 的 に 男 女

の 既 存 の 性 役 割 に 従 う の で あ っ た 。  

同 時 期 、 敗 戦 と 連 合 国 軍 の 占 領 に よ っ て 女 性 化 さ れ

た 日 本 で は 、 女 性 は 、 フ ァ シ ズ ム か ら ア メ リ カ が 率 い る

連 合 国 に よ っ て 救 わ れ た 、 先 の 戦 争 の 妥 当 性 を 示 す シ ン

ボ ル と し て 、 そ し て 、 新 し い 日 本 の 希 望 を 示 す 象 徴 と し

て 機 能 し た た め 、 い わ ば 男 性 的 な 象 徴 で あ る 想 像 上 の 西

部 、 も し く は フ ロ ン テ ィ ア で カ ウ ガ ー ル を 演 じ る こ と が

で き た の か も し れ な い 。  

 

３ .お わ り に  

本 報 告 書 で 見 て き た よ う に 、 「 い と し の 黒 馬 よ 」 と

「 ボ タ ン と リ ボ ン 」 で は 、 戦 前 に は 「 西 部 」 が 女 性 的 な

男 性 に よ っ て 歌 わ れ た と い う こ と と 、 戦 後 は 男 性 的 な 女

性 に よ っ て 歌 わ れ た と い う 違 い が あ る 。 し か し 、 類 似 点

も 確 認 で き る 。 例 え ば 、 灰 田 は 日 系 人 で あ り 、 女 性 的 な

声 を 特 徴 と し 、 日 本 純 血 の 男 性 と 比 べ る と 周 縁 的 な 存 在

で あ る 。 ま た 、 池 真 理 子 は 、 女 性 で あ る と い う 時 点 で 、

国 家 の 舵 取 り を す る 男 性 と 比 べ れ ば 周 縁 的 な 存 在 で あ る

し 、 宝 塚 女 優 で あ り 、 活 発 的 な 女 性 を 体 現 す る こ と を 許

さ れ た 、 一 般 女 性 に 与 え ら れ た 既 存 の ジ ェ ン ダ ー 規 範 を

刺 激 す る 存 在 だ っ た 。 つ ま り 、 ア メ リ カ の 西 部 、 い わ ば

粗 野 で 未 発 達 な 前 近 代 的 か つ 、 近 代 的 な 未 来 を 夢 見 る 想

像 の 場 を 成 立 さ せ る カ ウ ボ ー イ や カ ウ ガ ー ル は 、 戦 前 戦

後 を 通 し て 、 男 性 中 心 的 で 中 産 階 級 的 な 近 代 国 家 に お い

て 周 縁 化 さ れ た 主 体 に よ っ て の み 具 現 化 さ れ る こ と が 可

能 だ っ た と い う こ と と も 言 え る の か も し れ な い 。  

こ の 戦 争 を 通 し た 類 似 点 は 、 ア ン ド リ ュ ー ・ ゴ ー ド

ン 、 中 村 政 則 、 成 田 龍 一 な ど が 論 じ て い る よ う 、 戦 後 に

お け る 様 々 な 問 題 が 戦 前 か ら 続 く 近 代 や 近 代 へ の 欲 望 に

原 点 を 持 つ こ と を 裏 付 け て い る 。 ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 の 貫 戦

史 的 な 叙 述 に よ っ て 、 近 代 へ の 欲 望 が ど の よ う に 「 あ た

り ま え 」 な も の と し て ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 を 通 し て 機 能 し て

い た か を 更 に 批 判 す る こ と へ と 繋 が る こ と を 願 う 。  
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男 性 俳 優 の ボ ッ ブ ・ ホ ー プ が 歌 っ て い る 「 ボ タ ン ズ ・ ア

ン ド ・ バ ウ ズ (B u t t o n s  a n d  B o w s )」 と い う 曲 の カ バ ー で

あ る 。 ダ イ ナ ・ シ ョ ア と い う 女 性 歌 手 に よ っ て も ヒ ッ ト

し た が 、『 SP 盤 復 刻 に よ る 懐 か し の メ ロ デ ィ --池 真 理 子

-愛 の ス ィ ン グ 』と い う ア ル バ ム で 楽 曲 解 説 を し た 森 一 也

に よ れ ば 、 ボ ッ ブ ・ ホ ー プ の 劇 中 の 歌 唱 シ ー ン を 見 て 、

本 楽 曲 の カ バ ー が 日 本 で も 売 れ る と 録 音 が 決 定 し た そ う

で あ る 。 映 画 で は 、 強 い カ ウ ガ ー ル で あ る カ ラ ミ テ ィ ー

・ ジ ェ ー ン に 尻 を 引 か れ て い る 臆 病 者 の ボ ッ プ ・ ホ ー プ

演 じ る ピ ー タ ー ・ ポ ッ タ ー が 、 西 部 へ 向 か う 幌 馬 車 の 中

で 、 都 会 へ 帰 り た い 思 い を 歌 に 乗 せ て 表 現 す る 。 こ の よ

う な 「 女 々 し い 男 性 」 を 戦 後 日 本 で 池 真 理 子 が 歌 唱 す る

と い う カ バ ー 曲 に お け る ジ ェ ン ダ ー の 転 覆 は 興 味 深 い 。  

ま ず 、ア レ ン ジ に お け る「 翻 訳 」に 焦 点 を 当 て た い 。

池 の バ ー ジ ョ ン は 、 オ ー ケ ス ト ラ で 始 ま り 、 金 管 楽 器 、

鉄 琴 、 コ ー ラ ス ま で つ い た 豪 華 な 演 出 で あ る 。 楽 曲 の 最

後 に は 、 上 昇 す る メ ロ デ ィ ー と 共 に 、 歌 詞 「 ボ タ ン と リ

ボ ン 」 の 母 音 を 長 く 伸 ば し 、 ダ イ ナ ミ ッ ク に 歌 い 上 げ ら

れ て い る 。 こ れ は 、 シ ン プ ル な リ ズ ム ギ タ ー で ア レ ン ジ

さ れ 、 静 か に 演 奏 さ れ て い る ホ ー プ の バ ー ジ ョ ン と 大 き

く 異 な る 。 つ ま り 、 池 の 「 ボ タ ン と リ ボ ン 」 の 女 性 は 、

男 性 に 気 遣 い も な く 、 よ り ダ イ レ ク ト に 要 求 で き る 女 性

を 表 現 し て い る と も 読 み 取 れ る 。こ れ は 、敗 戦 と い う「 新

し い 」 日 本 の フ ロ ン テ ィ ア で は 、 女 性 は 「 解 放 」 さ れ 、

男 性 に 憚 る こ と な く 、 モ ダ ン で 近 代 的 な 男 ら し さ を 要 求

す る こ と が で き た 、 と も 解 釈 で き る 。  

次 に 、ホ ー プ が 歌 っ た 原 曲 を 池 が カ バ ー し た と い う

ジ ェ ン ダ ー の「 転 覆 」に つ い て 考 え て み た い 。原 曲 で は 、

ホ ー プ 演 じ る ポ ッ タ ー は 、 洋 服 を 着 飾 っ て 、 「 女 性 が 女

性 で あ る （ wh e r e  w o m e n  a r e  w o m e n） 」 東 部 へ 帰 ろ う と コ

ミ カ ル に 訴 え る 。 し か し 、 池 の バ ー ジ ョ ン で は 、 「 田 舎

は ご め ん 」と い っ て 、男 性 に 都 会 へ 帰 ら せ て と 懇 願 す る 。

映 画 の 中 で は 、 臆 病 者 の ホ ー プ が ジ ェ ン ダ ー 規 範 に 収 ま

る よ う な 女 性 像 を カ ラ ミ テ ィ ー ・ ジ ェ ー ン に 期 待 し つ つ

も 、 東 部 へ は 帰 る こ と が で き る 見 込 み が な い 諦 め を 歌 に

乗 せ る こ と で 、 結 果 的 に 力 強 い 女 性 像 を 容 認 し て い る 。

し か し 、 こ の 「 女 々 し い 」 男 性 を 池 が 演 じ る こ と で 、 女

性 の「 未 開 」の 土 地 へ 突 き 進 む 怖 さ が 示 さ れ る 。そ し て 、

自 分 の 要 求 を 男 性 に 頼 め る あ る 意 味 自 立 し た 女 性 像 を 体

現 し な が ら も 、 女 性 の 領 域 と さ れ る 消 費 文 化 を 謳 歌 で き
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ウ ボ ー イ の 男 ら し さ と 、 ハ ワ イ で 生 ま れ た 灰 田 の 混 血 性

は 、 帝 国 日 本 の 国 際 性 を ア ピ ー ル す る の に 都 合 よ く 機 能

し た と 解 釈 で き る 。 な ぜ な ら 、 日 中 戦 争 開 始 前 夜 に は 、

日 本 の 国 際 的 な 技 術 革 新 が 帝 国 の 近 代 性 を 象 徴 す る も の

と し て 讃 え ら れ た か ら で あ る 。 し か し 、 「 い と し の 黒 馬

よ 」 で 灰 田 が 演 じ た 男 性 像 を 考 え る と 、 こ の よ う な 国 際

的 男 性 像 は 、 帝 国 日 本 を 代 表 す る 男 性 と し て は 機 能 し て

い る と は 言 い 切 れ な い 。 灰 田 は 、 純 血 の 日 本 人 男 性 で は

な か っ た か ら こ そ 、 カ ウ ボ ー イ に 扮 し て そ の よ う な 男 性

を 演 じ る こ と が で き た と も 考 え ら れ る の で は な か ろ う

か 。 私 が 博 士 論 文 で も 示 し た よ う 、 戦 前 カ ウ ボ ー イ の シ

ン ボ ル は 、 新 聞 な ど で 下 層 階 級 が 好 む も の と し て 批 判 さ

れ て い た 。 灰 田 に よ っ て 演 じ ら れ た 下 層 階 級 的 で ア メ リ

カ 的 な シ ン ボ ル で あ る カ ウ ボ ー イ は 、 当 時 の 人 種 や ジ ェ

ン ダ ー の 規 範 を 揺 る が し な が ら も 、 純 血 日 本 人 の 力 強 い

男 ら し さ を 覇 権 的 な も の と し て 補 完 し な が ら 、 男 性 的 侵

略 戦 争 を 正 当 化 す る 役 割 を 担 っ た と も 言 え る 。  

 

２ .池 真 理 子 の 「 ボ タ ン と リ ボ ン 」  

  戦 前 、 灰 田 勝 彦 な ど の 混 血 的 な 男 性 に よ っ て 演 じ ら

れ 広 め ら れ た カ ウ ボ ー イ と ア メ リ カ の 西 部 の イ メ ー ジ

は 、 戦 後 直 後 に は 、 轟 夕 起 子 や 、 池 真 理 子 な ど の 女 性 歌

手 に よ っ て 広 く 知 れ 渡 る こ と に な る 。  

「 西 部 も の 」と は 、西 部 劇 の テ ー マ を ふ ん だ ん に 使 っ

た ア メ リ カ で 作 曲 さ れ た 楽 曲 の カ バ ー と 日 本 で 作 ら れ た

オ リ ジ ナ ル 曲 を 含 む 流 行 歌 で 、 19 5 0 年 1 1 月 9 日 付 の 読

売 新 聞 に よ れ ば 、 日 本 ビ ク タ ー 、 コ ロ ン ビ ア 、 キ ン グ 、

ポ リ ド ー ル な ど の レ コ ー ド 会 社 各 社 が こ ぞ っ て 発 売 し て

い て い る 。 岡 春 夫 の 唄 に よ る 「 陽 気 な カ ウ ボ ー イ 」 、 若

原 一 郎 に よ る 「 バ ン ジ ョ ー の 好 き な 羊 飼 い 」 、 中 島 孝 に

よ る 「 西 部 や く ざ 」 な ど の 男 性 歌 手 に よ る 「 西 部 も の 」

も 発 売 さ れ た が 、 人 気 が あ っ た と い う 資 料 は 今 の と こ ろ

見 つ か っ て い な い 。ア メ リ カ 占 領 と 日 本 の 敗 戦 に よ り「 去

勢 」 さ れ 、 新 た な 「 近 代 」 を 目 指 す 「 荒 野 」 で あ っ た 当

時 の 日 本 と い う 文 脈 で 考 え る と 、日 本 女 性 に よ る「 西 部 」

が 「 新 し い 」 日 本 を 表 象 す る の に よ り 適 し て い た の か も

し れ な い 。  

  こ こ で 、 池 真 理 子 に よ る 「 ボ タ ン と リ ボ ン 」 を 紹 介

す る 。こ の 楽 曲 は 、ア メ リ カ で 19 4 8 年 に 公 開 さ れ た『 腰

抜 け 二 挺 拳 銃 （ Th e  P a l e f a c e） 』 と い う 西 部 劇 の 中 で 、
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律 が 特 徴 的 で あ る 。 ま た 、 シ ン ギ ン グ ・ カ ウ ボ ー イ は 、

マ イ ク に 近 づ い て 、 ス ム ー ズ に 歌 う 歌 唱 法 、 ク ル ー ニ ン

グ を 多 用 し た 。 ア メ リ カ 研 究 者 の ア リ ソ ン ・ マ ッ カ レ ー

ン に よ れ ば 、 ク ル ー ニ ン グ は 当 時 女 性 的 な も の と し て 認

識 さ れ て い た そ う で 、 「 エ ン プ テ ィ ー ・ サ ド ル ズ 」 を 歌

っ た ビ ン グ ・ ク ロ ス ビ ー は そ の 女 性 的 な 声 と の バ ラ ン ス

を 取 る た め に 、 広 告 や そ の ほ か の 雑 誌 で は 、 一 家 の 主 で

あ る 「 ま っ と う な 」 男 ら し さ を 強 調 し た そ う で あ る 。 さ

ら に 、音 楽 学 者 の ス テ フ ァ ニ ー ・ ヴ ァ ン ダ ー ・ ウ ェ ル は 、

シ ン ギ ン グ ・ カ ウ ボ ー イ は 女 性 的 な 男 性 を 彷 彿 さ せ 、 大

恐 慌 時 に 失 わ れ か け た 男 ら し さ が 投 影 さ れ た も の で あ る

と 論 じ て い る 。 つ ま り 、 男 ら し い 「 カ ウ ボ ー イ 」 と は 異

な っ た 男 性 像 が 、 カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ で は 表 現 さ れ た と

言 っ て 良 い だ ろ う 。  

  さ て 、 日 本 で も 、 カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ は 、 非 常 に 曖

昧 な 男 ら し さ を 発 信 す る ポ ピ ュ ラ ー メ デ ィ ア と し て 機 能

し て い た と 言 え る 。 こ の 点 を 精 査 す る た め 、 原 曲 の 「 エ

ン プ テ ィ ー ・ サ ド ル ズ 」 と 「 い と し の 黒 馬 よ 」 の 歌 詞 の

違 い を 見 て い き た い 。  

原 曲 の 「 エ ン プ テ ィ ー ・ サ ド ル ズ 」 で は 、 西 部 開 拓

を 進 め た 侵 略 者 の 死 に 対 す る 鎮 魂 を 主 人 な き 馬 に 託 し 、

彼 ら の 過 去 の 栄 光 を 称 え る 。 つ ま り 、 主 人 公 は 、 死 者 へ

の 悲 し み を 乗 り 越 え 、 泣 く こ と は し な い 。 大 恐 慌 後 に 失

わ れ か け た 男 ら し さ を 、 米 国 に お け る 侵 略 、 近 代 化 を 達

成 し た 西 部 に 求 め 、 現 在 失 わ れ つ つ あ る 「 本 来 の 」 男 ら

し さ を 擁 護 し て い る と も 解 釈 で き る 。 一 方 、 「 い と し の

黒 馬 よ 」 で は 、 「 今 日 も 北 支 の 空 は 」 と い う 冒 頭 の 歌 詞

か ら わ か る よ う 、 原 曲 で は 「 過 去 の 栄 光 」 で あ っ た ア メ

リ カ 西 部 が 、 帝 国 日 本 の 侵 略 の タ ー ゲ ッ ト で あ る 華 北 地

域 に 翻 訳 さ れ る 。 つ ま り 、 「 い と し の 黒 馬 よ 」 は 、 現 在

乗 り 越 え る べ き 目 標 （ 「 達 成 す る べ き 野 望 」 ） を 聞 き 手

に 提 示 す る 。 過 去 の 霊 に 同 情 し な が ら も 涙 は 見 せ な い 原

曲 の カ ウ ボ ー イ と は 違 い 、 実 際 に 戦 い に 敗 れ た 軍 馬 に 、

「 お 国 の た め 」 な の だ か ら と 、 そ の 死 に 対 し て 「 許 し 」

を 請 う 男 性 像 が 描 か れ る 。 こ の 「 許 し 」 と は 、 戦 争 に 加

担 す る こ と を 謝 罪 し そ れ を 正 当 化 す る 姿 勢 と も 読 み 取 れ

る 。 灰 田 勝 彦 は 、 ク ロ ス ビ ー の 女 性 的 な 歌 声 ク ル ー ニ ン

グ を 踏 襲 し 、 女 々 し い な が ら も 戦 争 に 積 極 的 に 加 担 す る

曖 昧 な 男 性 像 を 演 じ る 。 え ん  

私 が 発 表 し た 学 術 論 文 で 述 べ た よ う 、こ の 曖 昧 な カ
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西部劇イメージを利用したポピュラー音楽

の戦争を経た翻訳  
 

永冨 真梨  
 

（ 要 約 文 ）  

本 報 告 書 で は 、 西 部 劇 イ メ ー ジ を 利 用 し た ポ ピ ュ ラ

ー 音 楽 が 戦 前 と 戦 後 を 経 て 日 本 で ど の よ う に 「 翻

訳 」さ れ た か を 紹 介 す る 。そ し て 、戦 争 を 隔 て た「 翻

訳 」 の 相 違 点 と 類 似 点 を 示 し 、 戦 争 を 隔 て た ポ ピ ュ

ラ ー 音 楽 の 歴 史 叙 述 の 重 要 性 に つ い て も 考 え る 。 戦

前 の 例 と し て 灰 田 勝 彦 の カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ 「 い と

し の 黒 馬 よ 」 と 、 戦 後 の 例 と し て 池 真 理 子 の 「 ボ タ

ン と リ ボ ン 」 を 扱 う 。  

 

１ .灰 田 勝 彦 「 い と し の 黒 馬 よ 」  

灰 田 勝 彦 に よ っ て 歌 わ れ た「 い と し の 黒 馬 よ 」は 、日

本 ビ ク タ ー か ら 19 3 7 年 1 2 月（ 一 説 で は 19 3 8 年 1 月 ）に

発 売 さ れ た 。 本 楽 曲 は 、 19 3 6 年 日 本 で も 公 開 さ れ た 西 部

劇 コ メ デ ィ ー 『 愉 快 な リ ズ ム  ( T h e  R h y t h m  o n  t h e  

R a n g e )  』 と い う 映 画 の 中 で 使 わ れ た 挿 入 歌 「 エ ン プ テ ィ

ー ・ サ ド ル ズ 」 の メ ロ デ ィ ー を そ の ま ま 使 っ て い る 。 歌

詞 は 原 曲 の 西 部 や カ ウ ボ ー イ の イ メ ー ジ を 残 し な が ら 、

梅 原 し げ る に よ る 新 た な 日 本 語 詞 が 使 わ れ た 。  

ま ず 、こ の 楽 曲 に ど の よ う な「 翻 訳 」が な さ れ た か

を 紹 介 す る 前 に 、ま ず 、ア メ リ カ 合 衆 国 で 作 ら れ た 原 曲 、

「 エ ン プ テ ィ ー ・ サ ド ル ズ 」 に つ い て 紹 介 し た い 。 本 楽

曲 は 、 テ ィ ン ・ パ ン ・ ア レ イ と 言 わ れ て い た ニ ュ ー ヨ ー

ク の 音 楽 業 界 で 活 躍 し た 、 作 曲 家 ビ リ ー ・ ヒ ル に よ っ て

書 か れ た カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ と 言 わ れ る ス タ イ ル の 作 品

で あ る 。 カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ は 、 19 3 0 年 代 頃 に ハ リ ウ ッ

ド で 制 作 さ れ た B 級 ウ ェ ス タ ン で 使 用 さ れ た 。 こ れ ら の

映 画 で 、 シ ン ギ ン グ ・ カ ウ ボ ー イ と 呼 ば れ る 歌 う カ ウ ボ

ー イ に よ っ て 、 カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ は 歌 わ れ た 。 カ ン ト

リ ー 音 楽 研 究 者 の ジ ョ セ リ ン ・ R・ ニ ー ル に よ れ ば 、映 画

を 通 し て 人 気 が 出 た カ ウ ボ ー イ ・ ソ ン グ は 、 楽 譜 の 読 み

書 き が で き る 音 楽 家 で な い と 書 け な い よ う な 非 常 に 複 雑

な 和 音 と 、 ゆ っ た り と し た リ ズ ム で 、 ロ マ ン チ ッ ク な 旋
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うな解放後第一世代とも「ショアー後」の作家たちとも異なって

いる。ドレフュスという、まさに第三世代のユダヤ系フランス人

が反ユダヤ主義の標的となっているころ、同世代の作家シュウォ

ブは『少年十字軍』で宗教的熱狂に警鐘を鳴らしていたと言える

だろう。公私にわたって自らのユダヤ性について声高に語ること

の無かったシュウォブも、最後まで自分を陥れたフランス軍への

復帰を切望したドレフュスも、共に共和国フランスの価値観を内

面化した十九世紀末の典型的なユダヤ系フランス人なのである。  
（終）  

 

 

◇報告で言及した文献  

Marcel  Schwob,  La Croisade des  enfants (1896),  dans Œuvres ,  
Phébus,  2001, pp.478-503.  
マルセル・シュウォッブ『少年十字軍』多田智満子訳、王国社、

1998 年、 120-163 頁。  
Clara Lévy,  Écriture de l’identi té,  les  écrivains  juifs  après  la Shoah ,  
PUF, 1998.  
Nadia Malinovich, French and Jewish:  Culture and the Poli t ics of  

Identi ty in Early Twentieth-Century France ,  Lit tman, 2008.  
——, Heureux comme un Juif  en France: Intégration, Identi té,  

Culture,  1900-1932 ,  Honoré Champion, 2010.  
Maurice Samuels,  Inventing the Israeli te: Jewish Fiction in  

Nineteenth-Century France ,  Stanford Universi ty  Press ,  2010.  
——, Les grands auteurs juifs  de la l i t térature française au XIXe 

siècle ,  Hermann, 2016.  
◇本報告のもととなった拙稿  
鈴木重周、「世紀末のユダヤ系作家——マルセル・シュウォブ『少
年十字軍』をめぐって」、『フランス語フランス文学研究』、日

本フランス語フランス文学会、第 90 号、 2007 年、 168-181 頁。  
——、「フランスにおける「ユダヤ文学」——ジッドの『日記』
を手がかりとして」、『フランス語フランス文学研究』、日本フ

ランス語フランス文学会、第 112-113 号、 2018 年、 353-368 頁。  
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第八の語り：教皇グレゴリウス九世（ l e pape Grégoire IX）  

 
語り手たちの顔ぶれは、キリスト教徒（キリスト教世界の頂点

である二人の教皇と最下層に位置する放浪僧、マルセイユで子ど

もたちを奴隷として売り渡す回船業者の書記、十字軍兵士の子ど

もたち）、イスラム教徒（イスラム僧）、異教徒（キリスト教の

神に祈ることができない癩者）と宗教的に分類することができ

る。目撃者として、当事者として、語り手たちがそれぞれ「子ど

もたちの十字軍」について証言することによって、テクストは、

「無垢なキリスト教徒の子どもたちがイスラムによって奴隷と

して売られた悲劇」という従来のキリスト教徒側からの解釈を揺

るがしている。複数の語りから浮かび上がるのは、敵であるイス

ラム僧が子どもたちに向ける憐憫であり、同じキリスト教徒であ

るマルセイユの回船業者が子どもたちを売買する非道であり、指

導者である教皇たちが何もできずただ神に祈る無力さである。  
2． 6．宗教的熱狂への警戒  
 ここで想起したいのが、シュウォブが『少年十字軍』を『ジュ

ルナル』誌（ Journal）に発表していたのが 1895 年 2 月から 4 月
だったという事実である。この時期は、アクチュアルな「宗教的

熱狂」である反ユダヤ主義が爆発したドレフュス大尉の軍籍剥奪

式（ 1895 年 1 月 5 日）の直後であった。ヨーロッパの歴史におい
て、社会が混乱すると最初に標的となるのはユダヤ人たちであっ

た。事実、十字軍が組織されるたびに各地のユダヤ人居住区が略

奪や暴行の対象となった。ドレフュス事件期、十九世紀末フラン

スでの反ユダヤ主義の爆発を目の当たりにして、ユダヤ系作家シ

ュウォブが、十字軍とドレフュス事件に共通するキリスト教世界

の宗教的熱狂に警戒心を募らせていたことは想像に難くない。  
 

むすび                     

 フランスにおける「ユダヤ文学」を考えるとき、その有りよう

は時代と社会状況によって様々である。革命による解放と、フラ

ンコ・ジュダイズムと呼ばれるホスト国への積極的な同化政策を

経た第三世代のユダヤ系フランス人たちは、先行するフォアのよ
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ら三代目を迎えるユダヤ系フランス人に典型的なものであり、彼

らは、やや侮蔑的なニュアンスを伴う「ユダヤ人」（ Juifs）では
なく、宗教色の薄い「イスラエリート」（ Israéli tes）を自称した。 
2． 3．史実としての少年十字軍  
 シュウォブがテクストの題材とした「少年十字軍」とは、 1212

年ごろ、ドイツ、フランス、イタリアなどヨーロッパ各地で、同

時多発的に、子どもたちが聖地奪回のためにエルサレムへと出発

したという事件である。その結末は悲惨なものであり、子どもた

ちが聖地にたどり着くことはなく、ある者は地中海で消息を絶

ち、ある者はイスラム教徒の奴隷となり、帰国できたのはごくわ

ずかだったと言う。   

2． 4．複数の語りの並置  
 シュウォブは、中世の歴史事件を文学テスクトに再構成するに

あたって、事件に関連する人物たちによる語りを並置するという

手法と採用する。この手法はシュウォブの独創ではなく、彼が愛

読していたイギリス文学、とりわけ詩人ロバート・ブラウニング

（Robert  Browning, 1812-1889）の『指輪と書物』（ The Ring and the 

Book ,  1868）から着想を得たものである。  
2． 5．語り手たち  
 シュウォブは、以下の語りによって物語を構成している。  

第一の語り：放浪僧（ le  Gol iard）  

第二の語り：癩者（ le  lé p reux）  

第三の語り：教皇インノケンティウス三世（ l e  pape Innocent I II）  

第四の語り：三人の子どもたち（ les  t rois pet its  enfants）  

第五の語り：回船業者書記フランソワ・ロングジュー（ F ranç o is  

Longuejoue,  c lerc）  

第六の語り：イスラム僧（ l e  Kalandar）  

第七の語り：幼いアリス（ l a  pet ite Al lys）  
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語で「大災厄」、現在のフランス語においてはナチス・ドイツに

よるユダヤ人絶滅作戦を表す）の経験と、文学テクストの執筆に

フランス語という言語を選択したという二つの共通項によって

「ショアー後のユダヤ人作家たち」とカテゴライズしている

（Lévy 1998）。  
 

2．ドレフュス事件をいかに描くか  

——マルセル・シュウォブ『少年十字軍』を読む  
 
2． 1．裏切り者のユダヤ人ドレフュス  
 フランス革命によって他のヨーロッパ諸国に先駆けてユダヤ

教徒を「解放」した共和国フランスで、突如として反ユダヤ主義

が顕在化したのが、陸軍参謀本部におけるユダヤ系将校アルフレ

ッド・ドレフュス（Alfred Dreyfus ,  1859-1935）のスパイ行為をめ
ぐる冤罪事件として知られるドレフュス事件であった。  

1895 年 1 月 5 日の軍籍剥奪式で公衆の面前でサーベルを折られ
るドレフュスを描いた『プチ・ジュルナル・イリュストレ』（ Le 

peti t  journal i l lustré）紙（ 1895 年 1 月 13 日号）の挿画は、今日、
世界中で知られている。また、右派論客たちが残した軍籍剥奪式

のルポルタージュは、「裏切り者のユダヤ人」ドレフュスに対す

る冷酷な表象を現代に伝えている（モーリス・バレス「ユダのパ

レード」、レオン・ドーデ「懲罰」等）。ベル・エポック期のフ

ランスでは、ドレフュスという一人の「ユダヤ人」をめぐって、

メディアは連日、テクストとイメージによってこの「裏切り者」

を表象し続けた。  

2． 2．ユダヤ系作家シュウォブ  
 ここで本報告が取り上げるのが、フランス文学史において世紀

末に数多現れた象徴派作家の一人として知られるマルセル・シュ

ウォブ（Marcel Schwob, 1867-1905）が 1896 年に出版した中篇『少
年十字軍』（ La Croisade des enfants）である。シュウォブは、独

仏国境地帯アルザスにルーツを持つ伝統的ユダヤ教徒の家系に

生まれたが、彼自身は文学テクストにおいても私生活において

も、自身のユダヤ性について沈黙を守り続けた。この、自身をユ

ダヤ教共同体よりもフランス共和国に帰属させる意識は、解放か
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書かれたもの」と定義している（ Samuels 2010:p.3,  note7）。この
定義によってサミュエルズは、これまでフランス文学史において

ほとんど知られていたかった作家ウジェニー・フォア（ Eugénie 
Foa, 1792-1852）を、「フランス語で小説を書いた最初のユダヤ人
であり、いかなる言語であれ小説を書いた最初のユダヤ人女性」

（ Samuels  2016:p.  12）として取り上げる。十九世紀前半の七月王
政期に大衆向けのメロドラマというジャンルで活動したフォア

は、ユダヤ人女性とキリスト教徒男性との悲恋を描いた。彼女自

身は後にカトリックへと改宗し、「ユダヤ人であることを主題」

とするテクストは書かなくなってしまうが、それでも、職業作家

としてのフォアが、おそらくは読者の需要に応じて「異教徒間の

恋愛」をテーマとしていたことは重要である。  
1． 3．マリノヴィッチが着目する作家たち   
 歴史学者ナディア・マリノヴィッチは、フランスにおいてなお

も根強い反ユダヤ主義が顕在化した十九世紀末のドレフュス事

件期に青年期を迎えていたアンドレ・スピール（ André Spire,  
1868-1966）やエドモン・フレッグ（Edmond Fleg, 1874-1963）ら
によって、文学テクストに「ユダヤ的テーマ」（反ユダヤ主義と

の対決、フランス社会への同化、異教徒との婚姻）が再び表れる

ようになると指摘している（Malinovich 2008:p.36）。この動きを、
革命政府によるユダヤ教徒への市民権付与（ 1790-1791）、すなわ
ち解放後の第一世代であるフォアたちの再現として位置づける

こともできるだろう。  
1． 4．「ショアー後」の作家たち  
 今日、フランスにおけるユダヤ人と文学との関わりをテーマと

する研究の多くは、第二次世界大戦後に活動したユダヤ人作家に

ついて論じている。クララ・レヴィーは、ジョルジュ・ペレック

（Georges Perec,  1936-1982、ポーランド移民の両親のもとパリ生
まれ）、ロマン・ガリ（Romain Gary,  1914-1980、モスクワ生まれ）、
アルベール・メンミ（Albert  Memmi, 1920-、チュニス生まれ）、
アルベール・コーエン（Albert  Cohen, 1895-1981、オスマン・トル
コ領コルフ島生まれ、後にスイス国籍取得）そしてエドモン・ジ

ャベス（ Edmond Jabès,  1912-1992、カイロ生まれ）ら、国籍も出
生地も異なる 5 人のユダヤ系作家たちを「ショアー」（ヘブライ
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【報告要旨】  

 

ドレフュス事件からみる「ユダヤ」と「文学」  
     

鈴木  重周  

はじめに                     

本報告は、十九世紀末フランスにおける反ユダヤ主義とユダヤ

系フランス人作家との関係を研究課題とする報告者が、近代ヨー

ロ ッ パ 史 上 最 大 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 事 件 で あ る ド レ フ ュ ス 事 件

（ 1894-1906）に着目し、フランスにおける「ユダヤ」と「文学」
をめぐるさまざまな状況の一端を明らかにしようとするもので

ある。同時に、「文学研究・文化研究の方法とグローバル展開を

探る」という本プロジェクトの趣旨に沿って、報告者自身のこれ

までの研究の新たな可能性を、多様な専門をもつ研究者の前で発

表することによって見出そうとする試みである。なお、本報告は、

報告者がこれまで行った研究とその成果（稿末に記載）に基づく

ものであることをお断りしておく。  
 

1．フランスにおける「ユダヤ文学」の諸相  

 
1． 1．「ユダヤ文学」とは  
 「ユダヤ文学」という語を一言で説明することは難しい。通常、

「日本文学」、「英文学」、「フランス文学」という場合、それ

は作者の国籍あるいはテクストの執筆言語を基準としている。一

方、「ユダヤ」が示すのは国籍でも言語でもない。「ユダヤ文学」

を定義することは、そのまま「ユダヤ人」とは誰なのかを指し示

すことと同じ困難と危険性をはらむものなのである。  
1． 2．サミュエルズの定義  
 イェール大学のモーリス・サミュエルズは著書『イスラエリー

トの創出』において、フランスにおける「ユダヤ文学」を「ユダ

ヤ人によって、フランス語で、ユダヤ人であることを主題として
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的転回・文化史パブリックヒストリー・ナショナリヒストリー― 』お茶の水

書房 2 0 1 5 年 3 1 6－ 3 3 7 頁  
・E r i c  S t i m s o n , " 1 2  T h i n g s  Y o u  C a n  L e a r n  A b o u t  W o r l d  
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※本報告の作成には、大阪市立大学 2 0 1 9 年度戦略的研究
S T E P - U P （基盤 B ）の研究助成を受けた。  
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時 代 考 証 学 会 編 『 時 代 劇 メ デ ィ ア が 語 る 歴 史 ― 表 象 と リ ア リ ズ ム ― 』

岩 田 書 院 2 0 1 7 年 3 9 － 5 8 頁  
・ 櫻 井 準 也 「 学 習 漫 画 と 考 古 学 」 尚 美 学 園 大 学 総 合 政 策 論 集 2 8
（ 2 0 1 9 年 ） 1 ‐ 3 6 頁  
・ 『 詳 説 世 界 史 B 』 ・ 『 詳 説 世 界 史 研 究 』 木 村 ・ 小 松 ・ 岸 本 編  山 川 出

版 社 2 0 1 7 年  
・ 惣 領 冬 実 『 チ ェ ー ザ レ  破 壊 の 創 造 者 』 原 基 晶 （ 監 修 ） 講 談 社 （ 既

1 1 巻 ： 2 0 0 5 ‐ ）  
・ 陳 曦 子 「 日 本 に お け る 三 国 志 マ ン ガ の 翻 案 過 程 ― そ の 創 作 概 況 か

ら 作 品 分 析 ま で ― 」 『 ビ ラ ン ジ 』 3 0 号 （ 2 0 1 2 年 ） 4 － 2 4 頁  
・ 永 田 喜 嗣 「 学 習 ま ん が に お け る 十 五 年 戦 争 ～ 戦 争 加 害 の 視 角 的 表

象 ～ 」 『 季 刊  中 帰 連 』 6 2 号 （ 2 0 1 7 年 ） 5 6 - 6 7 頁  
・ 中 野 晴 行  編 『 漫 画 家 た ち が 描 い た 日 本 の 歴 史 』 全 6 巻  金 の 星 社  
・ 鍋 田 吉 郎 「 （ イ ン タ ビ ュ ー ： 漫 画 原 作 者 ） 集 英 社 9 0 周 年 記 念 企 画

『 学 習 ま ん が 日 本 の 歴 史 』 全 2 0 巻 」 『 青 春 と 読 書 』 2 0 1 7 年 8 月 号 、

3 8 ‐ 4 2 頁  
・ 萩 尾 望 都 『 私 の 少 女 マ ン ガ 講 義 』 新 潮 社 2 0 1 5 年  
・ 宮 本 大 人 「 漫 画 に お い て キ ャ ラ ク タ ー が 「 立 つ 」 と は ど う い う こ と か

（ 特 集 ： キ ャ ラ ク タ ー を 読 む ） 」 『 日 本 児 童 文 学 』 4 9 （ ２ ） 2 0 0 3 年 、 4 6 －

5 2 頁  
・ ヤ マ ザ キ マ リ 、 と り ・ み き 『 プ リ ニ ウ ス  （ P l i n i u s ） 』 新 潮 社 （ 既 9 巻 ：

2 0 1 4 . 1 - ）  
・ 幸 村 誠 「 （ 公 開 講 演 会 ） 漫 画 で つ な ぐ 、 中 世 北 欧 と 現 代 日 本 」 『 史

苑 』 2 0 1 8 年 、 4 3 ‐ 6 2 頁  
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《 西 洋 前 近 代 史 （ 古 代 ～ 近 世 ） マ ン ガ 》  
・ 青 池 保 子 史 劇 『 ア ル カ サ ル - 王 城 - 』 、 『 修 道 士 フ ァ ル コ 』 、 『 ケ ル ン 市

警 オ ド 』 （ な お 『 エ ロ イ カ よ り 愛 を こ め て 』 に は ト ル コ ゲ ミ レ ル 島 発 掘 調

査 団 （ 浅 野 和 生 ） 発 見 の 装 飾 モ ザ イ ク が 登 場 す る 。 浅 野  和 生 『 サ ン

タ ク ロ ー ス の 島― 地 中 海 岸 ビ ザ ン テ ィ ン 遺 跡 発 掘 記 』 東 信 堂 2 0 0 6 年

を 参 照 ）  
・ 池 田 理 代 子 史 劇 （ 『 ベ ル サ イ ユ の ば ら 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ） 、 『 栄 光 の ナ

ポ レ オ ン - エ ロ イ カ （ 皇 帝 ナ ポ レ オ ン ） 』 （ 近 世 フ ラ ン ス ） 、 『 女 王 エ リ ザ

ベ ス （ 宮 本 え り か と 共 著 ） 』 （ 近 世 イ ン グ ラ ン ド ） 、 『 天 の 涯 ま で 』 （ 近 世

ポ ー ラ ン ド ） 、 『 女 帝 エ カ テ リ ー ナ （ ア ン リ ・ ト ロ ワ イ ヤ 原 作 ） 』 （ 近 世 ロ シ

ア ）  
・ 磯 見 仁 月 『 傾 国 の 仕 立 て 屋 ロ ー ズ ・ ベ ル タ ン 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ）  
・ 岩 明 均 『 ヘ ウ レ ー カ 』 （ 西 洋 古 代 ギ リ シ ャ ）   
・ 犬 童 千 絵 『 碧 い ホ ル ス の 瞳 - 男 装 の 女 王 の 物 語 』  
・ 大 西 巷 一 『 乙 女 戦 争 デ ィ ー ヴ チ ー ・ ヴ ァ ー ル カ 』 （ フ ス 戦 争 ）  
・ 大 久 保 圭 『 ア ル テ 』 （ ル ネ サ ン ス 絵 画 ）   
・ カ ガ ノ ミ ハ チ 『 ア ド ・ ア ス ト ラ - ス キ ピ オ と ハ ン ニ バ ル 』 （ ポ エ ニ 戦 争 ） 、  
・ 菅 野 文 『 薔 薇 王 の 葬 列 』 （ シ ェ イ ク ス ピ ア 史 劇 ）   
・ 久 慈 光 久 『 狼 の 口 ヴ ォ ル フ ス ム ン ト 』 （ 中 世 傭 兵 ）  
・ 坂 本 眞 一 『 イ ノ サ ン 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ）   
・ 篠 原 千 絵 『 夢 の 雫 ・ 黄 金 の 鳥 籠 』 （ ヒ ュ ッ レ ム ） 、  

『 天 は 赤 い 河 の ほ と り 』 （ 古 代 ア ナ ト リ ア ）   
・ 惣 領 冬 実 『 マ リ ー ア ン ト ワ ネ ッ ト 』   
・ 竹 良 実 『 辺 獄 の シ ュ ヴ ェ ス タ 』 （ 西 欧 修 道 院 ）   
・ 萩 尾 望 都 『 王 妃 マ ル ゴ 』 （ 近 世 フ ラ ン ス ）   
・ ハ ロ ル ド 作 石 『 7 人 の シ ェ イ ク ス ピ ア 』  
・ 日 之 本 あ か め 『 エ ー ゲ 海 を 渡 る 花 た ち 』  
・ 古 屋 兎 丸 『 イ ン ノ サ ン 少 年 十 字 軍 』 （ 中 世 十 字 軍 ） ・ 真 刈  信 二 原 作  

D o u b l e - S 『 イ サ ッ ク 』 （ 西 欧 近 世 3 0 年 戦 争 ）  
・ 山 岸 涼 子 『 レ ベ レ ー シ ョ ン 』 （ ジ ャ ン ヌ ダ ル ク ）  
・ 技 来 静 也 『 拳 闘 暗 黒 伝 セ ス タ ス 』 ・ 『 拳 奴 死 闘 伝 セ ス タ ス 』 （ ロ ー マ ）
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資 料  
 
《学習マンガ日本の歴史シリーズ》  
・『学習漫画  日本の歴史』集英社、全 18 巻、1967 年  
・『小学館版学習まんが  少年少女日本の歴史』全 22 巻、1981 年  
・『集英社版学習漫画  日本の歴史』全 18 巻  1982 年  
・『学研まんが日本の歴史』全 16 巻  1982 年  
・『まんが日本の歴史』大月書店  全 12 巻  1987 年  
・『集英社版学習漫画  日本の歴史』全 22 巻  1998 年  
・『小学館版学習まんが  少年少女日本の歴史』全 23 巻 2008 年  
・『学研まんが NEW 日本の歴史』学研教育出版  全 12 巻  2012 年  
・『小学館版学習まんが  はじめての日本の歴史』小学館、全 15 巻  
2015 年  
・『角川まんが学習シリーズ  日本の歴史』KADOKAWA 全 15 巻  
2015 年  
・『集英社版学習まんが  日本の歴史』集英社  全 20 巻  2016 年  
・『歴史漫画タイムワープシリーズ』朝日新聞出版、全 15 巻 2017 年  

     
〔櫻井準也 2019〕による  

 
《学習マンガ世界の歴史シリーズ》  
• 『 中 公 コ ミ ッ ク ス  世 界 の 歴 史 』 中 央 公 論 社 、 全 1 5 巻  1 9 8 4 年 （ 手

塚 治 虫 監 修 、 樺 山 紘 一 編 集 参 与 、  い し は ら 俊 ・ 手 塚 プ ロ ダ ク シ ョ ン

ほ か 画 ）  
• 『 集 英 社 版 学 習 漫 画  世 界 の 歴 史 』 全 1 6 巻 、 1 9 8 6 年 （ 木 村 尚 三 郎

監 修 、 久 松 文 雄 ・ 古 城 武 司  画 ）  
• 『 学 研 ま ん が  世 界 の 歴 史 』 学 習 研 究 社 、 全 1 5 巻 、 2 0 0 3 年 （ 長 澤 正

俊 監 修 、 柳 川 正 実 指 導 、 ム ロ タ ニ ツ ネ 象 画 ）   
• 『 漫 画 版 世 界 の 歴 史 』 集 英 社 、 全 2 0 巻 、 2 0 0 9 年 （ ＝ 文 庫 版  全 1 0
巻  2 0 1 9 年 ） （ 本 村 凌 二 ・ 平 勢 隆 郎  ・ 後 藤 明 ・ 河 原 温 ・ 鈴 木 恒 之 ・ 斯

波 義 信 ・ 近 藤 和 彦 ・ 遠 藤 泰 生 ・ 並 木 頼 寿 ・ 石 井 規 衛 ・ 柴 宜 弘 ・ 相 良 匡

俊 監 修 、 茶 留 た か ふ み 他 画 ）  
• 『 学 研 ま ん が N E W  世 界 の 歴 史 』 学 研 プ ラ ス 、 全 1 2 巻 、 2 0 1 6 年

（ 近 藤 二 郎 監 修 、 加 藤 広 史 他 画 ）  
• 『 小 学 館 版 学 習 漫 画  世 界 の 歴 史 』 小 学 館 、 全 1 7 巻 、 2 0 1 8 年 （ 山

川 出 版 社  編 集 協 力 、 橋 場 弦 ・ 南 川 高 志 ・ 小 松 久 男 ・ 青 木 康 ・ 小 田 中

直 樹 ・ 渡 辺 賢 一 郎 ・ 岸 本 美 緒 ・ 池 田 嘉 郎 ・ 木 村 靖 二  監 修 、 新 井 淳 也

他 画 ）  
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としての『詳説世界史研究』執筆陣と重なる橋場弦以
下、 9 名の現役の歴史研究者を監修として置いている。
　学研ＮＥＷ版もまた、フルカラー図版、人気画風の作

画者に作画を依頼、教科書準拠、監修者のステータス

を備えている。〔集英社漫画版世界の歴史  2009＝
2019〕は文庫版にもなっている（資料《学習マンガ世界
の歴史シリーズ》参照）。

３．歴史学習マンガ

しかしながら、商業マンガ一般と異なり、学習マンガ

の歴史物・伝記物が、マンガ作品としてマーケットで流

通しているわけではない。学習マンガはしばしば書店の

学習参考書棚、あるいは叢書・全集のコーナーにおかれ、

売上や人気のレースで一般漫画と上位を競うことはほぼ

ない。また作者の画風、物語の内容についてマス・メデ

ィアや専門学術界でも話題を喚起することも乏しかった

ように思われる。

マンガジャンルにおける歴史マンガの位置づけは、学

習漫画の日本史においても同じであるが、日本史シリー

ズのほうの事情はやや明るい。近年までに教科書をわか

りやすく学習するに教材として広く認知され、受験対策

での意義が認められたためである。主人公が受験対策に

日本史学習漫画を愛読する姿が『映画  ビリギャル』（監
督  土井裕泰 2015、原作坪田信貴）において演出される
などした。日本史企画は参加出版社数もおく、シリーズ

の再版や新発行のペースも世界史版に比べて早い。これ

は自国文化を取り上げるという強みもあるが、現役著名

マンガ家たちが、個人で日本史（石ノ森章太郎『マンガ

日本の歴史』や水木しげる『コミック昭和史』）や、日

本古典についての執筆を手掛けるなど、学習に使えるマ

ンガが充実を見せることも支えになってきたといえよ

う。学習マンガ日本史については、監修者や編者のコメ

ント〔永田喜嗣 2017、鍋田吉郎 2017、小泉隆義 2017〕
が発表されたり、専門分野（日本考古学）知見からの丁

寧な批評がなされたが〔櫻井準也 2019〕、世界史企画に
おいては見当たらない。

これは世界史分野がカバーすべき分野のスケールが

大きすぎ、紙幅の都合からもマンガにふさわしく物語を

切り出すことが困難ということが大きいと思われる。い

きおい教科書の叙述を挿画でサポートする形にとどまっ

2019年度「文学研究科プロジエクト」成果報告書　横.indd   9 2020/03/13   12:48:54
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The f irst edition of  Hiroko’s  translation of  The Playboy of  the 
Western World .  (1907) by J.M.Synge  

 
The title-page 

T h i s  f i r s t  e d i t i o n  w a s  d o n a t e d  t o  t h e  N a t i o n a l  D i e t  L i b r a r y  b y  t h e  
translator in 1917.  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
The l ist of  characters  in the play  

There is  a hand-writ ten phrase 「（空想の世界に生きる人々）」  
(‘people who live in an  imaginary world’ ) next to the t i t le .  It  was  
probably writ ten  by Hiroko.   
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I have t reated myself as i f   

I am a piece of stone or wood.  

But when I am il l ,  I take care of  myself.   (1919)  

 
石くれか木のはしくれとあつかひしこの身なれども病めば尊し  
 
 
The concept of a stolen soul and considering herself to be ‘a peace of 

stone or  wood ’  in  these tanka poems can be interpreted in  relation to  
representations of ‘changelings ’ .  

In her real  l ife ,  she had to spend many years at  home doing 
housework , performing child care and taking care of her  family l ike most 
contemporary women. Therefore,  in her tanka poems she transcends 
boundaries and describes her soul wandering among this world and that  
which l ies beyond. Moreover,  through t ranslating Irish l i te rature,  she 
learns about  ‘changelings’  and becomes attracted to the idea.  
 
 
Gregory,  Lady Isabel la  Augusta .“ The Ful l  Moon”.New comedies .  

 New York :  The Knickerbocker  press ,  1913.  
Yeats .Will iam Butler .  Fairy and Folk Tales  of  the Ir ish P easantry . London :  

Walter  Scot t ,  1888. 
.  The Land of Heart 's Desire  (seventh edi t ion) .  London:  T Fisher  Unwin .  
1912.  

 
秋谷美保子『片山廣子全歌集』短歌現代社、 2012 年．  
井上十吉『新訳英和辞典』三省堂、 1911 年．  
松村みね子訳「満月（レディ・グレゴリー）」『心の花』第 18 巻第 1 号、

1914 年、 1－ 27 頁．  
「心のあこがれる國（イエーツ）」『愛蘭戯曲集  第一巻』玄文社

出版部、 1922 年、 397‐ 431 頁．  
「心のゆくところ（イエーツ）」『近代劇全集  第廿五巻  愛蘭土篇』

第一書房、 1927 年、 37－ 87 頁．  
永井泉「片山廣子の短歌に詠まれた『魔』―第一歌集『翡翠』刊行まで

の短歌について―」『文学史研究』第 59 号、 2019 年、 42－ 57 頁．  
佐佐木幸綱「解説：片山廣子の『境地』」片山廣子／松村みね子『野に

住みて（短歌集＋資料編）』編集：大西香織、月曜社、2006 年、645‐
671 頁．  
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from the dull  house where she is  deprived of her  freedom. Then the fairy 
child comes to her and call s  upon Maire to ride upon the winds with her.  
At the end of the play, she yields to  the fai ry’s  temptation and goes to  
their world with her,  which leads  to  Maire’s death.  Her husband’s  
mother,  Bridget ,  says the following to her son:  

 
Come from that  image;  body and soul  are  gone  

You have thrown your  arms about  a  dr i f t  of  leaves,  
Or  bole of  an ash -t ree changed into her  image.  

(7th ed.  Revised,1912)  
 

Hiroko translates ‘fairy child ’  in this play into 「 魔
フエアリー

の 子 」

(‘manoko ’)  in Japanese  .The use of 「魔」in Hiroko’s t ranslations of The 
Full  Moon  and The Land of Heart’s Desire  seem to correspond to 「魔」

in her tanka,  which reveals  her wish to be tempted  by a supernatural  
being.  
 
 
‘Changelings ’  in tanka poems by Hiroko  
 

In recent t imes,  her tanka poems in the f irst  collection 『翡翠』 have 
been re-evaluated  by scholars .  Yukitsuna Sasaki ,  who is  the 
great-grandson of Hiroko’s teacher Nobutsuna Sasaki and a president of  
tanka association Kokoro no Hana, focuse d on her frequent use in the 
collection of  the word 「われ」(‘ware’),  which means ‘I’  in  English.  He 
points that  Hiroko is  not satisfied with the  real  world and 「われ」 ,  her  
soul,  wanders  among real  and imaginary worlds  or  her  former and future 
l ives.  

Furthermore, in Hiroko’s tanka poem s ,  there are certain works which 
are able to be interpreted as representations of ‘changelings ’ .  

 
 
      Somebody has  stolen my soul.  

I will  never tel l  anyone that  
I am weary of searching for i t . (1918)  

 
 
ぬすまれし我のこゝろを追ひ求め疲れたりとは人にもつげじ  
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‘Changelings’  in Irish fairy folklore  
 

W.B, Yeats stated the following concerning  ‘changelings ’  in his  work  
Fairy and Folk Tales of  the Irish Peasantry (1888):  

 
Sometime the fai ries fancy mortals and carry them away into their 
own country,  leaving instead some sickly f airy child,  or  a  log of 
wood so bewitched that  i t  seems to be a mortal  pining away ,  dying 
and being buried.  

 
Hiroko t ranslated the Ir ish fairy tale ‘Jamie Freel  and the Young 

Lady’,  which is categorised as ‘changel ings’ in  the Yeats’s  collection,  
into Japanese.  She published i t  in  Kodomo no Sekai ,  a periodical  for 
children, in  1949.  In the tale,  fai ries  steal  a young woman and leave a 
st ick in her  place which takes her exact form.  
 
 
‘Ma’  (魔 ) in Hiroko’s  translations of  Irish Plays  
 

Hiroko published ‘Mangetsu’  in Kokoro no Hana  in 1914 as a 
Japanese t ranslation of Lady Gregory’s play The Full  Moon  (1910).  It  
was her  first  t ranslat ion work of  Celt ic  revival l i terature .  The Full  Moon  
is  a one-act  comedy that  centres  on peasants who believe that  everything 
should be at  i ts  worst  when the moon is full .  In the end of the play,  Mr.  
Halvey, who is a dis t inguished man l iving in a country town,  leaves the 
town to secure his freedom. People in the town think that  he has  gone 
mad when Halvey pours his  heart  out l ike a different person . One of  
them, Mrs.  Broderik says,  ‘ If there are fairies in i t ,  i t  is  in the fairies he 
is’.  The l ine can be interpreted as saying that  Mr. Halvay suffers 
‘changelings’  by fai ries.  Hiroko translates her  statement into Japanese  

as 「もし魔物
フエヤリー

といふものがあるなら、あの人もお仲間入したんです

ね」 .  That is ,  she seems to understand the sense of these words as  
relating to ‘changelings ’ .  
 

The Land of Heart’s Desire (1894)  by Yeats is  also a one-act  play 
based on ‘changelings ’.  The play tel ls  of  the legend that  on May Eve the 
fairies may steal  away a newly married bride .  Hiroko published Japanese 
translat ions of the play in 1922 and 1927.  

A newly married bride  named Maire calls on the fai ries to  take her 
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Synge, into Japanese.  
As for tanka writ ing, Hiroko published only two collections of tanka 

poems in her l i fe  t ime. The first  was  Kawasemi (翡翠） ,  meaning 
‘kingfisher’ ,  which was published in 1916. Her second collection of 
tanka poetry was No ni sumite  (野に住みて） ,  meaning ‘ l iving in the 
field ’ ,  which was published in  1954.  

Therefore,  i t  has been difficult  for tanka poets and researchers to  
evaluate Hiroko’s works fully.  However,  complete volumes of her works 
have recently published, and in response more cri t ical  evaluat ions  on her 
writ ings has been published .  
 
 
The word ‘ma’  (魔） in Hiroko’s tanka  poems 
 

Hiroko is considered a poet who transcended boundaries,  seamlessly 
moving between worlds .  She composed poems on mortali ty and death 
from the perspective of the dead and  on encounters with supernatural  
beings l ike goblins and ghosts.  

In  the fi rst  decade of  the 1900s,  Hiroko often used the word ‘ma’  (魔）

in her tanka poems.  According to  a 1911 Japanese-English dictionary,  
the word ‘ma’ means ‘a demon ’ ,  ‘evil ’  and ‘an evil  spiri t ’ .  For example,  
the following tanka poem appears in Kokoro no Hana  in 1910.  
Translations of Hiroko’s tanka poems in this paper are l i teral  ones.  They 
convey only the meanings of  the original  texts.  
 

In the evening the wind blows with the fragrance of roses,  
I await  even an evil  spiri t  who tempts me to go out  

 standing alone by the window. (1910)  
 

風かをるうばらの窓に一人ゐて魔のさそひさへまたるゝ夕べ  
 

This tanka poem can be interpreted as representing Hiroko ’s  wish to  
be taken away to another  world by a s upernatural  being, as she is  t i red of 
l iving in the real  world .  

It  is  worthy of note that  Hiroko t ranslate d the word ‘ fai ry’  into 
Japanese as ‘ma’ (魔 ) or ‘mamono ’ (魔物 ) in plays by Lady Gregory and 
W.B. Yeats.  This  differentiates  Hiroko’s translations from other  
Japanese t ranslat ions of  these plays.  In addit ion,  fairies that  appear in  
both of these plays  are related to  the ‘changelings’  of  Irish fai ry 
folklore.  
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The Reception of ‘A Fairy ’  in Modern  
Japanese Literature : 
‘Changelings’  from Irish fairy folklore  

 in  Hiroko Katayama’s  Works 
Izumi Nagai  

 

（ abstract）  
This  paper  focuses on the  word ‘ma ’  (魔 ) ,  meaning ‘an evi l  

spir i t ’ ,  in  works by the  Japanese tanka  poet  and t ranslator  Hiroko 
Katayama (1878–1957) .  Hiroko t ranslated the word ‘ fai ry’  f rom 
Ir ish plays  into ‘魔 ’  and ‘魔物 ’  in Japanese .  She used the word  
‘魔 ’  in her tanka  poems that  can be interpreted as  represent ing 
Hiroko’s  wish to be tempted by an evi l  spir i t .  Moreover ,  she 
wri tes  certain tanka poems that  can be interpreted as  
representat ions of  ‘changel ings ’ .  

 
 

Japanese tanka  poet and translator Hiroko Katayama  
 

Hiroko Katayama was born in 1878 in Tokyo and died in 1957. 
Although Hiroko never t ravelled outside  Japan during her l ifet ime , she 
was familiar with Western culture and began learning English when she 
was five years old because her father was a diplomat who was stationed 
in China,  England and the United States.  Beginning at  the age of ten ,  she 
was educated for seven years  at  Toyo Eiwa Jogakuin, a private  mission 
school .  The school  was opened by a missionary sent on behalf  of  the 
Woman's Missionary Society of the Methodist  Church of Canada.  

After graduating,  she became the pupil  of the famous poet  and scholar 
Sasaki Nobutsuna,  from whom she learned Japanese classical  l i terature 
and how to write tanka poetry.  Then she submitted tanka poems, essays 
and t ranslations to be published in the l i terary journal Kokoro no Hana ,  
edited by Nobutsuna. At that  t ime, she was recognised as one of the 
representative poets of this coterie  of wri ters .  

In  1899, she married a banker and had two children. Later,  both her  
husband and son died when they were middle-aged. Since the beginning 
of the Taisho Era ,  Hiroko had publ ished translations under the 
pseudonym Mineko Matsumura.  She mainly translated Celt ic revival 
l i terature,  including works by W. B. Yeats ,  Lady Gregory and J .  M. 
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